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図　面　番　号 縮　　　尺

図面リスト

図　面　番　号 図　面　番　号縮　　　尺 縮　　　尺

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

【　図面リスト　】

電気設備工事　特記仕様書

東・南・北側立面図
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A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-24

A-23

A-00

A-09
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A1:1/100 1/150

A3:1/200 1/300

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/50

A3:1/100

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/50

A3:1/100

A3:1/100

A1:1/50

A3:1/100

A1:1/10　

A3:1/20　

改修工事 特記仕様書 NO1

改修工事 特記仕様書 NO2

改修工事 特記仕様書 NO3

改修工事 特記仕様書 NO4

改修工事 特記仕様書 NO5

改修天井伏図
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A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

216号室平面詳細図(改修)

216号室電灯コンセント設備図

226号室電灯コンセント設備図

216・226号室平面詳細図(既存)

226号室平面詳細図(改修)

216号室展開図(改修)

226号室展開図(改修)

改修建具表(1)

改修建具表(2) 建具配置図

外壁補修詳細図(1)

流し台廻り・カウンター詳細図
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A3:1/200

A1:1/50

A3:1/100

A1:1/30 1/100

A3:1/60 1/200

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

１・２階平面図　求積図　面積表

既存・改修矩計図

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

M-10

機器表

M-11
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A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60

A1:1/30

A3:1/60
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A3:1/60

A1:1/30
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A1:1/30
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県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

設計番号検図 受領印 工事名称訂正 設計年月日 設計月 日

・

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ ・ Ａ

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

図面リスト 00

A1:1/3

A3:1/6

A1:1/15

A3:1/30

機械設備工事　特記仕様書

衛生設備　ＭＢ内・系統図

衛生設備　226号室平面詳細図(床上改修)

衛生設備　226号室平面詳細図(天井改修)

衛生設備　226号室平面詳細図(撤去)　

M-12 換気設備　226号室平面詳細図(改修)　
A1:1/30

A3:1/60

換気設備　216号室平面詳細図(改修)

衛生設備　216号室平面詳細図(撤去)

衛生設備　216号室平面詳細図(天井改修)　

衛生設備　216号室平面詳細図(床上改修)　

ユニットバス参考図　ＢＬ1216型

図　面　名　称 図　面　名　称 図　面　名　称

既存・改修 外部・その他仕上表

既存・改修内部仕上表

換気設備　216号室平面詳細図(撤去)

付近見取図・配置図

226号室アルミサッシ解体・改修詳細図

盛岡広域振興局土木部住宅課

216号室弱電　自動火災報知・電話・TV共聴設備図

226号室弱電　自動火災報知・電話・TV共聴設備図

E-06 各戸盤及び照明器具姿図

A1:1/30
　部分詳細図

R4.11

A3:1/60



１ ． 監 督 員 事 務 所

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 （ 記  号 ）

・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）

・  全 て

・  全 て

・  全 て

（ 契 約 後 ）

・

縮尺

スチレンフォーム断熱材3種

※JIS A 9521による押出法ポリ

Ⅰ ． 工 　 事 　 概 　 要

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項

１ ． 工 事 場 所

・  適 用 す る

（ 工 事 カ ル テ ）

1-2

の 　 登 　 録

処 　 理 　 等

２ ． 敷 地 面 積

３ ． 工 事 種 別

４ ． 工 事 規 模

１

[1.1.4]

３ 3-2

改修工事 特記仕様書

１ ． 適  用  基  準

２ ． 工 事 実 績 情 報

３ ． 発  生  材  の

）

下 記 の も の を 監 督 員 に 提 出 す る 。

分 　 類 規 　 格 撮 影 箇 所 数 部 　 数 備 　 考

着 　 工 　 前

工 事 施 工 状 況

完 　 成 　 時

※ サ ー ビ ス 版

・  キ ャ ビ ネ 版

監 督 員 の 指 示

に よ る 。

（ 撮 影 計 画 を

提 出 す る ）

※ カ ラ ー ※ サ ー ビ ス 版

・  サ ー ビ ス 版

取 合 い

施 工 範 囲

・  図 示 し た 貫 通 孔 、 開 口 部 の 型 枠 及 び そ れ ら の 補 強

・  図 示 し た 壁 、 天 井 の 仕 上 材 、 下 地 材 の 切 り 込 み 及 び 下 地 材 の 補 強

・  自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け の 箇 所 の 切 り 込 み 及 び 補 強

・  駆 動 装 置 が 電 動 に よ る 建 具 類 の ２ 次 配 線 及 び 操 作 ス イ ッ チ

施 工 図

設 備 機 器 の 位 置 、 取 合 い 等 が 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

施 工 計 画 書

区 　 分

調 査 範 囲

調 査 方 法

既 存 部 分 の 破 壊 を 行 っ た 場 合 の 補 修 方 法

・  図 示

施 工 数 量 調 査

・  図 示

・  図 示

[1.5.3]

11． 施 工 図 及 び

請 負 契 約 に 定 め ら れ て い る 書 類

（ 工 事 中 ）

（ 完 成 後 ）

・  工 事 工 程 表

・  火 災 保 険 加 入 契 約 書 （ 写 ）

・  出 来 高 検 査 願

・  工 事 完 成 届 ・  工 事 完 成 引 渡 書 （ 引 渡 図 書 目 録 添 付 ）

・  製 造 所 等 承 諾 願 ・  工 事 総 合 施 工 計 画 書 ・  現 場 技 術 員 届

・  各 種 工 事 施 工 計 画 書 ・  各 種 工 事 施 工 図 ・  工 事 作 業 日 報

・  主 要 資 材 規 格 又 は 品 質 証 明 書 ・  各 種 試 験 成 績 書 又 は 報 告 書

・  主 要 資 材 搬 入 検 査 簿 ・  技 能 士 合 格 証 明 書

・  完 成 図 （ 修 正 設 計 図 ） ・  責 任 施 工 保 証 書

・  官 公 署 許 認 可 及 び 検 査 済 書

（ 契 約 後 ）

（ 工 事 中 ）

（ 完 成 後 ）

・  現 場 代 理 人 、 主 任 技 術 者 等 届

・  各 種 届 出 書 等

10． 提  出  書  類

改 修 標 仕 、 特 記 仕 様 書 等 に 定 め ら れ て い る 書 類

・  維 持 管 理 取 扱 書 (設 備 機 器 説 明 含 む )

施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 提 出 に つ い て

※ カ ラ ー

※ カ ラ ー

工 事 施 工 図 の 描 き 方 （ 平 成 元 年 ） 」 に 準 ず る も の と す る 。

図 等 で 原 図 と し て 提 出 が 出 来 な い も の は 、 原 図 に 代 わ る も の と し て よ い 。

に 限 り 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

12． 完 　 成 　 図

完 成 写 真

1 3 ． 工 事

の 備 品 等

[2.4.1]２ ． 監 督 員 事 務 所

[2.4.1]

２

・  下 請 調 書

・  請 負 代 金 内 訳 書

(a) 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 は 、 各 工 種 に お い て 作 成 し 提 出 す る 。

(b) 施 工 図 の 記 載 内 容 及 び 記 載 水 準 は 、 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 ・ 設 備

(C) 本 工 事 に 係 る 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 著 作 者 の 権 利 は 、 当 該 建 物 に お け る 使 用

(d) 提 出 部 数 は 、 施 工 図 の 原 図 及 び そ の 陽 画 複 写 図 （ １ 部 ） と す る 。 た だ し 、 製 作

14． 設 備 工 事 と の

引 渡 し を 要 す る も の

※  な し

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

※  な し

・  あ り  （

※  上 記 以 外 の 発 生 材 は 、 可 能 な 限 り 中 間 処 理 施 設 等 に お い て 再 利 用 ・ 減 量 化 等 を 図 る

も の と し 、 処 理 方 法 等 は 監 督 員 と 協 議 す る 。

現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の （ ）

※  現 場 に お け る 分 別 － 保 存 材 は 、 分 別 す る 。

・  本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間 処 理 施 設 経 由 を

含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で

適 正 に 処 理 す る こ と 。

15． 施 工 調 査

[1.8.2]

１ ． 施 工 数 量 調 査 [1.5.2～ 3]

[3.2.5]・  設 け る （ Ｐ ０ Ａ Ｓ 、 Ｐ ０ Ａ Ｓ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｄ 、 Ｐ ０ Ｄ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｓ 、
Ｐ Ｏ Ｓ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｘ 工 法 の 場 合 ）

既存保護層の撤去 ・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

既存防水層の撤去

・ 行わない

１ ． 共  通  仕  様

２ ． 特  記  仕  様

○ 印 の 付 か な い 場 合 は 、 ※ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

○ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

（ ２ ） 特 記 仕 様 は 、 ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

Ⅱ ． 改  修  工  事  仕  様

（ １ ） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

（ 　 ） 内 表 示 番 号 は 、 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

図 面 、 特 記 仕 様 書 及 び 現 場 説 明 事 項 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共

た だ し 、 改 修 標 仕 に 規 定 さ れ て い る 項 目 以 外 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕

（ ３ ） 特 記 仕 様 書 に 記 載 の ［ 　 ］ 内 表 示 番 号 は 、 改 修 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

（ ４ ） Ｇ  印 は 、 「 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 」 (平 成 12年 法 律 第 100号 )に 基 づ く

５ ． 工 事 範 囲

満 た す 物 品 を 示 す 。

図 面 、 本 特 記 仕 様 書 、 標 準 仕 様 書 及 び 改 修 標 準 仕 様 書 に 記 載 の な い 事 項 は 次 の 基 準 に よ る

適 正 な 技 術 員 を 専 任 又 は 常 駐 さ せ る こ と 。

建 設 業 法 第 26条 に よ る 有 資 格 者 を 専 任 又 は 常 駐 さ せ る

こ と 。

現 場 に は 下 記 の 現 場 技 術 員 等 を 置 く 。

・  現 場 技 術 員

；

；

[1.3.2]４ ． 現 場 技 術 員 等

・  適 用 す る
技 術 者 [1.3.3]

５ ． 電 気 保 安

[1.6.2]６ ． 技 　 能 　 士

・
７ ． 施  工  条  件 [1.3.5]施 工 順 序 に 制 約 が あ る 場 合

・

そ の 他 の 施 工 条 件 [1.3.5]

８ ． 建 築 材 料 等 (a) 原 則 と し て 、 全 て の 材 料 に つ い て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

(b) 環 境 へ の 配 慮 [1.4.1]

※  改 修 標 仕  1.4.1 に よ る

工 　 　 法

９ ． 特 別 な 材 料 の 改 修 標 仕 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工 法 は 、 材 料 製 造 所 の 指 定 す る 工 法 と す る 。

[1.4.2]

[1.5.2]

防 水 層 の 種 別

・ P2A

・ P1B

・ P2AI

工 法 種 別 施 工 箇 所

・ A-1

・ A-3

・ B-1

・ AI-1

・ AI-3

・ BI-1

立 上 り 部 の 保 護絶 縁 用 シ ー ト

※フラットヤーン

70ｇ/㎡程度
クロス

厚さ0.15mm以上

（材質）

断熱材 Ｇ

ル ー フ ィ ン グ シ ー ト の 種 類 及 び 厚 さ
改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ シ ー ト 及 び 部 分 粘 着 層 付 改 質 ア ス フ ァ ル ト

平 場 の 保 護 ｺﾝｸﾘｰﾄの 厚 さ
こ て 仕 上 げ 　 　 ※ 水 下 　 80㎜ 以 上
タ イ ル 張 り 　 　 ※ 水 下 　 60㎜ 以 上

※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 3.3.3か ら 表 3.3.9に よ る

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

・ 乾 式 保 護 材

・窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ
養生したもの。

・金属複合版：金属板と樹脂を一体化させたもの。

・ M4C

脱気装置

・設ける　・設けない
改修用ドレン
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

・ M3D
・ P0D

・ D-1

・ P0DI

・ M3DI

・ M4DI

・ DI-1

断熱材 Ｇ施工箇所種 別工 法 備 考

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける
・設けない

・

・

・

防 水 層 の 種 別
屋 根 露 出 防 水

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量

仕 上 塗 装 の 種 類 及 び 使 用 量

※ ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 製 造 所 の 指 定 に よ る

※ ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 製 造 所 の 指 定 に よ る

屋 根 露 出 防 水 絶 縁 断 熱 工 法 の 場 合 の 、 ル ー フ ド レ イ ン 回 り 及 び 立 上 り 部 周 辺 の 断 熱 材
の 張 り じ ま い 位 置

※ 図 示

施 工 箇 所

屋 内 防 水

防 水 層 の 種 別

工 法 種 別

・  P1E

・  P2E

・  E-1 ・ 設 け る

・ 設 け な い

押 さ え 金 物 の 材 質 、 形 状 寸 法

※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 30× 15× 2.0mm程 度

屋 上 排 水 溝 ・ 適 用 す る （ 施 工 範 囲 　 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

５ ． 改 質 ア ス フ ァ

ル ト シ ー ト

(材質）

・

工 法

・Ｓ-Ｆ1

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

・Ｓ-Ｆ2

・Ｍ４ＳＩ
・Ｓ４ＳＩ

・Ｐ０ＳＩ

・ Ｓ -Ｍ 3
・ Ｓ -Ｍ 2
・ Ｓ -Ｍ 1・Ｍ４Ｓ

防 水 層 の 種 別

※改修標準仕様書3.5.2

※改修標準仕様書3.5.2

(厚さ)・25mm　・ Ｓ I-Ｆ 1
・ Ｓ I-Ｆ 1

・ Ｓ I-Ｆ 1
・ Ｓ I-Ｆ 2

施 工
箇 所

種 別  断 熱 材 Ｇ 備 考

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

Ｇ

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

仕上塗料

使用量種類

・

・

・

・

・Ｓ３Ｓ

・Ｓ３ＳＩ

８ ． シ ー リ ン グ

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 、 施 工 箇 所

７ ． 塗 膜 防 水

・ＰＯＸ

・Ｌ４Ｘ

・ＰＹ1

・ＰＹ2

工 法

※Ｙ－２

・Ｘ－１

※Ｘ－２
・

・

・Ｘ－２

※Ｘ－１

種 別

・

下 表 以 外 は 、 改 修 標 仕  表 3.7.1に よ る 。

施    工    箇    所

シ ー リ ン グ 材 の 目 地 寸 法

［ ※  簡 易 接 着 性 試 験 ・  引 張 接 着 性 試 験 (部 位 　 　 　 　 　 ） ］・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

製 　 笠 木

10． ア ル ミ ニ ウ ム

[1.3.12]

・  窯 業 系 パ ネ ル － Ⅰ 類 （ 寒 冷 地 仕 様 ）

・  窯 業 系 パ ネ ル － Ⅱ 類 （ 一 般 地 仕 様 ）

[3.2.3～ 6]３ .既 存 防 水 の 処 理

屋 根 保 護 防 水

４ ． ア ス フ ァ ル ト
防 　 水

 ［ 3.3.2～ 5］ [表 3.3.3～ 10]

脱気装置
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

断熱材 Ｇ施工箇所種 別工 法 備 考

・

・

防 水 層 の 種 別

・M4AS ・AS-T2

・AS-J2

・M3AS

・P0AS

・AS-T1

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

[3.4.2～ 3][表 3.4.1～ 3]

６ ． 合 成 高 分 子 系

ル ー フ ィ ン グ

シ ー ト 防 水

 [3.5.2～ 4][表 3.5.1～ 3]

［ 3.6.2～ 3][表 3.6.1～ 2]］

シ ー リ ン グ 改 修 工 法 の 種 類

・  シ ー リ ン グ 充 填 工 法

・  シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・  拡 幅 シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・  ブ リ ッ ジ 工 法 ボ ン ド ブ レ ー カ ー 張 り ・  適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

エ ッ ジ ン グ 材 張 り ・  適 用 す る   ・ 適 用 し な い

 [3.1.4][3.7.2～ 8]［ 表 3.7.1］

表 面 処 理

部 材 の 種 類

・ オ ー プ ン 形 式

既 存 笠 木 等 の 撤 去 ・ 行 う （ 範 囲  ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

下 地 補 修 の 工 法 ※ 図 示

※ 図 示

板 材 折 り 曲 げ 形 笠 木 の 取 付 方 法

・

・

笠 木 の 固 定 金 具 の 工 法

と い の 材 種

・  硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管 ・・  配 管 用 鋼 管

種                  別

・ 横 型  ）・  ろ く 屋 根 用

・  バ ル コ ニ ー 用

・  バ ル コ ニ ー 中 継 用

（ ・ 縦 型

ル ー フ ド レ ン

ル ー フ ド レ ン の 取 付 け

９ ． と 　 い

［ 3.9.2～ 3][表 3.9.1］

「 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 基 本 方 針 (平 成 31年 2月 変 更 閣 議 決 定 )」 に 定 め る 判 断 の 基 準 を

種 類 ： 処 理 方 法 ：・  あ り  （ ）

・  管 理 技 術 者 又 は 主 任 技 術 者

鉄 筋 工 事

コ ン ク リ ー ト 工 事

鉄 骨 工 事

防 水 工 事

石 　 工 　 事

タ イ ル 工 事

木 　 工 　 事

屋 根 ・ と い 工 事

金 属 工 事

左 官 工 事

建 具 工 事

（  ・  鉄 筋 施 工 ）

（  ・  と 　 び ）

（  ・  防 水 施 工 ）

（  ・  石 材 施 工 ）

（  ・  タ イ ル 張 り ）

（  ・  建 築 大 工 ）

（  ・  内 装 仕 上 げ 施 工 （ 鋼 製 下 地 ） ）

（  ・  左 　 官 ）

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

・  全 て

（  ・  左 官  ・  型 枠 施 工 ）

ブ ロ ッ ク ・ Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 工 事 ・ Ｐ Ｃ カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 事

（  ・  建 築 板 金  ・  ス レ ー ト 施 工 ）

（  ・  サ ッ シ 施 工  ・  ガ ラ ス 施 工 ）

（  ・  ﾌﾞﾛｯｸ建 築  ・  ALCﾊﾟﾈﾙ施 工  ・  ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施 工 ）

（  ・  造 　 園 ）

（  ・  内 装 仕 上 げ 施 工 （ 床 、 天 井 仕 上 げ 等 ） ・ 表 装 ）

（  ・  塗 　 装 　 ・  樹 脂 接 着 材 注 入 施 工 ）

・  全 て

・  全 て

・  全 て

塗 装 工 事

内 装 工 事

植 栽 工 事

技  術  検  定  の  職  種 作  業  の  種  別

仮 設 工 事 （  ・ と 　 び ） ・  全 て

・ 提 出 図 書

・ Ｃ Ａ Ｄ デ ー タ

※  監 督 員 の 指 示 に よ る 。

※  監 督 員 の 指 示 に よ る 。

・ 行う
・ 行わない

（・ Ｍ４ＡＳ　　・ Ｍ４ＡＳＩ　　・ Ｍ４Ｃ　　・ Ｍ４ＤＩ　　・ Ｌ４Ｘ）

・ A-2

・ BI-2

・ BI-3

bA(スキン層あり)

(厚さ）・25㎜

・ D-4

・ DI-2
※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(厚さ）・25㎜　

・  E-2

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量

仕 上 塗 装 の 種 類 及 び 使 用 量

脱気装置

・

・M3ASI

・M4ASI

・P0ASI

・ASI-T1

・ASI-J1
改修用ドレン

防湿層

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

(材質）
※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(厚さ）・25㎜　

※ 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 製 造 所 の 指 定 に よ る

※ 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 製 造 所 の 指 定 に よ る

※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 3.4.1か ら 表 3.4.3に よ る

(3)(エ)(b）による

(3)(エ)(ｂ）による

防水の適用

高日射反射率

仕様による

仕様による仕様による

仕様による 仕様による

仕様による 仕様による

仕様による

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量 　 　 ※ 主 材 料 製 造 所 の 仕 様 に よ る

・ 脱 気 装 置 の 種 類 ： 　 　 　 　 、 設 置 数 量 ： 　 　 個 /㎡

※ 改 修 標 準 仕 様 書 3.7.3(1)(ア ） ～ (ウ )に よ る 。

［ 3.8.2～ 3][表 3.8.1～ 4］

11． 防 水 施 工

保 証 書

・  提 出 す る

・  提 出 し な い

工法とする）

（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍に対応した・  適 用 す る

備 品 の 種 類 数 量 備 品 の 種 類 数 量 備 品 の 種 類 数 量

机 ・ 椅 子

書 棚

ゴ ム 長 靴

工事用ヘルメット

ホワイトボード

黒板又は

雨合羽

懐中電灯

衣類ロッカー

湯沸器

（・ FAX付）

コピー機

最高最低温度計

冷暖房機

消火器

掃除 具

台

個

着

個

台

台

台

台

個

台

個

個パソコン（メール付）

電話

・  設 け る

（ 規 模 及 び 仕 上 げ の 程 度 並 び に 設 置 す る 備 品 の 種 類 ・ 数 量 等 は 現 場 説 明 書 に よ る ）

・  設 け な い

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

［2.3.2］仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　・ 

仮設間仕切りの種別と材質等

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

種別

・ せっこうボード（9.5㎜）

防炎シート

下地

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種 単管

・ 合板（9㎜）

・ 無し

［表2.3.1］

グラスウール 厚さ　　㎜・ 木

仕上材 （厚さ　㎜） 塗装 充填

・ 片面

材質

※ 木製

仕上げ 塗装 備考

・

・ 既存部分

・ 既存ブラインド、カーテン等
養生の方法（※ ビニルシート等　　・　　　　　）
養生の方法（・ ビニルシート等　　・　　　　　）

保管場所　（・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 備品、机、ロッカー等の移動 （・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

養 　 生

・ 既存家具、既存設備等
養生の方法（※ ビニルシート,合板　　・　　　　　）

養生の方法等 [2.3.1]

材 料 、 撤 去 材 等 の 運 搬 方 法

・  

Ｃ 種 ： 利 用 可 能 な エ レ ベ ー タ ー （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  Ｅ 種・  Ｄ 種・  Ｃ 種・  Ｂ 種・  Ａ 種種 別

[2.2.1][表 2.2.1]

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

Ｄ 種 ： 利 用 可 能 な 階 段 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

６ ． 足 　 場 　 等

７ ． 既 存 部 分 の

・ ・ ・片面

・無し※合板張り程度

※ 軽量鉄骨

等 の 対 策
防 音 パ ネ ル 等 を 取 り 付 け る 足 場 等 の 設 置 範 囲 　  ※ 図 示

構 内 既 存 の 施 設

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ） ・  利 用 で き な い

構 内 既 存 の 施 設

３ ． 工 事 用 水

４ ． 工 事 用 電 力

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ） ・  利 用 で き な い

５ .騒 音 ・ 粉 じ ん ・ 防 音 パ ネ ル
・ 防 音 シ ー ト

［ 2.1.3］

内 部 足 場 ・ 設 置 す る （ ※ 脚 立 、 足 場 板 等 　 ・ 　 　 　 　 ）
・ 設 置 し な い

外 部 足 場 ・ 設 置 す る （ ・ 枠 組 足 場 　 ・ 単 管 足 場 　 ・ 　 　 　 　 ）
・ 設 置 し な い

防 護 シ ー ト に よ る 養 生 ・ 行 う （ ・ 工 事 に 必 要 な 範 囲 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

調査範囲及び方法　　　・ 図示　　・ 

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　・ 図示　　・ 

調査報告書　　　提出部数：2部

２ ． 改 修 用

二 重 ド レ ン

既存露出防水層表面の仕上げ塗装除去

既 存 防 水 層 の 下 地 補 修

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　・ 図示　　・ 

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

上り部等の処置 ※ 改修標準仕様書3.2.6(4)(ウ)(ｇ)①～③による　　・ 

・ P1BI

・ T1BI

・ B-2

・ B-3

・ AI-2

・ 50mm

・乾式保護材

（　　　　　　）※ 図 示

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

・れんが押え

(※JIS R 1250

・　　　　 )

表 面 材 は 不 燃 　 耐 衝 撃 性 500ｇ 　

・ C-2

・ C-4
・ C-3

・ C-1

・ D-2
・ D-3

(種類） ※ 図示

保 護 層

［ 表 3.3.1、 表 3.3.10］

防 水

・AS-J3 ・設ける　・設けない

改修用ドレン

・50mm

部 分 粘 着 層 付 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 種 類 及 び 厚 さ

押 え 金 物 の 材 質 .形 状 寸 法 ※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 30× 15× 2.0mm程 度

屋 根 露 出 防 水 絶 縁 断 熱 工 法 の 防 湿 用 シ ー ト 　 ・ 設 置 す る 　 ・ 設 置 し な い

・Ｓ-Ｆ１ 

・Ｓ-Ｆ２ 

・Ｓ-Ｍ2
・Ｓ-Ｍ3

・Ｓ-Ｍ1

(厚さ)・25mm　 ・50mm

・50mm

保　護　層

箇 所
施 工

塗り厚さ ・床塗り工法 ・下地モルタル塗り

平場のモルタル塗り 立上り部の保護
モルタル塗り

・Ｓ-Ｃ1 ・ ・
※7mm以下

・

※改修標準仕様書 ※改修標準仕様書

・

種別

Ｐ1Ｓ工法の

6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる
・

6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる

屋内防水 防水層の種別

絶 縁 用 シ ー ト の 材 質 ※  発 泡 ポ リ エ チ レ ン シ ー ト

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量 　 　 ※ ル ー フ ィ ン グ シ ー ト 製 造 所 の 指 定 に よ る

接 着 工 法 の Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 下 地 の 目 地 処 理 ・ 行 う (・ 図 示  ） ・ 行 わ な い

Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 部 材 の 入 隅 部 の 増 張 り ・ 行 う (・ 図 示 　 ） ・ 行 わ な い ）

Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 部 材 （ 種 別 Ｓ -Ｆ 1、 Ｓ 1-Ｆ 1の 場 合 ） の 入 隅 部 の 増 張 り

・ 行 う （ ※ 図 示  ） 　 ・ 行 わ な い

機 械 式 固 定 工 法 の 場 合 の 一 般 部 の ル ー フ ィ ン グ シ ー ト の 張 付 け は 、 建 築 基 準 法 に よ る

風 圧 力 の （ ・ 1.0　 ・ 1.15　 ・ 1.3） 倍 の 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法 と す る

・PCｺﾝｸﾘｰﾄ
下地

・

仕上塗料

使用量種類

・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・ ・

・ ・

・

・

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける・設けない

保護層

施 工 箇 所
防水の適用 Ｇ

高日射反射率
備 考

・ 図 示

シ ー リ ン グ 材 の 接 着 性 試 験

材 種

・

・

・

張 掛 け 幅

・ 100mm以 上 　 ・ 50mm以 上

・ 100mm以 上 　 ・ 50mm以 上

・ 100mm以 上 　 ・ 50mm以 上

・ 耐 酸 被 覆 鋼 板 製 造 所 ：

多 雪 地 域 の 軒 ど い 取 付 け 間 隔 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

鋼 管 製 と い の 防 露 巻 き
（ 施 工 箇 所※  行 う

防 露 材 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 ※ 規 制 対 象 外

竪 樋 受 け 金 物 の 取 付 け ※ 図 示

既 存 の と い そ の 他 の 撤 去 及 び 降 雨 等 に 対 す る 養 生 方 法 ※ 図 示

（ モ ル タ ル の 調 合 は 、 容 積 比 で セ メ ン ト １ ： 砂 ３ ）

※  水 は け よ く 、 床 面 よ り 下 げ 、 周 囲 の 隙 間 に モ ル タ ル 充 填

（ ・  押 出 し  250形

・ 板 材 折 り 曲 げ 形

・  押 出 し  300形 ・  押 出 し  350形 ）

（ ・ オ ー プ ン 形 式 　 ・ シ － ル 形 式 ）

本 体 幅 （ 　 　 ） mm　  板 厚  （ ※  2.0　 ・ 　 　 ） mm

※ 改 修 標 準 仕 様 書  表 3.8.3に よ る ）

種 別 （ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2.2よ り ） 　 ・ 　 種

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

・

日月訂正 設計年月日 設計番号

図面番号図面名称

工事名称

・・

受領年月日

受領印

担当製図

検図設計

補修・改修工事

建 築 改 修 工 事 監 理 指 針

2部

2部

2部一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

改修工事 特記仕様書 NO1

組

足

個

人用

建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 改 修 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 」 （ 以 下 「 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） に よ る 。

・ 建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 （ 最 新 版 ） 　 　 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部

・ 公 共 建 築 木 造 工 事 標 準 仕 様 書 (最 新 版 )

本 設 計 図 書 に お け る 「 標 準 詳 細 図 」 他 は 、 次 の 基 準 を 指 す 。 （ 最 新 版 ）

建 築 工 事 標 準 詳 細 図 （ 最 新 版 ）国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 整 備 課

工事名 県営宮野目アパート(2号棟216・226号室)火災復旧

花巻市西宮野目第6地割355番

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造４階建て　延床面積2,084.13㎡　24戸

① 火災復旧に伴う建築工事　②左記に伴う電気設備工事　機械設備工事

（ 用 途 地 域   第 1種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 　 防 火 地 域  無 指 定 ）

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事 

図示 図示

Ａ-01

・ 建 築 工 事 監 理 指 針 (最 新 版 )

「 本 工 事 は 住 棟 を 使 用 し な が ら の 工 事 で あ る こ と 」

図 示 部 分 調 査 （ 目 視 ・ 打 診 ・ 劣 化 部 ﾏｰｷﾝｸﾞ・ 計 測 ）

A1:1/30

A3:1/60

R4.11

CD-R

CD-R

CD-R公 共 住 宅 建 設 工 事 ・ 公 共 住 宅 建 設 工 事 共 通 仕 様 書 (最 新 版 )

盛岡広域振興局土木部住宅課

対象住戸　216号室3LDK(74.60㎡)　226号室2LDK(66.31㎡)



　遮音性の等級（・ Ｔ－１　　・ Ｔ－２）

・

・JIS A 6906

耐候性1種相当

・アンカーピンニング

・ 欠 損 部 改 修 工 法

4-2 4-3

仕 上 げ 外 壁 ）

調査範囲　　　・ 外壁改修範囲　　・ 図示の範囲

調査内容

[1.5.2～3]

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

錆汁の流出の有無を調査する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　・ 図示

調査報告書の部数　　　・ ２部　　・　

施工数量調査

・ ひ び 割 れ 部

改 修 工 法

・  樹 脂 注 入 工 法

ひ び 割 れ 幅

(㎜ )

※ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ

　 樹 脂 注 入 工 法

・ 手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

・ 機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

0.2以 上  ～  
　 　 　 1.0未 満

0.2以 上  ～  

　 　   0.3未 満

0.3以 上  ～
      0.5未 満

0.5以 上  ～

      1.0未 満 ・

・

・

・

注 入 量

(mL/ｍ )

・ 130

・  40

・  70

・ 130

・

・

・

・

注 入 口 間 隔

(㎜ )

・ 200～ 300

・ 50～ 100

・ 100～ 200

・ 150～ 250

工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂 ・  低 粘 度 形 ・  中 粘 度 形

抜 き 取 り 個 数 　 ※ 長 さ 500mご と 及 び そ の 端 数 に つ き １ 個

・  Ｕ カ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

・ シ ー リ ン グ 材
充 填 材 料 ※ １ 成 分 形 又 は ２ 成 分 形 ポ リ ウ レ タ ン 系

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

・  シ ー ル 工 法

・ パ テ 状 エ ポ キ シ 樹 脂

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

・ 欠 損 部 改 修 工 法 ※  充 填 工 法

・ エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル

・ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

・ ひ び 割 れ 部
改 修 工 法

[4.3.7][4.2.2][4.1.4]

・  樹 脂 注 入 工 法

ひ び 割 れ 幅

(㎜ )

※ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ

　 樹 脂 注 入 工 法

・ 手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

・ 機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

0.2以 上  ～  
　 　 　 1.0未 満

0.2以 上  ～  

　 　   0.3未 満

0.3以 上  ～
      0.5未 満

0.5以 上  ～

      1.0未 満 ・

・

・

・

注 入 量

(mL/ｍ )

・ 130

・  40

・  70

・ 130

・

・

・

・

注 入 口 間 隔

(㎜ )

・ 200～ 300

・ 50～ 100

・ 100～ 200

・ 150～ 250

工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂 ・  低 粘 度 形 ・  中 粘 度 形

抜 き 取 り 個 数 　 ※ 長 さ 500mご と 及 び そ の 端 数 に つ き １ 個

抜 取 り 部 の 補 修 方 法 　 　 ※ 図 示

・  Ｕ カ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

・ シ ー リ ン グ 材
充 填 材 料 ※ １ 成 分 形 又 は ２ 成 分 形 ポ リ ウ レ タ ン 系

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

・  シ ー ル 工 法

・ パ テ 状 エ ポ キ シ 樹 脂

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

・  樹 脂 注 入 工 法

ひ び 割 れ 幅

(㎜ )

※ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ

　 樹 脂 注 入 工 法

・ 手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

・ 機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

0.2以 上  ～  
　 　 　 1.0未 満

0.2以 上  ～  

　 　   0.3未 満

0.3以 上  ～
      0.5未 満

0.5以 上  ～

      1.0未 満 ・

・

・

・

注 入 量

(mL/ｍ )

・ 130

・  40

・  70

・ 130

・

・

・

・

注 入 口 間 隔

(㎜ )

・ 200～ 300

・ 50～ 100

・ 100～ 200

・ 150～ 250

工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂

抜 き 取 り 個 数 　 ※ 長 さ 500mご と 及 び そ の 端 数 に つ き １ 個

・ひび割れ部改修工法

抜 取 り 部 の 補 修 方 法 　 　 ※ 図 示

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

充 填 材 料 ※ １ 成 分 形 又 は ２ 成 分 形 ポ リ ウ レ タ ン 系

・ シ ー リ ン グ 材

・  Ｕ カ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

[4.1.4] [4.2.2] [4.5.7～ 8]

・ タ イ ル 部 分 張 替 え 工 法

接 着 剤 の 種 類

・ ポ リ マ ー セ メ ン ト

－－

工 法 の 種 類

ア ン カ ー ピ ン の

本 数 (本 /㎡ )

注 入 口 の 箇 所 数

(箇 所 /㎡ )

一般部 一般部指定部 指定部

※16 ※25

※13 ※20 ※12

※20

※20

※13 ※12

－ －
・・

・ ・ ・ ・

※20

※9 ※16

・・・・

・・

※9

※9

※16

※16 ※16

・・・・

・・・・

※9

※16

・アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂

注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

※9

・注入口付アンカー

－

－

－

－

－

－

－

－

ピンニングエポキシ樹脂

注入タイル固定工法

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

－－・ ・

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・ タ イ ル 部 分 張 替 え 工 法

接 着 剤 の 種 類

・ JIS A 5557に よ る 一 液 反 応 硬 化 形 変 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 系

・ タ イ ル 張 替 え 工 法

・ JIS A 5557に よ る 一 液 反 応 硬 化 形 変 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 系

・

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

タ イ ル 張 り の 工 法

外 装 タ イ ル 　

・ 密 着 張 り 　 ・ 改 良 圧 着 張 り 　 ・ 改 良 積 上 げ 張 り

・ マ ス ク 張 り 　 ・ モ ザ イ ク タ イ ル 張 り

打 継 ぎ 目 地 、 ひ び 割 れ 誘 発 目 地

※ ポ リ ウ レ タ ン 系

伸 縮 調 整 目 地 そ の 他 の 目 地

※ 変 性 シ リ コ ー ン 系

[4.1.4] [4.5.16]

・ 目 地 ひ び 割 れ 部 改 修 工 法

・ 伸 縮 調 整 目 地 改 修 工 法

伸 縮 調 整 目 地 の 位 置 及 び 寸 法 ・ 図 示

タ イ ル の 種 類

施  工  

箇  所
(㎜ )

備 考

形 状

寸 法

再 生 材

用

料 の 適

ＧＧＧＧＧＧＧ 無 釉

役 　 物 色 耐凍
害性

有 無
Ⅰ
種

Ⅱ
種

吸 水 率 に
よ る 区 分

Ⅲ
種

うわぐすり

特
注

標
準

有 無

耐
滑
り
性

標準的な曲がりの役物は一体成型とする

試 験 張 り

見 本 焼 き

・  行 う 　 ・ 行 わ な い

・  行 う 　 ・ 行 わ な い

（ 1、 コ ン ク リ ー ト

打 放 し 仕 上 げ 外 壁 ）

（ 2、 モ ル タ ル 塗 り

（ 3、 タ イ ル 張 り

仕 上 げ 外 壁 ）

（ 4、 塗 り 仕 上 外 壁

等 の 改 修 ）

・ 既 存 塗 膜 等 の 除 去

・ 所 要 量 の 確 認

下 地 処 理 ,下 地 調 整 既 存 塗 膜 劣 化 部 の 除 去 、 下 地 処 理 の 工 法

工     　 法

[4.6.3]

・ ひ び 割 れ 部 改 修 工 法・  サ ン ダ ー 工 法

・  高 圧 水 洗 工 法

・  塗 膜 は く 離 剤 工 法

・  水 洗 い 工 法

処   理   範   囲 下 地 面 の 補 修

・ 欠 損 部 改 修 工 法

・ 浮 き 部 改 修 工 法

・ 下 地 調 整 材 [4.6.4]

・ 仕 上 塗 材 、 仕 上

種     類 呼   び   名

・  可 と う 形 外 装
薄 塗 材 Ｓ i

・  外 装 薄 塗 材 Ｅ

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ i

薄 塗 材 Ｅ

・  可 と う 形 外 装

・  防 水 形 外 装
薄 塗 材 Ｅ

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ

・ 薄 付 け 仕 上 塗 材

・ 厚 付 け 仕 上 塗 材
・  外 装 厚 塗 材 Ｃ

・  外 装 厚 塗 材 Ｓ i

・  外 装 厚 塗 材 Ｅ

・ 複 層 仕 上 塗 材
・  複 層 塗 材 Ｃ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｓ ｉ

材 Ｃ Ｅ
・  可 と う 系 複 層 塗

・  複 層 塗 材 Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｒ Ｅ

・  防 水 形 複 層 塗 材 CE

・  防 水 形 複 層 塗 材 E

・  防 水 形 複 層 塗 材 RE

防 火 材 料

・  砂 壁 状

・ ロ ー ラ ー 塗 り ）
・  さ ざ 波 状

・  ゆ ず 肌 状 (・ 吹 付 け

（ ・ 吹 付 け  ・ こ て 塗 り ）

・ 着 色 骨 材 砂 壁 状
・ こ て 塗 り ）

・  凹 凸 状 (・ 吹 付 け

・  平 た ん 状

・  砂 壁 状 じ ゅ ら く

・ 吹 放 し ・ 凸 部 処 理

・ 平 た ん 状 ・ 凹 凸 状

・ ひ き 起 し ・ か き 落 し

・ ゆ ず 肌 状 ・ 凸 部 処 理

・ 凹 凸 状

溶 媒 　 ※ 水 系 　 ・ 溶 剤 系

・ 弱 溶 剤 系

樹 脂 　 ・ ア ク リ ル 系

・ つ や な し

・ メ タ リ ッ ク

上 塗 材

外 観 　 ※ つ や あ り 　

仕 上 げ の 形 状 及 び 工 法

新 規 仕 上 塗 材 の 種 類 、 仕 上 げ の 形 状 、 工 法

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

[4.2.2][4.1.4]

[4.2.2][4.1.4] [4.4.5～ 7]

[4.1.4] [4.2.2] [4.5.5～ 6]

・ 欠 損 部 改 修 工 法

・ 浮 き 部 改 修 工 法 [4.2.2][4.1.4]

・ 目 地 改 修 工 法

・ タ イ ル の 形 状 、

寸 法 等
[4.2.2]

[4.6.2] [表 4.6.1]

[4.1.5][4.2.2][4.6.5]

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・ JIS A 5557に よ る 一 液 反 応 硬 化 形 変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂 系

・ JIS A 5557に よ る 一 液 反 応 硬 化 形 変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂 系

・ タ イ ル 張 替 え 工 法

伸 縮 調 整 目 地 及 び ひ び 割 れ 誘 発 目 地

位 置 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 4.5.1に よ る

・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

外 装 タ イ ル 張 り 下 地 等 の 下 地 モ ル タ ル 及 び 下 地 調 整 塗 材 塗 り の 接 着 力 試 験

・ 有 機 系 接 着 剤 に よ る タ イ ル 張 り

シ ー リ ン グ 材 の 種 類

※ 変 性 シ リ コ ー ン 系

伸 縮 調 整 目 地 そ の 他 の 目 地

※ ポ リ ウ レ タ ン 系

打 継 ぎ 目 地 、 ひ び 割 れ 誘 発 目 地

・ セ メ ン ト モ ル タ ル に よ る タ イ ル 張 り

シ ー リ ン グ 材 の 種 類

・ 有 機 系 接 着 剤 に よ る タ イ ル 張 り

工 程 ご と の 所 要 量 の 確 認 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 4.6.2及 び 表 4.2.4に よ る

※ 改 修 標 準 仕 様 書 4.6.4の 下 地 調 整 材 ・  ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

（ 表 4.2.4）

・ 可 と う 形 改 修 用

仕 上 塗 材

・  可 と う 形 改 修
塗 材 Ｅ

・  可 と う 形 改 修
塗 材 Ｒ Ｅ

・  可 と う 形 改 修
塗 材 Ｃ Ｅ

・  平 た ん 状 ・  さ ざ 波 状

・  ゆ ず 肌 状

※ 耐 候 形 ３ 種耐 候 性

溶 媒 　 ※ 水 系 　 ・ 溶 剤 系

・ 弱 溶 剤 系

樹 脂 　 ・ ア ク リ ル 系

・ つ や な し

・ メ タ リ ッ ク

上 塗 材

外 観 　 ※ つ や あ り 　

・

・

・

建 物 内 部 に 使 用 す る 塗 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

塗 り 種 別 ・  Ａ 種 ・  Ｂ 種

・ マ ス チ ッ ク 塗 材
[4.1.5][4.7.2][表 4.7.1]

遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）

Ｇ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）

・ Ｓ -４ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -５ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -６ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ

耐 震 ド ア セ ッ ト

材 料

鋼 板

め っ き 付 着 量 厚 さ

・JIS G 3302
・
※Z12又はF12 ・改修標準仕様書表5.4.2による

・

[5.2.2][5.4.2～ 4] [表 5.4.2]

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性 (表 5.2.1）

7、鋼製建具 性 能 等 級

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト (表 5.4.1）

ガラス　　　※ 複層ガラス　　 

水切り板、ぜん板　　　※ 図示　　 

枠の見込み寸法　　　・ 建具表による　　 

断熱ドアセット・断熱サッシ Ｇ

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

 適用する　断熱性の等級（・ Ｈ－４　　・ Ｈ－５　　・Ｈ-６ 　・　　　）

防音ドアセット・防音サッシ

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

・ C種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ B種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ A種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）外部に面する建具

性能等級

[5.2.2][5.3.2～ 5]

(表 5.3.1～ 表 5.3.3）

６ 、 樹 脂 製 建 具

建 具

[5.2.2～ 5]
性 能 等 級

枠 の 見 込 み 寸 法 　 ・ 建 具 表 に よ る

表 面 処 理

外 部 に 面 す る ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具

・ A種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ B種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ C種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ＧＧＧＧＧＧＧ

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト ・ 断 熱 サ ッ シ 　 　 断 熱 性 の 等 級 (・ 　 　 　 　 　 　 ）

耐 震 ド ア セ ッ ト 　 （ 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 (・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト ・ 防 音 サ ッ シ 　 　 遮 音 性 の 等 級 (・ 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

被 膜 等 の 種 類 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2.2に よ る

・

被 膜 等 の 種 類 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2.2に よ る

・

結 露 水 の 処 理 方 法 　 　 ・ 図 示

水 き り 板 、 ぜ ん 板 　 　 ・ 図 示

網 戸 等

種類

・ 防虫網 ※ 合成樹脂製

  線径 網目

※ 0.25㎜ 以上

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ ステンレス（SUS316）製

・

※ 16～18 メッシュ

・

材種

・ 防鳥網 1.5㎜ 網目寸法　15㎜

５ 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製

ステンレス（SUS304）線材

屋 内 の 建 具 　 　 　 ・ Ｂ Ｃ -１ 種 　 ・ Ｂ Ｃ -２ 種

外 部 に 面 す る 建 具 ・ Ｂ Ｂ -１ 種 　 ・ Ｂ Ｂ -２ 種

(表 5.2.2）

(表 5.2.1）

防 水 材 に よ る 改 修

（ 5.外 壁 用 塗 膜

・ 所 要 量 の 確 認

・ 適 用 す る 　 適 用 箇 所 (・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

[5.1.7]

建 具 見 本 の 製 作 　 　 ・ 行 う (建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

建 具 見 本 の 程 度 　 　 ・ 工 事 に 使 用 す る も の と し て 、 あ ら か じ め 製 作 す る

・ 納 ま り 等 が 分 か る 程 度 の も の

特 殊 な 建 具 の 仮 組 　 ・ 行 う (建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

[5.1.5]３ 、 見 本 の 製 作 等

自動閉鎖機構方式 ・ ヒ ュ ー ズ 装 置 連 動 　 ・ 熱 感 知 器 連 動 　 ・ 煙 感 知 器 連 動

[5.1.4]２ 、 防 火 戸

[5.1.3]

建 具 の 種 類 か ぶ せ 工 法 撤 去 工 法 適 用 箇 所

・ 外 部

・ 内 部

・ 鋼 製 軽 量 建 具

・ 樹 脂 製 建 具

・鋼製建具

・アルミニウム製建具

・ステンレス製建具

－

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１ ． 改  修  工  法

新 規 に 建 具 を 設 け る 場 合

壁 部 分 の 開 口 の 開 け 方 　 　 ※ 図 示

新 規 建 具 周 囲 の 補 修 工 法 及 び 範 囲 　 　 ※ 図 示

５

(溶融亜鉛めっき鋼板）

４

[表 5.2.2]

※ コ ア の 抜 取 り を 行 う

抜 取 り 部 の 補 修 方 法 　 　 ※ 図 示

シ ー リ ン グ 材 の 上 に ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル の 充 填 ・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

・

[4.3.4～ 6]

注 入 状 況 の 確 認 方 法 ※ コ ア の 抜 取 り を 行 う

・ 行 う 　 ・ 行 わ な いシ ー リ ン グ 材 の 上 に ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル の 充 填

－－

工 法 の 種 類

ア ン カ ー ピ ン の

本 数 (本 /㎡ )

注 入 口 の 箇 所 数

(箇 所 /㎡ )

一般部 一般部指定部 指定部

※16 ※25

※13 ※20 ※12

※20

※20

※13 ※12

－ －
・・

・ ・ ・ ・

※20

－

－

－

－

－

－

－

－

※9 ※16

・・・・

・・

※9

※9

※16

※16 ※16

・・・・

・・・・

※9

※16

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂

注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

・充填工法

・モルタル塗替え工法

※9

[4.1.4] [4.4.8～ 9][4.2.2]

・ モ ル タ ル 塗 替 え 工 法 ・ 現 場 調 合 材 料

既 製 目 地 材 　 ・ 使 用 す る （ 形 状 　 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 ）

・ 充 填 工 法 ・ エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル ・ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

仕 上 厚 又 は 全 塗 り 厚 が 25mmを 超 え る 場 合 の 処 置 　 ※ 図 示

・ 浮 き 部 改 修 工 法 [4.4.10～ 15][4.2.2][4.1.4]

注 入 量

(mL/箇所)

※25

・
※25

・

※50

※25

※50

－

－

・

・

・

※25

・

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

・充填工法

・モルタル塗替え工法

仕上厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の処置 ※図示

既製目地材　　・使用する（形状　　　　　　　　）

モルタル ・現場調合材料

・ 既 調 合 材 料 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・既調合材料(　　　　　　　　　　　）

・  低 粘 度 形 （ 0.5mm未 満 ） ・  中 粘 度 形 （ 0.5mm以 上 ）

注 入 状 況 の 確 認 方 法

注 入 状 況 の 確 認 方 法 ※ コ ア の 抜 取 り を 行 う

シ ー リ ン グ 材 の 上 に ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル の 充 填 ・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

張 替 え 用 材 料

・ 張 付 け モ ル タ ル （ ・ 現 場 調 合 材 料 　 ・ 既 製 調 合 モ ル タ ル ）

・ 図 示

・ セ メ ン ト モ ル タ ル に よ る タ イ ル 張 り

・ 外 装 タ イ ル 　

・ マ ス ク 張 り 　 ・ モ ザ イ ク タ イ ル 張 り

・ 密 着 張 り 　 ・ 改 良 圧 着 張 り 　 ・ 改 良 積 上 げ 張 り

タ イ ル 張 り の 種 類 ・ 工 法

・ ユ ニ ッ ト タ イ ル

下 地 モ ル タ ル 塗 り の コ ン ク リ ー ト 素 地 面 の 処 理

※ 目 荒 し 工 法 ・

[4.5.9～ 16]

※25

・

※50

※25

※50

・

・

・

－

－

※25

・

※25

・

※25

・

注 入 量

(mL/箇所)

・ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

張 替 え 用 材 料

・ 張 付 け モ ル タ ル （ ・ 現 場 調 合 材 料 　 ・ 既 製 調 合 モ ル タ ル ）

タ イ ル 張 り 下 地 等 の 下 地 モ ル タ ル 及 び 下 地 調 整 材 塗 り の 接 着 力 試 験

ユ ニ ッ ト タ イ ル

位 置 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 4.5.1に よ る

伸 縮 調 整 目 地

・ 図 示

下 地 モ ル タ ル 塗 り の コ ン ク リ ー ト 素 地 面 の 処 理

※ 目 荒 し 工 法 ・

・施 釉

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※サンダー工法、高圧水洗工法

塗膜はく離剤工法の処理範囲

以外の既存仕上面全体

・ 京 壁 状 じ ゅ ら く

吸 放 湿 性 　 ・ 適 用 す る 　

・ 適 用 し な い

上 塗 材 ・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い
吸 放 湿 性 　 ・ 適 用 す る 　

・ 適 用 し な い

・  防 水 形 複 層 塗 材 RS

耐 候 性 ※ 耐 候 形 ３ 種

・

※ 規 制 対 象 外

［ 4.1.5］ ［ 4.2.2］ ［ 4.8.2］

［ 表 4.2.6］外 壁 用 塗 膜 防 水 材

仕 上 げ の 形 状

・ 凹 凸 状

・ 凸 部 処 理

・ ゆ ず 肌 状

・ さ ざ 波 状

下 地 挙 動 緩 衝 材工 　 法 耐 候 性 施 工 箇 所

・ ロ ー ラ ー

・ 吹 付

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る ・ 図 示 に よ る

・

工 程 ご と の 所 要 量 の 確 認 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 4.2.6に よ る

砂 壁 状 、 じ ゅ ら く 状 仕 上 げ の 模 様 材 の 種 類 　

外 壁 用 仕 上 塗 料 の 種 類
・ 所 用 量 　 　 （ Kg/㎡ ） 　 　 　

・ 所 用 量 　 　 （ Kg/㎡ ） 　 　 　

・

・

・ 指 定 す る 　 適 用 箇 所 (・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 指 定 し な い

４ 、 防 犯 建 物 部 品

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

表面色　　　・ 標準色　　・ 特注色

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

縮尺

・

日月訂正 設計年月日 設計番号

図面番号図面名称

工事名称

・・

受領年月日

受領印

担当製図

検図設計

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

建
　
　
　
具
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

改修工事 特記仕様書 NO2

・ 建 具 表 に よ る

・ 建 具 表 に よ る

・ 建 具 表 に よ る

・ 建 具 表 に よ る

・ 建 具 表 に よ る

・ 建 具 表 に よ る

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事 

Ａ-02

・  適 用 す る 　 （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 玄 関 ド ア の み ）

・  適 用 し な い

A1:1/30

A3:1/60

R4・11

盛岡広域振興局土木部住宅課



２ . 既 存 床 の 撤 去 、

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

種別(手加工)

モルタルは、4章外壁改修工事による。
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製 建 具

・ 適 用 し な い

召 合 せ 、 縦 小 口 包 み 板 の 材 質

鋼 板 の 厚 さ 　 ・ 　 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.5.1に よ る

・ カ ラ ー 鋼 板 　 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）Ｇ

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

耐 震 ド ア セ ッ ト

鋼 板

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト ・ 適 用 す る 　（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

[5.2.2] [5.5.2～ 4]性 能 等 級

性 能 等 級

・  適 用 す る 　 （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）耐 震 ド ア セ ッ ト

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性

・ Ｓ -４ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -５ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -６ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  適 用 し な い

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

金 物 の 種 類 及 び 見 え 掛 り 部 の 材 質 等

※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.7.3に よ る

樹 脂 製 建 具 に 使 用 す る 丁 番 　 　  　

握 り 玉 、 レ バ ー ハ ン ド ル 、 押 板 類 、 ク レ セ ン ト 等 の 取 付 け 位 置

・ 建 具 表 に よ る

[5.7.2～ 4]

・ 既 存 の マ ス タ ー キ ー に 合 わ せ る

そ の 他 の 鍵 　 　 　 ※ 各 室 3本 1組 　 　

鍵 箱 　 　 ・ 有 り 　 　 ・ 無 し

開 閉 装 置

自 動 ド ア

※ 改 修 標 準 仕 様 書

表 5.8.1に よ る

・
・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 行 う

(適 用 箇 所

は 建 具 表

に よ る ）

・ 行 わ な い

防 錆開 閉 装 置 の 性 能 セ ン サ ー の 種 類 凍 結 防 止

[5.8.2～ 3]

自 閉 式 上 吊 り 引 戸 装 置 の 性 能 値

※  改 修 標 仕  表 5.9.1に よ る
引 戸 装 置

[5.9.3]

[5.10.2～ 3]

ド ア セ ク シ ョ ン 材 料

開 閉 形 式 ※  手 動 式 ・  上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ）

耐 風 圧 強 度 　 　 　 （ 　 　 　 ） N/㎡

[5.12.2～ 3]

に よ る 区 分
ガ イ ド レ ー ル

の 材 質

収 納 形 式

に よ る 区 分

開 閉 方 式

に よ る 区 分

※ 溶 融 亜 鉛

め っ き 鋼 板
・スタンダード形

・ ローヘッド形

・ バーチカル形

・ ハイリフト形

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

耐風圧

区分(Pa)

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラス

タイプ

[表 5.13.1][5.13.2～ 4][3.7.2]

建 具 の 種 類

・

・  ガ ス ケ ッ ト

ガ ラ ス 留 め 材

・ 図 示

ガ ラ ス 留 め 材 及 び 溝 の 大 き さ

 鋼 製 及 び
鋼 製 軽 量

ス テ ン レ ス 製

ア ル ミ ニ ウ ム 製
・  シ ー リ ン グ 材

・  シ ー リ ン グ 材

・

・  シ ー リ ン グ 材

・ 図 示

ガ ラ ス 溝 の 大 き さ (mm)

[5.13.5]

表面
形状

正方形

呼び寸法
(mm)

・125×125

・250×125

防火性能
曲面積み

外側
※15以下

乳白クリヤ

色調

平積み

※8～15

厚さ
(mm)

・160×160

・200×200

・320×320

・320×160

目路幅(mm) 伸縮調整目地

(mm)

長方形

・80

・95 ・125

・95 ・125

・95

・80

・95

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・15～25
内側

※6以下

・図示

・

※無し

・有り

※6ｍ以下ごとに

曲 面 積 み の 曲 率 半 径 は 、 ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 幅 寸 法 の 10倍 以 上 と す る 。

壁 用 金 属 枠 及 び 補 強 材

・ 設 け な い

力 骨 　 　 材 質 　 ※ ス テ ン レ ス 鋼 （ SUS304) ・

寸 法 　 ※ 径 5.5ｍ ｍ ・

・形 状 　 ※ は し ご 形 状 腹 筋 及 び 単 筋

化 粧 目 地 モ ル タ ル の 色 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

金 属 製 化 粧 カ バ ー 材 質 　 　 ・ ス テ ン レ ス 製 　 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 製

寸 法 　 　 ・ 図 示

形 状 　 　 ・ 図 示

・
・

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

工 法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

目 地 部 の 力 骨 の 補 強 方 法

※ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 製 造 所 の 仕 様 に よ る 　 　 ・ 図 示

フ ィ ル ム

６

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・ 図示

※ 既存のまま　　・ 図示

ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [6.2.2]

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　　・ 撤去範囲全て）

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

３ . 既 存 壁 の 撤 去 、

及 び 下 地 補 修

・ Ａ種

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

下 地 補 修

合成樹脂塗床材の除去工法　　　・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

[6.3.2]

１ ． 改 修 範 囲 [6.1.3]

改修後の床の清掃範囲　　　※ 図示　　

４ ． 木 下 地 等 の

表 面 仕 上 げ

・ Ｂ種

・ Ｃ種
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９.接着剤
［6.11.4～5］［6.9.3］［6.8.2］［6.5.3～4］

接着剤は可塑剤(揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒド放散量

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着材の種別

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・
10. 防腐、防蟻処理

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・ 薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

９ ． ス テ ン レ ス

８ ． 鋼 製 軽 量 建 具

１ ０ ． 建 具 用 金 物

１ １ ． 自 動 ド ア

1３ ． 重 量 シ ャ ッ タ ー

１ ２ ． 自 閉 式 上 吊 り

1５ ． オ ー バ ー ヘ ッ ド

1６ ． ガ 　 ラ 　 ス

1７ .ガ ラ ス ブ ロ ッ ク

1８ .ガ ラ ス 用

5-3

・ 亜 鉛 め っ き 鋼 板 　 ・ ビ ニ ル 被 覆 鋼 板 　

※  改 修 標 仕  表 5.7.1及 び 表 5.7.2に よ る

・ SSLD-1

・ DSLD-1

・ タ ッ チ ス イ ッ チ

・ 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ

・ 光 線 (反 射 )セ ン サ ー

・ 熱 線 セ ン サ ー

・ 音 波 セ ン サ ー

・ 光 電 セ ン サ ー

・ 電 波 セ ン サ ー

・ 多 機 能 ト イ レ ス イ ッ チ

・ 図 示 ・

・1250

・1000

・750

・500

幅10～25

適用箇所 適用箇所種別(機械加工)

・Ｈ－Ｂ種

・Ｈ－Ｃ種

・Ｈ－Ａ種

[6.5.1][表 6.5.1][表 6.5.2]

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

積 層 材 Ｇ

７ . 造 作 用 単 板

施 工 箇 所
厚 さ
(mm)

・

間伐材

適用
等の

※ 5.5

・

・・

施 工 箇 所 表 裏 面 の 状 態
に よ る 区 分

・

・ ミ デ ィ ア ム デ ン シ テ ィ ー フ ァ イ バ ー ボ ー ド （ Ｍ Ｄ Ｆ ）

・Uタイプ
・Mタイプ
・Pタイプ

・

８. 床張り用合板等

Ｇ５ ． 製 　 材

６.造作用集成材 Ｇ

間伐材
等の
適用

・

・

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

・ 造 作 用 集 成 材

・

・

・

間 伐 材 等
の 適 用

・化粧ばり造作用集成材
　

樹 種

樹 種 見 付 け 材 面 の
品 質

※１等　・2等

※１等　・2等

※１等　・2等

間伐材
等の
適用

・

・

　

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

※１等　・2等

※１等　・2等

・１種　・2種

・１種　・2種

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量
[6.5.2]

・化粧ばり構造用集成柱

施 工 箇 所
間伐材
等の
適用

含 水 率

・

・

見 付 け 材
面 の 品 質

化 粧 薄 板 の
厚 さ (mm)

寸 法

（ mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹 種

・

※15%以下

・

※15%以下

・図示

・図示

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 構 造 用 集 成 材

施 工 箇 所
間伐材
等の
適用

含 水 率

・

・

見 付 け 材
面 の 品 質

化 粧 薄 板 の
厚 さ (mm)

寸 法

（ mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹 種

・

※15%以下

・

※15%以下

・図示

・図示

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

施 工 箇 所
間伐材
等の
適用

・

・

・

寸 法 （ mm）樹 種 含 水 率見 付 け 材 面 の
品 質

※15%以下 ・

※15%以下 ・

※15%以下 ・

・図示

・図示

・図示

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 集 成 材

施 工 箇 所
材 面 の
品 質

樹 種 寸 法 （ mm） 含 水 率

・

※ 2級

・

保存処理

施 工 箇 所

・ 造 作 用 針 葉 樹 製 材

樹 種 寸 法 （ mm）

※上小節

含 水 率

・

材 面 の
品 質

・上小節

保存処理

・図示

・図示

※2級 ※ 2級
・図示

・ B種・ ・

・間 伐 材 等 の 適 用

※上小節

・ ・ B種

・上小節
・図示

施 工 箇 所

・ 広 葉 樹 製 材

樹 種

・

※１等

等 　 級寸 法 （ mm）

・図示

※１等

・

間 伐 材 等 の 適 用 ・

樹 種

・図示

・「製材の日本農林規格」以外の製材

施 工 箇 所

造 作 材 の 場 合
（ 　 　 　 　 　 　 ）

寸 法

（ mm）

造 作 材 の 場 合

（ ※ A種 　 ・ B種 ）
・図示

　

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 [6.5.2]

・ 下 地 用 針 葉 樹 製 材

[6.5.2]

間伐材
等の
適用

防 虫 処 理

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 造 作 用 単 板 積 層 材

表 面 の 化 粧 加 工

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い
・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い
・

間伐材
等の
適用

防 虫 処 理

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 単 板 積 層 材

含 水 率
（ mm）

厚 さ
施 工 箇 所

（加工：・天然木化粧加工
・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

※ 14％ 以 下
・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い
・

（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（等級：　　　　　　　）

※ 14％ 以 下
・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い
・

[6.5.2]

[6.5.2]

・有

・有

［6.5.5］

※ 鋼 板 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板 　 ・ ア ル ミ ニ ュ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材

[5.6.2～ 5][5.2.2][5.4.2]

ス テ ン レ ス 鋼 板 ※ SUS 304   ・ SUS 430J1L 　 ・ SUS 443 J1  

表 面 仕 上 げ ※  Ｈ Ｌ 仕 上 げ ・ 鏡 面 仕 上 げ

曲 げ 加 工 ※  普 通 曲 げ ・  角 出 し 曲 げ

・ DSLD-2

・ SSLD-2

凍 結 防 止 装 置 　 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

戸 の 開 閉 方 式 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

シ ャ ッ タ ー の 種 類

・  外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  屋 内 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  管 理 用 シ ャ ッ タ ー

・  防 煙 シ ャ ッ タ ー

耐 風 圧 強 度 　 （ 　 　 　 　 ） N/㎡

耐 風 圧 強 度 　 （ 　 　 　 　 ） N/㎡

開 閉 方 式 の 種 類 ※  上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ） ・  上 部 手 動 式

二 重 ﾁｪｰﾝ、 急 降 下 制 動 装 置 、 急 降 下 停 止 装 置 を 設 け た 電 動 シ ャ ッ タ ー ※ 図 示

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 シ ャ ッ タ ー ※ 図 示

屋 内 防 火 シ ャ ッ タ ー 若 し く は 防 煙 シ ャ ッ タ ー の 危 害 防 止 機 構
・ 設 け る 　 　 ※ 障 害 物 感 知 装 置 （ 自 動 閉 鎖 型 ）

・ 可 動 座 板 式

・ 設 け な い

管 理 用 シ ャ ッ タ ー の シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 　 　・ 設 け る 　 　 ・ 設 け な い

ス ラ ッ ト 及 び シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 用 鋼 板

鋼 板 の 種 類 ・ JIS G 3302(溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ）

・ JIS G 3312(塗 装 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ）

め っ き の 付 着 量 　 　 ※ Z12又 は F12
ガ イ ド レ ー ル 、 ま ぐ さ 、 雨 掛 り に 用 い る 座 板 及 び 座 板 の カ バ ー 、 雨 掛 り に 用 い る

ス イ ッ チ ボ ッ ク ス 類 の 蓋 の 材 質 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板 ・

1４ ． 軽 量 シ ャ ッ タ ー [5.11.2～ 4]

スラットの材質

めっきの付着量（※ AZ90　　・　　　　　）

めっきの付着量（※ Z06又はF06　　・　　　　　　）
・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

・ JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑー亜鉛合金めっき鋼板)

スラットの形状　　　・インターロッキング形

・オーバーラッピング形

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 シ ャ ッ タ ー ※ 図 示

（※SUS304,SUS430JIL,
又はSUS443JI

・　　　　　　）

・ ステンレス鋼板

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 タ イ プ ※ 図 示

・  合 わ せ ガ ラ ス

※ 建 具 表 に よ る

・ フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス

・  網 入 板 ガ ラ ス 及 び 線 入 板 ガ ラ ス

※ 品 質 、 厚 さ は 建 具 表 に よ る

・ 型 板 ガ ラ ス 　 　 ※ 品 種 、 厚 さ は 建 具 表 に よ る

品 質 、 厚 さ 及 び 網 又 は 線 の 形 状 ※ 建 具 表 に よ る

・ 特 記 仕 様 書 に 無 き 種 類 ・ 品 質 ・ 厚 さ 等 は 図 示 （ 建 具 表 ） に よ る

・  強 化 ガ ラ ス

・ フ ロ ー ト ガ ラ ス ・  フ ロ ー ト 強 化 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 強 化 ガ ラ ス

・  型 板 強 化 ガ ラ ス

・  Ⅰ 類

・ 型 板 ガ ラ ス

・  Ⅲ 類

ショットバック衝撃特性材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 種 類

ショットバック衝撃特性球面衝撃はく離特性、

・ Ⅰ 類 ・ Ⅱ -1類 ・ Ⅱ -2類 ・ Ⅲ 類

構 成 種 類品 種

破 片 の 状 態 及 び

品 　 　 種

・  熱 線 吸 収 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス ・ 2種

・ 1種

性 能 色 　         調

・  ブ ロ ン ズ・  グ レ ー・  ブ ル ー・  熱 線 吸 収 フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 板 ガ ラ ス

・  複 層 ガ ラ ス

品 種

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

乾燥気体の種類日射取得性・遮へい性による区分断熱性の区分

・ Ｔ 1

・ Ｔ 2

・ Ｔ 5

・ Ｔ 6・ Ｔ 4
・ Ｔ 3

・ Ｇ ・  Ｓ
・ 空 気

・ ア ル ゴ ン
・ 断 熱 複 層 ガ ラ ス

・ Ｔ 5

・ Ｔ 6・ Ｔ 4
・ Ｔ 3

・ Ｇ ・  Ｓ
・ 空 気

・ ア ル ゴ ン

・ Ｔ 1

・ Ｔ 2

・日射熱遮へい

複層ガラス

・  熱 線 反 射 板 ガ ラ ス

・ 高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス

品 種

・ 熱 線 反 射 ガ ラ ス

日 射 遮 へ い 性

・  1種

・  2種

・  3種

A種

耐 久 性 に よ る 区 分

・ A種 ・ B種

B種

色   調

・ ブ ル ー

・ グ レ ー

・ ブ ロ ン ズ

・ シ ル バ ー

反 射 被 膜 面 ・  内 面 ・  外 面

映 像 調 整 ・  行 う ・  行 わ な い

・  倍 強 度 ガ ラ ス

・  ブ ロ ン ズ

・  フ ロ ー ト 倍 強 度 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 倍 強 度 ガ ラ ス ・  グ レ ー ・  ブ ル ー

色 　       　 調材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 厚 さ (mm）

・ グレイジングチャンネル形

・

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

・ 図 示
※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

・ 設 け る （ 形 状 　 ※ 図 示 　 ）

種 類
記 号

内 貼 り 用 外 貼 り 用
そ の 他 の 性 能 等

・ 日 射 調 整 フ ィ ル ム Ｇ

・ 低 放 射 フ ィ ル ム

・ 衝 撃 破 壊 対 応 ガ ラ ス

飛 散 防 止 フ ィ ル ム

・ 層 間 変 位 破 壊 対 応 ガ ラ ス

飛 散 防 止 フ ィ ル ム

・ ガ ラ ス 貫 通 防 止 フ ィ ル ム

・ Ｓ Ｃ -2・ Ｓ Ｃ -1

・ Ｌ Ｅ

・ Ｇ Ｉ -1 ・ Ｇ Ｉ -2

・ Ｇ Ｄ -1

・ Ｓ Ｆ

品 質 　 JIS A 5759に よ る

※ 改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り
・ 

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強　　※図示）

「製材の日本農林規格」による製材

等 級

等 級

形 　 状

形 　 状

・ B種

※ A種  

※ A種  

※ A種  

※ A種  

間 伐 材 等 の 適 用 ・

・小節以上
・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・小節以上
・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・ B種見え掛り面

見え掛り面
以外

・図示

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

含 水 率
材 面 の
品 質

・A種 ・B種

※10％以下 

・A種 ・B種

※10％以下 

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

材 面 の 品 質 防 虫 処 理 含 水 率 間伐材等
の適用

・

・

・A種 ・B種

・A種 ・B種

・

・

（ ※ A種 　 ・ B種 ）

（ 　 　 　 　 　 　 ）

※ 規 制 対 象 外

※ 規 制 対 象 外

施 工 箇 所

施 工 箇 所

見付材面数

寸 法 （ mm） 見付材面数
化粧薄板の

厚さmm） 品 質
見付け材面の

施 工 箇 所 樹 種

・図示

・図示

寸 法 （ mm） 化粧薄板の

厚さmm） 品質
見付け材面の

※ 規 制 対 象 外

施 工 箇 所
厚 さ

（ mm）

・有

・無（等級：　　　　　　　）

（加工：・天然木化粧加工
・塗装加工　）

・有

・無（等級：　　　　　　　）

（加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

表 面 の 化 粧 加 工

　・ Ｃ Ｌ Ｔ （ 直 交 集 成 板 ）

接 着 性 能
種 別品 　 名施 工 箇 所

曲 げ 性 能
（強度等級） (使用環境）

・図示

樹 種
寸 法

（ mm）

間伐材
等の
適用

・

・図示 ・

・ ※ 規 制 対 象 外ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

下 地 用 合 板

Ｇ

処 理

防 虫

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

※2等以上

・１等

※Ｃ-Ｄ以上針葉樹

広葉樹

板 面 の 品 質接 着 の 程 度

※１類

・２類

・１類

・２類

単板の
樹種名

・ 普 通 合 板

曲 げ 強 さ
に よ る 区 分

・30タイプ ・25タイプ

・5タイプ・15タイプ

接 着 剤
に よ る 区 分 に よ る 区 分

・難燃2

・難燃3

難 燃 性 厚 さ
（ mm)

間伐材
等の
適用

・

・

・

・

等級施工箇所 厚さ（㎜）

・ 構造用パネル

・ １級　・ ２級　・ ３級　・ ４級

・ １級　・ ２級　・ ３級　・ ４級

※  15

施 工 箇 所

・ パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド

表 裏 面 の 状 態
に よ る 区 分 に よ る 区 分

厚 さ （ mm）
に よ る 区 分

Ｇ

耐 水 性曲 げ 強 さ
に よ る 区 分

・ ・・※ 13Ｐ ,13Mﾀｲﾌﾟ ※ Ｐ 又 は Ｍ

難 燃 性

・ ・ ・

・ ・

・・

・

施 工 箇 所

・ 特 殊 加 工 化 粧 合 板

厚 さ
（ mm） 樹種名

単板の 接着の

程度

・ 1類
・ 2類

・

・

表 面 性 能

・

・

化粧加工の方法 防虫処理

・

・なし

・有り

間伐材
等の
適用

・

・

Ｇ

施 工 箇 所
厚 さ

（ mm）

接着の

程度
防 虫 処 理

・特類

・１類

・適用しない

・ 適用する

・ ・

・ 天 然 木 化 粧 合 板

備 考
樹種名
単板の

Ｇ

・ 化 粧 ば り 構 造 用 合 板

間伐材
等の
適用

・

施 工 箇 所
厚 さ

（ mm） 樹種名
単板の 接着の

程度

・特類

・１類

・適用しない

・ 適用する

・ ・ ・

防 虫 処 理 備 考

Ｇ

間伐材

適用処 理
等の

接着の

程度樹種名 品 質

※Ｃ-Ｄ以上

防 虫 強 度

等 級

・適用する
（　　　　）

厚 さ
(mm)

・・特類

施 工 箇 所 等 級

※ 2級
以 上

・ 1級
・

・
・ 1級 ・特類

・
・適用しない

・適用する
（　　　　）

単板の 板 面 の 保存処理

の適用

・する※12

・

・ ・

※１類

※１類※ 2級

・ 構 造 用 合 板 Ｇ

・しない ・適用しない

・ 適用する

・ 適用する

・適用しない

・適用しない

※ 規制対象外

・図示

・ 防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材

処理の方法適用部位 薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

※ 改修標準仕様書6.5.5(1)(ｂ)②ア～エによる　

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

縮尺

・

日月訂正 設計年月日 設計番号

図面番号図面名称

工事名称

・・

受領年月日

受領印

担当製図

検図設計

建
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

建
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

改修工事 特記仕様書 NO3

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事 

Ａ-03

※ マ ス タ ー 番 号 に つ い て は 指 定 管 理 者 に 問 い 合 わ せ の こ と

マ ス タ ー キ ー の 製 作 　 　 ・ 製 作 す る (玄 関 の み )３ 本 　 ・ 製 作 し な い

土台

柱・畳寄せ・付鴨居・鴨居・敷居

Ｌ Ｄ Ｋ 　 洋 室

洗 面 所 　 廊 下

ト イ レ 　 和 室

A1:1/30

A3:1/60

R4・11

特 1

図 示

盛岡広域振興局土木部住宅課

松
※1級

栂

栂

杉

杉



改修工事 特記仕様書 NO4

塗
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
　
事

設計 検図

製図 担当

受領印

受領年月日

・ ・

工事名称

図面名称 図面番号

設計番号設計年月日訂正 月 日

・

縮尺

塗料塗り 反射率塗料

屋根用高日反射

（㎏/㎡）

JIS K 5675
仕様による

塗料製造所の

・３級

・２級

等級

・１級

規格名称規格番号

塗料その他
工程

種類

２種

塗付け量

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ※Ｂ種　※Ｂ種　 ・Ａ種

※Ｂ 種　・Ａ種

－－塗料（・油性　・水性）

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※ Ａ 種 　

[7.4.2～7.14.2]

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※Ａ種

※ Ｃ 種 　

・ Ｃ 種 　

・ Ｂ 種 　※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　・ Ｂ 種 　

・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種

※Ｂ種

※Ｂ種

・Ａ種

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等

・行わない

・行う

・ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

　ＲＡ種

・

・ＲＣ種・ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＢ種・ＲＡ種

・

・

・

・

・

・

コンクリート面（ＤＰ）、

押出成形セメント板面

※ Ｒ Ｂ 種 　
その他ボード面

・行わない

　　　－・ＲＡ種　・ＲＢ種
せっこうボード面、

・行う

  ＲＡ種

下地調整

※ 塗替え面積の 30％　　・ 図示　　 

[7.2.1～7]２. 下地調整

・ＲＡ種　・ＲＢ種

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

・行わないＡＬＣパネル面

・行わない

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－・ＲＡ種　・ＲＢ種

  ＲＡ種

  ＲＣ種

下地調整の種別
下地面の種類

鉄鋼面

コンクリート面（ＤＰ以外）、

モルタル面、プラスター面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

木部

塗替え

※ Ｒ Ｂ 種 　

新　規

・行う

部の補修

・行う

ひび割れ

※ 規制対象外

※ 規制対象外

備考(参考型番）

試験張り　　・ 行う　　・ 行わない

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

床タイル以外（・ 図示　　・ 　　　　　　　　）
床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　　・ 図示　・　　　　　　　　）

伸縮調整目地の位置
[6.16.2～4]２１. タイル張り

70％以上曲げ及び圧縮強度比

80％以下

95％以下

透水比

吸水比

（安定性）

　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

・（　　　　　　　　　　　　　　　）壁モルタル塗りの厚さが25ｍｍを超える場合の下地処理

・ 設ける（工法：※ 押し目地　　・　　　　　）　・ 設けない床目地

・設けない

・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※ 図示　・　　　　）既製目地材

・ 既 調 合 材 料 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　

・現場調合材料（セメントは改修特記仕様書8-2コンクリート工事による）

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外 

せっこうボードの目地工法　　　・ 仕上げ表による

合板類の張付け　　　※ Ｂ種　　・ Ａ種

※ 規制対象外 

ＩＢ

ＨＢ

・ 防虫処理 

・ 防虫処理 

・ 防虫処理 

ＧＢ-Ｄ

ＧＢ-Ｄ

ＧＢ-Ｌ

ＧＢ-Ｆ

ＧＢ-Ｓ

ＧＢ-ＮＣ

ＧＢ-Ｒ

ＧＷ-Ｂ

ＲＷ-Ｂ

ＤＲ

・6　・8

1.0ＦＫ

0.8ＦＫ

ＮＦ

ＨＦ

ＮＷ

ＭＷ

ＨＷ

JIS記号

（トラバーチン模様）

（畳床：・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　・ KT-N）

めて少ない材料を使用したものとする。

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

下地の種類

・

Ｇ・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　　）

・ 標準仕様書　表12.6.1による床組

種別

１７. 畳敷き [6.12.2]

・ A種　・ B種　・ C種　・ D種

・ 行わない
・ 生地のままワックス塗り

・ オイルステインの上、ワックス塗り

※ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ 行う（施工箇所　　　　　　　　　）

現場塗装仕上

接着工法の場合の緩衝材　　　※ 合成樹脂発泡シート　　・ 

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外 

・ C種

・ B種

・ A種

・ B種

・ A種

・ C種

・ 適 用 す る

・適用しない

・900以上
・450以上板長

Ｇ複合フローリング

・12以上
・

・

・

・

長 さ 900以 上

厚  ・ 12以 上

長 さ 900以 上

・ 15以 上
厚  ・ 12以 上

・無塗装品

・塗装品

仕上塗装

防湿処理

・ 釘留め工法
（根太張り）

（直張り）
・ 釘留め工法

・

※ な ら

・75以上板幅

板厚

・

※ な ら

・ 接 着 工 法

（ｍｍ）
厚さ・大きさ防 湿 処 理 及 び

仕上塗装

・天然木化粧複合

フローリング

種 別工 　 　 法 樹 　 種種 　 　 類 の適用

間伐材等

・

※ な ら

板長さ400以上

・8以上

板長さ400以上

板長さ400以上

１６. フローリング張り

ボード１等

ブロック１等

[6.11.2～6]

303×303

・12以上

15

15

・ 無塗装品

・ 無塗装品

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 接着工法

・ 接着工法

（直張り）

・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

・ フローリング

・ フローリング

厚さ(㎜) 仕上塗装大きさ (㎜)樹種工法種類

Ｇ単層フローリング

・
・

板幅　 75

・
・

・

板幅　 75

・
・

・

・

の適用  

間伐材等

・

板幅　 75

塗料のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

・ 薄膜型塗床材

・ 樹脂モルタル工法

・ 厚膜流し展べ工法

・ 薄膜流し展べ工法

・ 防滑仕上げ

・ 平滑仕上げ

エポキシ樹脂系塗床

・ 厚膜型塗床材

材質（　　　　　　　）

・形状等　※図示

種類（　　　　　　　）

カーペット

・ アキスミンスター

カーペット
ダブルフェース・

カーペットウィルトン・

織り方パイル形状

カット、ループ併用

・ ループパイル

・ カットパイル

・

接合方法　　※ヒートボンド工法

・ C種・ B種・ A種無地の織じゅうたんの種別

・

（標準品）

・ 適用する

・ 適用しない

※ 無地

[6.9.2～3][表6.9.1～2]１４. カーペット敷き

備考(参考品番）帯電性色柄等

・ 織じゅうたん

・ 柄物

Ｇ

・

・ 防滑性

・ 帯電防止

備　考厚さ(mm)

※ 2.0

・ 3.0

・ 2.5

特殊機能

・ 450×450

・ 500×500

・ 300×300

寸法 (㎜)

・ 柄物

・ 無地

色　柄

・ＦＯＢ

・ＦＯＡ

・ＦＴ

・ＴＴ

※ＫＴ

種類の記号

・

目地処理する場合の工法　　　※ 熱溶接工法　　

施工箇所

・ 耐薬品性

・ 防滑性

・ 耐動荷重性

・ 帯電防止

特殊機能

・ 柄物

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・ 無地

・

※ 2.0

厚さ(mm)色　柄

・

※ FS

種類の記号

補強箇所　　　※ 図示　　 

※Ｂ 種　

・Ａ－1種
・Ｂ－1種
・Ｃ－1種

・Ａ種

・Ａ種

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

※ Ｂ 種 　・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）

※ Ｂ 種 　・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

屋内の亜鉛めっき鋼面　（ＥＰ－Ｇ）

　イント塗り

　エマルションペ 屋内の木部

・つや有合成樹脂 コンクリート面等

屋内の鉄鋼面

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっ

こうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め

・ Ｂ 種 　

・ Ａ 種 　

・ Ｃ 種 　

・ Ｃ 種 　

※Ｂ種

・Ａ種

・Ａ種

種別

塗厚（㎜）　・ 

※改修標準仕様書表6.17.1による ・品質

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

・接着剤によるタイル張り

施工箇所
標
準

特
注

無
釉

施
釉

　

Ⅲ
類

Ⅱ
類

Ⅰ
類

ぐすり

うわ

よる区分

吸水率に

Ｇ

の適用

再生材

・・・・・・ ・・・・・・

無

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

・

・

害性
寸法

耐凍
形状

(㎜)

役物 色

・・・・・・・

・ ・・・・・・

タイルの形状、寸法等

見本焼き　　　・ 行う　　・ 行わない

試験張り　　　・ 行う　　・ 行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

・MCR工法　・目荒し工法

コンクリート素地面の処理

既調合モルタル　　・適用する（品質等：　　　　　　　）

２２. セルフレベリング材 [6.17.2～3]
種類　　　・ せっこう系　　・ セメント系

塗り

・セメントモルタルによるタイル張り

タイルの形状、寸法等

備考(参考型番）

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない

施工箇所

耐
滑
り
性

標
準

特
注

無
釉

施
釉

　

Ⅲ
類

Ⅱ
類

Ⅰ
類

ぐすり

うわ

よる区分

吸水率に

Ｇ

の適用

再生材

・

・

・

・・・・・・ ・・・・・・

無

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

・

・

害性
寸法

耐凍
形状

(㎜)

役物 色

・・・・・・・

・ ・・・・・・

（凝結）

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

混合割合

凝結及び安定性

セメント重量の5％以下

防水剤の種別

項目 品質・性能

・ 防水剤の品質・性能

[6.15.3～6]２０. モルタル塗り
材 料

せっこうボード面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　 

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※ ＲＢ種　 

モルタル・プラスター面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　 

１９. 壁紙張り

備考(参考品番）

[6.14.2～3]

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

防火種別
その他無機質プラスチック繊維紙

・・・・・

・・・・・

・・・・

壁紙の種類
施工箇所

・

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

・ 適用しない

・ 適用する（・ シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド）遮音シール材

せっこうボード等の下地は図示による。

A級（・ 天井仕上　・ 内装仕上　・　　　　）

接着の程度（・１類　・2類　）

プラスチックオーバーレイ単板オーバーレイ・

ミディアムデンシティファイバーボード

JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・ 　　）

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18

・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7

・ 内装用　　・ 外装用

（・ スタンダード　　・ テンパード）

（・ スタンダード　　・ テンパード）・ 研磨板

・ 無研磨板

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・ 

・ 塗装・

・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 

・ 未研磨板　　・ 研磨板

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　　・ 

Ｇ・ 普通合板

Ｇ・ 天然木化粧合板

Ｇ・ 特殊加工化粧合板

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

インシュレーションボード・

・ ハードボード（化粧）

・ ハードボード（素地）

・ 化粧パーティクルボード

単板張りパーティクルボード・

・

・ ポリエステル樹脂化粧板

・ メラミン樹脂化粧板

接着の程度（・ １類 　・ ２類）

（・ オーバーレイ　・ プリント　・ 塗装）

特殊加工の方法

厚さ（㎜）（　　　　　　）

接着の程度（・ １類　・ ２類）

樹種名（　　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　）

（※ しな程度　　・　　　　　　　　　）

不透明塗料塗り

（※ ラワン程度　　・　　　　　　　　　）

生地、透明塗料塗り

表面の材種

厚さ（㎜）（　　　　　　）

表面性能（　　　　　　　）タイプ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

１８. せっこうボードその他

１５. 合成樹脂塗床

・

下敷き材（グリッパー工法の場合）

※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

備考(参考品番）帯電性工　法パイル形状

・ タフテッドカーペット

3kv 以下    4

    4～6

    5～7

パイル長さ (㎜)

カット、ループ併用

レベルループパイル

ループパイル

カットパイル・

・

・

・

・ グリッパー工法

※ 全面接着工法

・ 適用しない

・　　　　　）

（性能：※ 人体耐電圧

・ 適用する

・

※ 　 　 　

※ 　 　 　

※ 　 　 　

見切り、押え金物

階段部分

平場

※ 模様流し　　・ 市松敷き　　・ 

※ 市松敷き　　・ 模様流し　　・ 

タイルカーペットの敷き方

パイル形状

・ ニードルパンチカーペット

厚さ (㎜) （　　　　　　）

備　考　　（　　　　　　）

帯電性 ・ 適用する（性能：※ 人体帯電圧 3kv 以下　　・　　　　　　）

種  別  施工箇所 備  考寸法 (㎜) 総厚さ (㎜)

※ 500×500

※ 500×500

・

※ 500×500

・ 第一種

・ 第二種

・ 第二種

・ 第一種

※ 第一種

・ 第二種

カット、ループ併用・

・ カットパイル

※ ループパイル

・ タイルカーペット

※ 6.5

・・

※ 6.5

・・

※ 6.5

・

・ 適用しない

[表6.8.1、表6.8.2]

※床材製作所の仕様による

下地がセメント系、木質系以外の場合の接着剤の種別

[6.8.2]

帯電防止 ・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

特殊機能

ゴム床タイル

厚さ(㎜)　　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0

[6.8.2]

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

厚さ (㎜)　　　※ 1.5以上　　・ 

高さ (㎜)　　　※ 60　　・ 70　　・ 100

材質　　　　・ 軟質　　・ 硬質 ビニル幅木

(種類：　　　　　　　　形状：　　　　　　　　）・視覚障害者用床ﾀｲﾙの種類・形状

Ｇ [6.8.2]ビニル床タイル

ﾋﾞﾆﾙ床 ﾀｲﾙ

ゴム床 ﾀｲﾙ

１３. ビニル床シート

１２. 軽量鉄骨壁下地

Ｇﾋﾞﾆﾙ床シート

・・開口部の補強 ※改修標準仕様書6.7.4（5)(6）による

スタッド、ランナーの種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※ 図示　　 

※  改 修 標 準 仕 様 書 6.7.3に よ る ス タ ッ ド 高 さ に よ る 区 分 に 応 じ た 種 類

[6.7.3][表6.7.1]

補強方法　　　※ 改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による　　・ 

あと施工アンカーの引抜き試験　　　・ 行う

※ 改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　・ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ） ※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種

・合成樹脂調合ペイント

工　程

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・ 次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。防火材料

７

４. 塗装

３. 錆止め塗料塗り

１. 材　料

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ ＲＡ種　　・ ＲＢ種　　・ ＲＣ種

[7.3.2～3]

[7.1.3]

Ｇ・ 髙日射反射塗料塗り

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

・　　

・　　

・　　

亜鉛めっき面　上塗り等級（　　）級

鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

　（ＤＰ）

・耐候性塗料塗り

－ －・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ）

※Ｂ種　・Ａ種 ※Ｂ種　・Ａ種・クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

　　　※１種　・２種

　　塗料の種別

　塗り（ＳＯＰ） ※ Ｂ 種 　※ Ｂ 種 　木部屋内

※ Ａ 種 　

新　規
塗装の種類 塗装面

塗  替  え

※ Ａ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

木部屋外

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※Ｂ種　・Ａ種

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｇ以外

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

※Ａ種

塗替え

※Ｃ種塗替え亜鉛めっき鋼面

新規見え隠れ

塗替えＥＰ－Ｇ

新規見え掛り

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ｃ 種 　

塗装面

ＥＰ－Ｇ以外鉄鋼面

工程

錆止め塗料塗りの種別

6-5

12.5（・不燃　・準不燃 ）

・化粧有（トラバーチン模様）

・化粧無（下地張り用） 

（・ 9（不燃）・ 12(不燃）　・  　）

（・ 12（不燃）・ 15(不燃）　・  　）

・ フラットタイプ

タイプ２（無石綿）　　　

・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21

ボード及び合板張り 厚さ (㎜)、規格等種　　類

・ 2 5 　

・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木毛セメント板

・ けい酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板

・

・ グラスウール吸音ボード 32Ｋ

ロックウール吸音ボード1号

・ せっこうボード

・ 普通木片セメント板

・ 凹凸タイプ

[6.13.2～3]

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 30　　・ 

・ 25（ガラスクロス包）　・ 

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）　・ 

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ 化粧せっこうボード（木目）

・ 化粧せっこうボード

9.5（不燃）

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度

模様（・ 柾目　・ 板目）専用下地材有り

9.5（準不燃）

9.5

[6.10.2～3]

仕上げの種類

・ つや消し仕上げ

・ 防滑仕上げ

※ 平滑仕上げ

弾性ウレタン樹脂系塗床

・ 厚膜型塗床材

種別 工法施工箇所

6-4

下敷き材　　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

[6.8.2～3]

備　考

１１. 軽量鉄骨天井下地

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

・ 天井のふところが1.5m以上3.0mの場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

・ 行わない

既存の埋込みインサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない

野縁の間隔　　　・ 図示　　 

周辺部の端からの間隔　　　・ 図示　　 

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・ 図示　　 

した工法とする

工法 建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応

野縁等の種類　　屋外　　・ 19型　　※ 25型　　　

屋内 　　※19型　　・25型

［6.6.2～4］

6-3

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

・ せっこうラスボード

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

Ａ-04

図示

流し前 100角
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　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9-1 9-2 9-3

施工調査

　　調査範囲（・　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　　　　）

[9.1.1～5]

※ 石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有している吹き

１. 石綿含有建材の

　　処理工事

既存舗装の撤去及び再利用　　　※ 図示　　・ 

・

種別 材料 厚さ（㎜）

・ 図示・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・Ｄ種

・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・ 盛土

路床の材料

路床

・

・ 図示・ 再生クラッシャラン Ｇ ・ クラッシャラン

・切込み砂利

・ 凍上抑制層

・

・ 図示

・

・ 砂

・

・ 砂・ フィルター層

路床安定処理

７. 透水性アスファルト

Ｇ舗装改修工事

[9.7.2～9]

項目 性能

排水層
植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み

土壌を支え、流出しない構造をもつこと。

排水層の鉛直方向の排水性能

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。

3×10 N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなど異常がな

いこと。（保水層を有する場合は保水層共）

耐荷重性能

　排水層の許容圧縮強度

透水、排水層等構成材の主要材質
合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

（保水層を有する場合は、保水層共）

透水層
目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、

植え込み用土を流出させない構造であること。

耐根層

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い

植物に対して3年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食

性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、

かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである

こと。但し、耐根層がこれと同等の性能を有するものと

認められる場合は省略することができるものとする。

（品質・性能）

4

植栽基盤及び材料

屋上緑化軽量システム　　　　・ 適用する　　・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※ 図示　　・ 

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　※ 図示　　・ 

240L/㎡/ｈ以上

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

Ｇ

６. 屋上緑化改修工事 [9.6.1～3]

試験

砂の粒度試験　　　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない

路盤

路盤の厚さ　　　・ 図示　　・ 

路盤材料

路床締固め度試験　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　・行う　　　・行わない

砕石

再生材

・　クラッシャラン

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・　粒度調整鉄鋼スラグ

・　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

Ｇ

Ｇ

・　粒度調整砕石

Ｇ

種　　　　類

付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。

分析対象

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

  トレモライト

分析方法

・箇所数（ 　　　）

材　料　名

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

定 性 分 析

・箇所数（ 　　　）

定 量 分 析

・ 分析による石綿含有建材の調査

（JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2） （JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル
採取箇所　　　・ 図示　　　

測 定 点

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

測定時期

測定1

測定2

測定3

（各施工箇所ごと）

・

・

・

適用 測定名称

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

測定時期、場所及び測定点

石綿粉じん濃度測定 [9.1.1]

・適用する　・適用しない

・ 計　　点セキュリティゾーン入口測定4・

・ 測定5
集じん・排気装置の排出口

測定8

測定9・

・ 測定7

測定6・

処理作業中

撤去後1週間以降

・

処理作業後 （ｼｰﾄ養生中）

処理作業後シート

調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

処理作業室外

・施工区画周辺 ・敷地境界

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

（処理作業室以外の場合）

出口吹出し風速1m/sec以下の位置

 

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

・（　　　　　　　　）

断熱材の種類（JIS A 9521  発泡プラスチック断熱材）　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 断熱材後張り工法

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

厚さ（㎜）　　・ 25　　・ 30　　・ 

・ Ａ種１　　・ Ａ種１Ｈ

断熱材の種類（JIS A 9526　建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム）　

・ 断熱材現場発泡工法

種　類

Ｇ

・ 断熱材打込み工法

ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 （スキン層なし）

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ ・

・

・

・

厚さ (㎜)

[9.5.2～4]

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

４. ガラス改修工事

５. 断熱・防露改修工事

Ｇ３. 外断熱改修工事 [9.3.2～4]

除去対象範囲　　・ 図示

石綿含有建材の処理

・ 石綿含有吹付け材の除去

除去工法　　※ 9.1.3(2)(ア)による

除去した石綿含有吹付け材等の処分

測定方法

・自動測定器による測定

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）パーティクル

イバーモニター）等の粉じんを迅速に測定できる機器
を用いた測定

カウンター、繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファ
・測定4
・測定5

・JIS K 3850-1に基ずいた測定

・測定4 ・測定5

測定名称

・測定

・測定

メンブレンフィルタ直径 (㎜) 試料の吸引流量 (l/min) 試料の吸引時間 (min)

5 30

47

25

47

10

10

120

240

・測定

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止処置

※ 湿潤化　　・ 固形化

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・ 石綿含有保温材の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去工法　　・破砕して除去　・手ばらし

除去した石綿含有保温材等の飛散防止

・ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

※ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 石綿含有せっこうボード

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設）

※湿潤化　・固形化

除去した石綿含有保温材等の処分

・ 石綿含有成形板の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去した石綿含有成形板の処分

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

※ 図示による

・ 石綿含有建材除去後の仕上げ工事

・

改修特記仕様書第３章による防水改修工事

２. 断熱アスファルト [9.2.1～3]

断熱材

厚さ (㎜)

・

種　類

・ ロックウール

・

   ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

　（スキン層なし）

・ 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ グラスウール

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

外装材

備考

・

種　類 防火性能

工法

通気層の有無　　・ あり（　　　㎜）　　・ なし

不陸等の下地調整　　

外装材の施工　　　・ 外装材製造所の仕様による　　・ 

・外装材製造所の仕様による　　・

断熱材の施工　　　・ 断熱材製造所の仕様による　　・ 

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　　　・ あり　　・ なし

下地面の清掃　　　・ 行う　　・ 行わない

欠損部の改修工法　　　・ 改修標準仕様書4章 外壁改修工事による　　・ 

・

複層ガラス

[9.4.2]

品　類

・断熱複層ガラス

・日射熱遮へい

複層ガラス

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

・

・

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

Ｔ6

断熱性の区分

・

・

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

日射取得性・遮へい性による区分 乾燥気体の種類

・Ｓ

Ｓ・

Ｇ・

・Ｇ

・

・空気

アルゴン

・

・空気

アルゴン

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

厚さ(mm)　 　 ・　　　　　　

既存保護層の撤去　　　・ 行う（・改修標準仕様書3.2.3による　・　　　　　　　　）

・ 行わない

（種類　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　）

かん水装置　　　・ 設置する

新植した芝及び地被類の枯保障の期間 ※引渡の日から1年

・適用する　・適用しない

路床安定処理の方法

種類 ・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種

Ｇ

添加量　　　kg（目標CBR　・ ３ 以上　・　　）

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

・ 安定処理土のＣＢＲ試験

・添加材料による安定処理 ・

・路床安定処理用添加材料

・ 生石灰（・特号　・1号）　　・ 消石灰（・特号　・1号）

・　再生クラッシャラン Ｇ

・　再生粒度調整砕石 Ｇ

舗装の構成　　　・図示

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

・　行う　　　・　行わない

舗装の平たん性　　　※ 著しい不陸がないもの　　 

縮尺

・

日月訂正 設計年月日 設計番号

図面番号図面名称

工事名称

・・

受領年月日

受領印

担当製図

検図設計

改修工事 特記仕様書 NO5

環
　
　
境
　
　
配
　
　
慮
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

環
　
　
境
　
　
配
　
　
慮
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

環
　
　
境
　
　
配
　
　
慮
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事
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・ ・

・

月 日訂正 設計年月日 設計 検図 受領印

製図 担当 受領年月日 図面名称

工事名称 設計番号

図面番号

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

Ａ3：1/500
Ａ1：1/250 Ａ-06

工事場所：花巻市西宮野目第６地割355番

県営宮野目アパート 2号棟216号 226号

１号棟

幼児遊戯

通路

集会場　RC造

平屋建

２号棟

(
4
1
,
5
0
0
)
境

界
線2
7
,
5
0
0

境界線 53,500

境界線 65,000

駐車場

３号棟

宮野目アパート

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　4階建

仮
囲

い
1
8
,
0
0
0

仮囲い　ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞH1,800

6.450＋9.000＋18.000＋1.500＝34.950
8.000×2.000＋15.000×2.000＝46.000

80.950

仮囲い9,000仮
囲

い
6
,
4
5
0

ﾗｲﾄｺｰﾄ

ＪＡ倉庫

宮野目グランド

宮野目小
国
道
４
号
線

第6地割
354-3

１号棟

３号棟

２号棟

４号棟355
宮野目アパート

５号棟

474

580-1

399

357-3

357

357-1

356

国
道
４
号
線

改修棟

R4.11

Ｎ

Ｎ

工事場所：2号棟　216号　226号

付近見取図・配置図
縮尺

付　近　見　取　図　

集
積
所

ﾗｲﾄｺｰﾄ

駐車場

6,300

仮
囲

い
8
,
0
0
0

仮囲い15,000

４号棟

仮囲い1,500

ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞH=1,800

ﾊ
ﾞ
ﾘ
ｹ
ｰ
ﾄ
ﾞ
H
=
1
,
8
0
0

ﾊ
ﾞﾘ
ｹ
ｰ
ﾄ
ﾞ
H
=
1
,
8
0
0

配　置　図　　1/250

市道

市
道
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床 下 地 材

木軸組ＲＣ部分

木   材

配管ピット

設計番号検図 受領印 工事名称訂正 設計年月日 設計月 日

・

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ ・

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

屋根・ＥＶ機械室

ルーフドレイン

通路(ｽﾛｰﾌﾟ)共

笠木：ｱﾙﾐ笠木W225(ﾉﾝｼｰﾙﾀｲﾌﾟ)ｽﾃﾝﾚｽ防水と接する部分は、電食防止用ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ・ﾊｻﾐ込みとする。

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ立上り　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg＋ｽﾃﾝﾚｽ防水(ｱ)0.4mm

縦樋φ80　ＦＰ(2)

2.0塩ビ系・ｼｰﾄ防水工法(ｱ)2.0㎜　　全面接着施工

　

ﾍﾞﾆﾔ型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃＢ種＋ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg＋発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)25㎜(接着)＋軟質発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)4mm＋ｽﾃﾝﾚｽ防水(ｱ)0.4mmSUS304葺き

笠木：ｱﾙﾐ笠木Ｗ200　加工有り

ﾍﾞﾆﾔ型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　肌直しの上、ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付(ｱｸﾘﾙ100％)

打継目地　：ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系ｼｰﾘﾝｸﾞ10×15

床　　：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上(勾配付)塗膜防水ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ工法

巾木　：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上

壁　　：ﾍﾞﾆﾔ型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し肌直しの上、ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付(ｱｸﾘﾙ100％)

笠木　：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し肌直しの上、ｱｸﾘﾙ樹脂塗装仕上

ｱﾙﾐ手摺　ＢＬ認定品(ｶｻﾚｰﾙ丸：同等品)

ﾍﾞﾆﾔ型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し肌直しの上、ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付(ｱｸﾘﾙ100％)

化粧目地間　打放し肌直しの上、ｱｸﾘﾙ樹脂塗装仕上げ

ｱﾙﾐ既製品枠　　避難ｽﾃｯｶｰ両面貼り　

軒天　：ﾍﾞﾆﾔ型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　肌直しの上ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付(ｱｸﾘﾙ100％)　一部天井有り　

床　　：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ・塗膜防水ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ工法

その他：ＥＶ用ビクト(Ｒ突出ﾀｲﾌﾟ)4ヶ所(290×250　ＰＧ-501)両面ﾀｲﾌﾟ

ﾄﾞﾚｲﾝ ：踊場ﾄﾞﾚｲﾝφ100　12ヶ　　継手ﾊﾟｲﾌﾟ付　12ヶ　　・縦樋φ100　ＦＰ(2)　(Ｔ字ﾊﾟｲﾌﾟ付)12ヶ・ｽﾃﾝﾚｽ角ﾊﾟｲﾌﾟ75×45×1.5Ｌ＝200　5ヶ

ｱﾙﾐｻｯｼ ：ＢＬ認定品見込70・一般ｻｯｼ見込70・ｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭ戸　甲種防火戸枠見込80

窓手摺 ：ｱﾙﾐ既製品・ＢＬ認定品(ﾏﾙﾁﾀｲﾌﾟ)

ｻｯｼ廻り：ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系ｼｰﾘﾝｸﾞ10×10・ﾓﾙﾀﾙ詰め(外部の防水ﾓﾙﾀﾙ)・現場発泡ｳﾚﾀﾝ充てん(外部)

住戸土間下　　　 ：防湿ｼｰﾄ(ｱ)0.15mm＋発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)30敷き

1階土間下立上り壁：発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)30打込み

外部に接する内壁 ：現場発泡ｳﾚﾀﾝ(ｱ)20吹付

各階スラブ下     ：外壁～W900　現場発泡ｳﾚﾀﾝ(20)吹付

軒 天 上

バルコニー

隔   板

開 口 部

根 廻 り

断 熱 材

外   壁

・ﾄﾞﾚｲﾝ中継φ100用　12ヶ　縦樋φ100FP(2)

・ｽﾃﾝﾚｽ角ﾊﾟｲﾌﾟ75×45×1.5L＝200　6ヶ

・物干金物：ｱﾙﾐ自在型Ｈ630～780　24組(ｽﾗｲﾄﾞｲﾝｻｰﾄ付)

縦樋　φ100　ＦＰ(2)

陸屋根：ｽﾃﾝﾚｽ防水専用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　100φ　ＳＵＳ304　9ヶ

方立支持用ｱﾙﾐ手摺、ﾊﾟﾈﾙ式ＢＬⅡ型、吹抜部分格子型、消火器　ＡＢＣ－10型　8本取付共

床：金ｺﾞﾃ　Ａ種(勾配付)

外壁と同じ

排水桝用　　枠付400角ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ2ヵ所

各戸　ｱﾙﾐ製270×135(Ａ型室名札)　取付・番号書共　24ヶ

内装材の防火性能

室 名 札

ライトコート

(仕様参照)
エレベーター

機械室：(床)ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ100×100×4)

　壁　：ｺﾝｸﾘｰﾄのまま

昇降路：ﾋﾟｯﾄ部分　防水ﾓﾙﾀﾙ(ｱ)20mm

(壁)ｺﾝｸﾘｰﾄ肌直し

(天井)木毛ｾﾒﾝﾄ板打込　(ｱ)25mm　　3ｔ用ﾌｯｸ取付Ｕ型

【　改修外部仕上表　】

ﾊﾞﾙｺﾆｰ外壁
226・236号室

(2階通路壁天井)

東妻側外壁

(2階窓廻り)

通路Ａ部

通路Ｂ部

(2階通路外部)

窓・ﾄﾞｱ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　　　　　(ｱ)9.5㎜　準不燃2015号内装材の防火性能

木   材

木軸組ＲＣ部分

和室      ：ﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ(ｱ)20mm(L-5100)床 下 地 材

【　２１６号室・２２６号室 改修その他仕上表　】

ＢＬ認定品

流し台セット

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ(ｱ)6mm
吊戸棚下端

(　　　　)

暖房用キャップ
クーラーキャップ ｸｰﾗｰ用ｷｬｯﾌﾟのみ　：　　　　同上

暖房機用ｷｬｯﾌﾟのみ：樹脂製107型(内外共)ｽﾘｰﾌﾞＶＵ100φ

Ａ 07

煤除去

煤除去

煤除去

煤除去

　

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　　　　　(ｱ)9.5㎜＋ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼り(一級品)・準不燃材料

屋　　根

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　　　(ｱ)9.5㎜　準不燃2016号

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　　　　　(ｱ)9.5㎜＋ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼り(一級品)・壁装材料0005号

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　　　　　(ｱ)9.5㎜　準不燃2015号

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　　　(ｱ)9.5㎜　準不燃2016号

杉柾化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　(ｱ)9.5㎜　準不燃2016号

造作材　和室廻り・栂上小節・ＣＬ・洋室・ＬＤＫ等　栂上小節ＯＰ(2)　　敷居等-桧1等

土　台　90×40・頭ツナギ90×40・鴨居90×40・廻り縁35×20・タタミ寄35×40

胴　縁　ﾀﾃ25×40～455＠・ﾖｺ15×50～303＠(Ｈ＝1800まで)～455＠(Ｈ1800以上)

構造材　桧1等　ｺﾝｸﾘｰﾄに接する部分はｸﾚｵｿｰﾄ塗

真　壁　柱90×90　間柱45×30～455＠　ﾖｺ胴縁45×30～303＠(Ｈ＝1800まで)～455＠(Ｈ＝1800以上)

大　壁　柱90×90　間柱90×30～455＠　ﾖｺ胴縁15×50～303＠(Ｈ＝1800まで)～455＠(Ｈ＝1800以上)

床点検ﾊｯﾁ　450角ｱﾙﾐ(同材貼仕上材)

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ　W=300　φ19　3本/戸→18本

ｽﾗﾌﾞ下端～合成樹脂発泡剤(ｱ)2.5mm打込

防水ﾓﾙﾀﾙ(ｱ)20mm

洋室      ：ﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ(ｱ)20mm(L-500)　(ＬＤＫ・便所・脱衣ﾛｯｶｰ・押入共)

既製品床組：ﾕﾆｯﾄﾌﾛｱ(ＢＬ認定品)　　同等品(各キワ～根太付施工)

和室      ：ﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ(ｱ)20mm(L-5100)

シーリング(MS-2,幅・深さ10mm以上)

※上記については、既存のまま　改修部は右図に示す

ｺﾝｸﾘｰﾄに面する部分→軽鉄胴縁(20形　＠300)

　

A1:1/30

A3:1/60

横型ﾄﾞﾚｲﾝ　1ヶ

※外壁補修詳細図(1)参照　A-23　

※外壁補修詳細図(1)参照　A-23

※外壁補修詳細図(1)参照　A-23

※外壁補修詳細図(1)参照　A-23

建具表・改修平面詳細図・部分詳細図　A-15　A-16　A-21　A-22　A-25参照　　

【　既存外部仕上表　】 【　既存その他仕上表　】

既存・改修 外部・その他仕上表

ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝ　L＝1800

流し前水切ｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.6mm　折り曲げ加工取付・防熱板ｽﾃﾝﾚｽ製400×600×0.8mm

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ　Ｌ＝600　　　吊戸棚　Ｌ＝1200　　　

流し台　Ｌ＝1200　　ｺﾝﾛ台(ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ付)Ｌ＝600　

水切り(ｽﾁｰﾙ製)W450

既製品床組：ﾌﾘｰﾌﾛｱ-Ｈ180　　同等品(各キワ～根太付施工)

大　壁(一部間仕切部)　栂→　柱90×90　間柱90×30　＠455　横胴縁24×45　＠455

真　壁(一部間仕切部)　栂→　柱90×90　間柱45×30　＠455　横胴縁24×45　＠455

洋室      ：ﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ(ｱ)20mm(L-500)　(ＬＤＫ・便所・押入・洗面脱衣・廊下共)

土　台　90×40　栂（薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理)　

頭ツナギ→栂90×40・鴨居→栂(特1)90×40・廻り縁→栂(特1)35×20・タタミ寄→栂(特1)35×40

胴　縁　軽鉄20形＠300(ｺﾝｸﾘｰﾄに面する部分)　木横胴縁24×45 ＠455→栂(一部間仕切部)

造作材　和室廻り→栂(特1)上小節CL塗半艶(2)　洋室・ＬＤＫ等→栂(特1)上小節SOP塗(2)　敷居等→栂(特1)

構造材　栂　ｺﾝｸﾘｰﾄに接する部分は防腐剤(JIS K 1571に適合又は同等品 )塗

※塗装は全て肌直し後とする

※塗装について２回塗装→(2)　３回塗装→(3)

盛岡広域振興局土木部住宅課

断熱材
（壁・天井　外周部壁面より内側に1ｍ(ｱ)20）226号室発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

壁・天井 外周部壁面より内側に1ｍまで(ｱ)20)

216号室発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20 (トイレ,洗面所一部

※ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ取付は本工事とし、ﾀﾞｸﾄ及びｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ接続は　機械設備工事とする 注：同時吸排仕様とする

R4.11



→栂(特1)上小節　肌直し後CL塗半艶(2)

(額縁)

SOP塗(2)

CL塗半艶(2)

設計番号検図 受領印 工事名称訂正 設計年月日 設計月 日

・

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ ・

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

便  所

玄  関

脱衣・洗面所

浴  室

Ｌ Ｄ Ｋ

和  室

洋  室

サンルーム

ＭＢ　物置

2枚折れ戸　ﾄﾞｱ3方枠　ＬＥＤ照明

室  名 床　　(同等品以上) 巾  木 壁 廻り縁 天  井 天井高

【　改修内部仕上表　】

室  名 床　　(同等品以上) 巾  木 壁 廻り縁 天  井 天井高

玄  関

ローカ

便  所

脱衣・洗面所

浴  室

Ｌ Ｄ Ｋ
Ｄ　　Ｋ

和  室

サンルーム

押  入

(外部に面する)

押  入

ＭＢ　物置

洋  室

(216・226号室別記述以外は共通)

棚：既存のまま

備  考　　

備  考　　

Ａ 08

(216・226号室別記述以外は共通)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm継目処理工法

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm継目処理工法

Ｔ1ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5張り(中棚共)

同　　上

ＬＤＫ と同じ

同　　上

同　　上 同　　上

同　　上

同　　上

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm継目処理工法

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　突付

同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

同　　上

同　　上

同　　上

軽鉄野縁(19形　300＠)

軽鉄野縁(19形　300＠)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

軽鉄野縁(19形　300＠)
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

軽鉄野縁(19形　300＠)
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　突付

同　　上

2,200

2,100

2,100

2,070～2,170

2,300

2,300

2,300

2,300

Ｕ　　Ｂ

同　　上

2,150

Ｕ　　Ｂ

226号室のみﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ(補修)

ﾗｽﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ
Ｈ＝85

既存のまま既存のまま既存のまま既存のまま

216号室は既存のまま　

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ＝60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ＝60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ＝60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ＝60

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)共通

Ｕ　　Ｂ

流し前：耐水ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm＋磁器質100角ﾀｲﾙ接着貼り

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)
Ｃ種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12mm張り

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

Ｃ種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12mm張り

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

一部Ｃ種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12mm張り

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm継目処理工法
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)共通

同　　上

同　　上

軽鉄野縁(19形　300＠)

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ

棚：Ｔ1ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5mm張りﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上

Ｈ＝100
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、肌直し

・ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上肌直し

・ＬＧＳ　75型　ｾﾝﾁｭﾘｰﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)12mm(同等品)

躯体表し

同上

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

躯体表し

同上

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

躯体表し

同上

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

躯体表し

同上

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同上

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

流し台セット：改修その他仕上表　A-07参照

中棚　　枕棚

天井点検口　1ヶ所・ｱﾙﾐ450角

226号室のみ、ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度試験、中性化試験により躯体状況確認

226号室のみカップがけの上、煤除去

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm継目処理工法

A1:1/30

A3:1/60

軽鉄胴縁(20形　300＠)

軽鉄胴縁(20形　300＠)　間仕切部,一部木使用

軽鉄胴縁(20形　300＠)　間仕切部,一部木使用

軽鉄胴縁(20形　300＠)　間仕切部,一部木使用

軽鉄胴縁(20形　300＠)　間仕切部,一部木使用

軽鉄胴縁(20形　300＠)　間仕切部,一部木使用

軽鉄胴縁(20形　300＠)

流し台廻り・カウンター詳細図　A-20参照

ｴｱｺﾝ壁下地(構造用合板ｔ=12)展開図(改修) A-17 A-18参照

タタミ敷き(ｱ)55mm　KT-Ⅲ

Ｃ種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12mm張り

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ＝60

廊　下

・握りバー　Ｉ＝600(3本)

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ1216型(BY-1216SBP/BL-B+C　同等品  )寒冷地仕様

塩ビ

塩ビ

木製

塩ビ

塩ビ

木製雑巾摺り　木製

タタミ寄せ 木製

【　既存内部仕上表　】

既存・改修内部仕上表

(6　帖)

(1)(2)

SOP塗(2)
(建具枠)

SOP塗(2)
(建具枠)

(建具枠・額縁)
SOP塗(2)

(額縁)
SOP塗(2)

SOP塗(2)

なし

なし

ｸｰﾗｰ・暖房機

キャップ

ｸｰﾗｰ・暖房機

キャップ

2ヶ所

CL塗半艶(2)

SOP塗(2)
(建具枠)

カウンターUC塗(3) (扉付)：2100×650×840　

洗面化粧台(ﾐﾗｰｷｬﾋﾞﾈｯﾄ付)：W600(LDBA060BAGMS1A　同等品)
床点検口：1ヶ所・ｱﾙﾐ450角

建具枠・額縁他

(額縁・見切縁)

SOP塗(2)

建具枠
見切縁
額縁

( )

押  入
(建具枠)

なし

( )建具枠
額縁他

塗装(肌直し後)

※塗装について２回塗→(2)　３回塗→(3)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

2,360軽鉄胴縁(20形　300＠)＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm　突付　EP-G塗(2) 軽鉄野縁(19形　300＠)＋ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm　突付　EP-G塗(2)

棚216号室(BOX型)：W800×H300×D300ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ(ｱ)25mm

棚226号室(BOX型)：W1045×H300×D300ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ(ｱ)25mm
下駄箱216号室　 ：W800×H950×D400
下駄箱226号室　 ：W900×H950×D400

棚(BOX型)：W820×H250×D300 ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ(ｱ)25mm

固定式手摺Ｌ=600(T112CL1S　同等品)樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ

押  入
洋室(1)(2) 2,100

(外部に面する)
和室6帖

上り框(栂上小節特1)：60×120　ＵＣ塗(3)

棚(BOX型)：W800×H350×D300 ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ(ｱ)25mm

ｽﾉｺ板　

中棚

押入内部　　通気用竪桟　25×25＠200

W700×D700

ｽﾉｺ板　W1500×D700　

洗濯機ﾊﾟﾝ：800×640×50(PWP800N2W　PJ2009NW　同等品)

・風ﾌﾘｰ窓枠付　ｽﾃﾝﾚｽﾀｵﾙ掛　換気扇付
出入口枠 木製

盛岡広域振興局土木部住宅課

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

物干し金物：既存のまま
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廻縁　塩化ビニル

付鴨居　廻り縁　見切縁

化粧柱　建具枠　額縁

→杉(特1)上小節　肌直し後CL塗半艶(2)



・ ・

・

月 日訂正 設計年月日 設計 検図 受領印

製図 担当 受領年月日 図面名称

工事名称

縮尺

設計番号

図面番号

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

16141311986431

2,7002,300

1,8501,020

520950

1,4001,4702,880

5,7502,9005,7505,7503,9005,7505,7502,9005,750

ス
ロ

ー
プ

廊下 廊下 廊下 廊下 廊下 廊下

洋室

洋室

洋室

洋室

和室６帖和室６帖和室６帖和室６帖和室６帖和室６帖

洋室 洋室 洋室

浴室

押入 押入 押入 押入 押入 押入 押入 押入 押入 押入 押入

便所便所便所便所便所

便所

洗面

洗面洗面 洗面 洗面

玄関 玄関

押入押入 ＭＢ

ＭＢ ＭＢ ＭＢ ＭＢ

ＭＢ

物置

玄関

物置

玄関

物置

玄関

物置

玄関

物置
物置

ライトコート ライトコート

自転車置場

自転車置場
カウンター カウンターカウンター カウンター

ＰＳ ＰＳ

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

ス
ロ

ー
プ

ス
ロ

ー
プ

ＵＰ ＵＰ

サンルーム サンルーム サンルーム サンルーム サンルーム サンルームバルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニー

スロープ

スロープ スロープ
通路 通路

スロープ

浴室・ＵＢ浴室・ＵＢ浴室・ＵＢ 浴室・ＵＢ 浴室・ＵＢ

Ｅ・Ｖ

スロープ

洗面

Ｌ・Ｄ・Ｋ Ｌ・Ｄ・Ｋ Ｌ・Ｄ・Ｋ Ｌ・Ｄ・ＫＤ・Ｋ Ｄ・Ｋ

１階平面図　1/100
7,200 7,200 7,700 7,700 7,200 7,200

2,850 4,350 4,350 2,850 2,850 4,850 4,850 2,850 2,850 4,350 4,350 2,850

44,200

5,750 2,900 5,750 5,750 3,900 5,750 5,750 2,900 5,750

2,880 1,470 1,400

950 520

1,020 1,850

2,300 2,700

2,950 2,800

1,350

Ｌ・Ｄ・Ｋ

廊下 廊下 廊下 廊下

洋室

洋室

和室６帖和室６帖和室６帖和室６帖

洋室 洋室

押入 押入 押入 押入 押入 押入 押入 押入

便所便所便所

洗面洗面 洗面

玄関

押入 ＭＢ

ＭＢ ＭＢ

玄関

物置

玄関

物置
物置

カウンター カウンターカウンター カウンター

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

ＵＰ

サンルーム サンルーム サンルーム サンルームバルコニーバルコニーバルコニーバルコニー

通路

浴室・ＵＢ浴室・ＵＢ 浴室・ＵＢ 浴室・ＵＢ

Ｅ・Ｖ

洗面

Ｌ・Ｄ・Ｋ Ｄ・Ｋ 洋室

洋室

便所

ＭＢ

玄関

物置

廊下

和室６帖

洋室

押入 押入

便所

洗面

ＭＢ

玄関

物置

サンルームバルコニー

浴室・ＵＢ

Ｄ・Ｋ 洋室

廊下

和室６帖

洋室

押入 押入

便所

ＭＢ

玄関

物置

サンルーム バルコニー

浴室・ＵＢ

洗面

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

カウンター カウンター

Ｄ・Ｋ洋室 Ｄ・Ｋ洋室

通路

吹抜吹抜

吹抜

ＤＷＤＷ
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２階平面図　1/100

1

2

3

4

5

7.2×4.1＝29.52

4.35×8.9＝38.715

1.4×4.55＝6.37

1.4×1.8＝2.52

4.35×1.0＝4.35

6 2.85×1.2＝3.42

1

2

3

4

5

6

2.85×1.55＝4.4175

7.2×4.1＝29.52

1.1×1.2＝1.327

8

9

4.35×1.0＝4.35

2.85×1.2＝3.42

4.65×1.2＝5.58

5.75×4.55＝26.1625

物置面積　  ④      　　　　2.52㎡

ﾊﾞﾙｺﾆｰ面積　⑤　　 　　　　 4.35㎡

ｻﾝﾙｰﾑ面積　 ⑥　　　　　　　3.42㎡

74.60㎡

216号室 226号室

住居専用面積　①＋②＋③＋④＋⑤

住居専用面積　①＋②＋③＝74.605
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20
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5
2,850

4,650
1,100

8 9

6
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5,750

216号室求積図　1/150 226号室求積図　1/150

【面積表】

4
70

1
,0

80

1.35×0.47＝0.6345

1.35×1.08＝1.458

物置面積　 ⑥＋⑦＝2.778　　2.77㎡

＝66.3145　　66.31㎡

施工場所226号室

施工場所216号室

A3:1/200　1/300
A1:1/100　1/150 Ａ- 09

ｻﾝﾙｰﾑ面積  ⑨　　　         3.42㎡

ﾊﾞﾙｺﾆｰ面積 ⑧　　           4.35㎡

Ｎ

R4.9

１・２階平面図　求積図　面積表
盛岡広域振興局土木部住宅課



東側立面図　　1/100

・ ・

・

月 日訂正 設計年月日 設計 検図 受領印

製図 担当 受領年月日 図面名称

工事名称

縮尺

設計番号

図面番号

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

北側立面図　　1/100

南側立面図　　1/100

Ａ- 10

改修範囲改修範囲

改修範囲

東・南・北側 立面図　 A1:1/100
A3:1/200

盛岡広域振興局土木部住宅課
R4.11



押入

図面番号

・ Ａ・

訂正

製図

検図

担当 受領年月日

受領印 工事名称

図面名称 縮尺

日月

・

設計設計年月日 設計番号

県営宮野目アパート(2号棟216･226号室)災害復旧工事
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ｻﾝﾙｰﾑ LDK

外部廊下

ﾊﾞﾙｺﾆｰ 外部廊下

ｻﾝﾙｰﾑ

廊下

廊下

A1：1/30
A3：1/60

床・壁・天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表し

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞC種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

(ｱ)12

天井:

天井: 軽鉄野縁(19形　300＠)　
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

ｱﾙﾐｻｯｼ

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

180

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12

(ｱ)12
(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)
C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12

180 180180

150

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180
床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20) 床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)
C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180
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床・壁・天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表し

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)

一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

1
5
0

1
5
01
8
0

1
7
0 1
5
0

1
7
0 1
5
0

1
7
0 1
5
0

改修矩計図　1/30

既存・改修矩計図

109

天井:軽鉄野縁(19形　300＠)　

ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)
C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

天井：軽鉄野縁(19形　300＠)　

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)
一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

軽鉄野縁(19形　300＠)　
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180
(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)
C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180
(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

t=12C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

180

+タタミ敷き(ｱ)55

+タタミ敷き(ｱ)55

+タタミ敷き(ｱ)55

4
0

4
0

3
6
4
4
9

1
8
0

天井:
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm天井:

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

天井：軽鉄野縁(19形 300＠)　
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

壁：軽鉄胴縁(20形 300＠)
壁：軽鉄胴縁(20形 300＠) 壁：軽鉄胴縁(20形 300＠)

軽鉄野縁(19形 300＠)　

軽鉄野縁(19形 300＠)

【216号室】

【226号室】

【216号室】

【226号室】

【226号室】

【216号室】

【226号室】

【216号室】

1,000 1,000 1,000

床・壁・天井：煤除去の上、ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表し 床・壁・天井：煤除去の上、ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表し

ｱﾙﾐｻｯｼ

額縁(撤去)

床・壁・天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表し

2
,
6
5
0

現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20 現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

2
,
6
5
0

2
,
6
5
0

1
5
0

1
5
0

床・壁・天井：煤除去の上、ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表し

現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

仮止め(撤去)
有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め

W1600×H1350

ｱﾙﾐｻｯｼ枠のみ(撤去)

ｱﾙﾐｻｯｼ

額縁(撤去)

床・壁・天井：
ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表し

天井：軽鉄野縁(19形 300＠)　

(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)
+タタミ敷き(ｱ)55

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
一部木横胴縁

壁:軽鉄胴縁(20形 300＠) 2
,
3
0
0

壁:軽鉄胴縁(20形 300＠)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
一部木横胴縁

天井:

2
,
1
0
0

建具枠(130×36)SOP塗

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸ (゙ｱ)12
(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
一部木横胴縁

壁：軽鉄胴縁(20形 300＠)

廊下

建具枠(90×36)

額縁(205×25)

軽鉄野縁(19形 300＠)　

ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

建具枠(90×36)

額縁(205×25)

天井:軽鉄野縁(19形 300＠)　
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

廊下

壁:軽鉄胴縁(20形 300＠)
一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

天井：軽鉄野縁(19形 300＠)　
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5 ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

壁：軽鉄胴縁(20形 300＠)
一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

建具枠(150×25)
SOP塗

1
,
0
0
0

7
5
0

天井:軽鉄野縁(19形 300＠)　
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

建具枠(125×36)CL塗半艶

建具枠(36×36)

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)
一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

LDK

額縁(90×25)

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ=20)
C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12

天井:

ｹｲｶﾙ板(ｱ)6mm突付EP-G塗
軽鉄野縁(19形　300＠)　

軽鉄胴縁(20形　300＠)
壁:

天井:軽鉄野縁(19形　300＠)　
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

建具枠(90×36）

付鴨居(36×36)

建具枠(36×36)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
一部木横胴縁

壁：軽鉄胴縁(20形 300＠)

1
,
0
0
0

7
5
0

額縁(撤去)

現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

壁面より1mまで現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

額縁(135×25)SOP塗(新規)
樹脂ｻｯｼ(新規)
ｱﾙﾐｻｯｼ枠共(新規) CL塗半艶(新規)

CL塗半艶(新規)

(中棚共)

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180
(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

建具枠(150×25)SOP塗(新規)

壁面より1mまで現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20
(新規)

現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

CL塗半艶(新規)

SOP塗(新規)

建具枠(130×36)
SOP塗(新規)

額縁(135×36)
CL塗半艶(新規)
樹脂ｻｯｼ(新規)
ｱﾙﾐｻｯｼ枠共(新規)

柱(90×90)CL塗半艶(新規)

額縁(135×36)
CL塗半艶(新規)
樹脂ｻｯｼ(新規)

2
,
3
0
0

CL塗半艶(新規)

SOP塗(新規)

柱(90×90)CL塗半艶(新規)

SOP塗(新規)
額縁(135×25)

樹脂ｻｯｼ(新規)

建具枠(150×25)SOP塗(新規) 建具枠(90×25)SOP塗(新規)

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180
(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

(中棚共)

CL塗半艶(新規)

建具枠(125×36)CL塗半艶(新規)

付鴨居(36×36)CL塗半艶(新規)

CL塗半艶(新規)

CL塗半艶(新規)

建具枠(90×35)
CL塗半艶(新規)

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12

額縁(110×25)SOP塗(新規)
額縁(225×25)SOP塗 新規取付

樹脂ｻｯｼ(新規)

SOP塗(新規)

壁:軽鉄胴縁(20形 300＠)

天井:軽鉄野縁(19形 300＠)　
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm突付

一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
突付

天井:軽鉄野縁(19形　300＠)　
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm突付

壁:軽鉄胴縁(20形 300＠)
一部木横胴縁
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
突付

ｹｲｶﾙ板(ｱ)6mm突付EP-G塗 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ｼﾞｭﾗｸ系ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃) ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃) ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)
ｼﾞｭﾗｸ系ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ｼﾞｭﾗｸ系ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃) ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ｼﾞｭﾗｸ系ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

Ｔ1ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5

Ｔ1ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5

ｽﾉｺ板W1500×D700(新規)

通気用竪桟(新規)
25×25＠200

通気用竪桟(新規)
25×25＠200

ｽﾉｺ板W1500×D700(新規)

LDK
和室(6帖）

和室(6帖）

洋室（1）

洋室（1） 洋室（2）

洗面・脱衣室

洗面・脱衣室

和室（6帖）

和室（6帖）

LDK

和室(6帖）

和室(6帖）

洋室（1）

洋室（1）
洗面・脱衣室

洗面・脱衣室

和室(6帖)

和室(6帖)

壁面より1mまで現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

壁面より1mまで

洋室（2）

物干し金物
ｱﾙﾐ(新規)

押入

既存矩計図　1/30

150

ｻﾝﾙｰﾑ

ｱﾙﾐｻｯｼ枠のみ(撤去)

仮止め(撤去)
有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め
W900×H1820　W1700×H1820　W570×H1820
ポリカW1000×H1820

盛岡広域振興局土木部住宅課

見切縁(36×36)CL塗半艶

見切縁(36×36)

廻り縁(36×36)CL塗半艶(新規)

廻り縁(36×36)CL塗半艶(新規)

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=125(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=125(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)
床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=125

床:ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=125



設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ Ａ

訂正

・

・

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

内
　
部

外
　
部

外　部

外
　
部

内
　
部

外　部

内　部

内　部

Ｅ・Ｖ

ＭＢＭＢ

物置物置

ＤＷ

洋室
玄関

便所 便所

押入 押入
廊下

洗面

和室６帖浴室・ＵＢ

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

Ｌ・Ｄ・Ｋ

バルコニー サンルーム

A3:1/6
A1:1/3 12

Ｈ

Ｗ

2
5

8
5

9
0

55553
0

9
0

Ｈ

2
5

2
5

9
0

3
0

10

2520 9.590110

1752515

Ｗ

25
55

25
55

9
.
5
2
5
2
0

8
5

2
5

1010

【撤去】

【新規】

AW
5A

AW
5A

AW
7

7
AW

AW
4 3

AW

SD
1

断面図　1/3

断面図　1/3 平面図　1/3 建具配置図

平面図　1/3

2
SD

吹抜 AW
7

9
0

サッシアンカー切断（撤去）

シーリング（撤去）

アルミサッシ枠（撤去）

サッシアンカー切断（撤去） サッシアンカー切断（撤去）
アルミサッシ枠（撤去）

水切り（撤去）
シーリング（撤去）

サッシアンカー切断（撤去）
シーリング（撤去）

シーリング（撤去）

アルミサッシ枠（撤去）

シーリング（撤去）

アルミサッシ枠（撤去）

5A

AW

3

AW

4

AW

0.06ｍ3

＋1.75）×2≒0.13 0.13ｍ3

0.08ｍ3×2≒0.08

0.07ｍ3

＝12ヶ所
3ヶ所

AW

7

0.2×0.05×(0.45＋0.65)
×2＝0.022 0.22×3≒0.07

0.2×0.05×(1.85＋1.82)

0.2×0.05×(1.05＋2.85＋0.7

0.2×0.05×（1.55＋1.35）×2
≒0.06

1ヶ所

1ヶ所

2ヶ所

5A

AW
　16ヶ所

3

AW
　32ヶ所

0.2×0.05×（1.55＋1.35）×2 0.06ｍ3
≒0.06

＋1.75）×2≒0.13
0.2×0.05×(1.05＋2.85＋0.7

0.13ｍ3

4

AW
　25ヶ所

×2≒0.08 0.08ｍ3

AW

7

3ヶ所

0.07ｍ3
(3ヶ所分)

4ヶ所×3
＝12ヶ所

0.2×0.05×(1.85＋1.82)

×2＝0.022
0.2×0.05×(0.45＋0.65)

0.22×3≒0.07

2ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

アルミサッシ(新規)

シーリング(新規)

無収縮モルタル充填(新規)

アルミサッシ(新規)

サッシアンカー補強筋9φフレア溶接(新規)

無収縮モルタル充填(新規)

サッシアンカー
補強筋9φフレア溶接(新規)

アルミサッシ枠(新規)

サッシアンカー補強筋9φ(新規)

アルミサッシ枠(新規)

サッシアンカー補強筋9φ(新規)

アルミサッシ枠(新規)

サッシアンカー補強筋9φ(新規)

アルミサッシ枠共(新規)

サッシアンカー補強筋9φ(新規)

R4.11

226号室改修

226号室既存

アルミサッシ枠(撤去)

サッシアンカー切断(撤去)

アルミサッシ枠(撤去)

サッシアンカー切断(撤去)

アルミサッシ枠(撤去)

サッシアンカー切断(撤去)

アルミサッシ枠共(撤去)

サッシアンカー切断(撤去)

無収縮モルタル充填(新規)

8ヶ所×3

0.06ｍ3

SD

2

0.06ｍ3

SD

1

≒0.06
0.2×0.05×(0.85＋1.95)×2

≒0.06
0.2×0.05×(0.85＋1.95)×21ヶ所

1ヶ所

ＳＤ設置(新規)

ＳＤ設置(新規)

※シーリングMS-2(10×10)とする

【新規】

無収縮モルタル充填(新規)

226号室アルミサッシ解体・改修詳細図

モルタル（撤去）

モルタル（撤去）

モルタル（撤去） モルタル（撤去）

※SDの詳細（216号室同等品）は承認図を参照

モルタル(撤去)

モルタル(撤去)

モルタル(撤去)

モルタル(撤去)

無収縮モルタル充填(新規)

新規：無収縮モルタル充填

無収縮モルタル充填(新規)

無収縮モルタル充填(新規)

無収縮モルタル充填(新規)

無収縮モルタル充填(新規)

水切り(新規)

シーリングMS-2系(新規)

サッシアンカー補強筋9φフレア溶接(新規)

シーリングMS-2系(新規)

サッシアンカー補強筋9φフレア溶接(新規)

断熱材(新規)
現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

断熱材(新規)
現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20
断熱材(新規)

シーリングMS-2系(新規)

断熱材(新規)
現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

16ヶ所

32ヶ所

25ヶ所

3ヶ所分

※数量は参考数量とする。

断熱材

現場発泡硬質ウレタンフォーム（ア）20

既存モルタル撤去の上

無収縮モルタル充填

凡例

※数量は参考数量とする。

盛岡広域振興局土木部住宅課



14 1615 14

A

B

C

D

E

・ Ａ・

訂正

製図

検図

担当 受領年月日

受領印 工事名称

図面名称 縮尺

日月

・

設計設計年月日

図面番号

設計番号

県営宮野目アパート(2号棟216･226号室)災害復旧工事

13

ＫＢ

Ｐ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

ＯＡ

Ｉ

Ｊ Ｊ

Ｏ

Ｉ

Ａ

Ｈ

Ｉ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ａ

符号

Ｉ

Ｉ

ＩＩ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ａ

216号室天井伏図

3
,
4
0
0

3
,
5
0
0

3
,
8
0
0

1
,
6
0
0

4
,
1
0
0

1
,
0
0
0

2
0
0

1
,
2
0
0

1
1
,
4
0
0

1
,
8
0
0

1,450 1,450

7,200

2,900 2,850 1,4501,450

ＩＩ

Ｈ

226号室天井伏図

A1:1/50
A3:1/100

※和室押入：天井点検口450角

1615

2,900 2,850

7,200

改修天井伏図

点検口点検口

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｏ

〇

ビニールクロス貼り(準不燃)

ビニールクロス貼り（準不燃）

〇
〇

〇化粧石膏ボート(ア)9.5

塩ビ木

廻縁
天井仕上

下地（LGS）

19型

〇
〇

〇
〇 ｹｲ酸カルシュウム板(ア)6 突付ＥＰ-Ｇ(2)

石膏ボート(ア)9.5 突付

盛岡広域振興局土木部住宅課

石膏ボート(ア)9.5＋

R4.11



5
5
9

ポリカW1000×H1820
W900×H1820　W1700×H1820　W570×H1820

玄関

検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称担当 受領年月日 縮尺製図

・

訂正

・

・

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

A1:1/30
A3:1/60

設計番号

図面番号

Ａ 14

3
,
8
0
0

4
,
7
5
0

2
,
8
5
0

1
,
2
0
0

ﾄﾞﾚﾝ

4
7
0

1
,
0
8
0

1
,
2
0
0

90
110

1
0
0

100

1
8
0

1,350 1,550

2,900 2,850

Ｌ・Ｄ・Ｋ

廊下

便所

M.B

バルコニー

4,350 2,850

7,200

物置

6
5
0

9
5
0

9
5
0

1
,
8
0
0

1
,
0
5
0

1
,
6
0
0

3
,
8
0
0

3
,
5
0
0

4
,
1
0
0

1
3
,
0
0
0

1
,
2
0
0

2
,
8
5
0

1
8
0

4
0
0

3
6
0

8
0
0

5
5
0

6
5
0

1,450 2,900 2,850

ｱﾙﾐｻｯｼ

7,200

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

800

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

14 15 16 14 15 16

±0

±0

±0

±0

+70

玄関

便所

洗面･脱衣室

廊下

浴室

Ｌ・Ｄ・Ｋ

サンルーム
バルコニー

物置

M
.
B

SL±0

SL±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

＋70

－150

±0

※床のレベル調査済み
※226号室煤除去済み

※床のレベル調査済み

サンルーム
±0

有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め
仮止め(撤去)

216・226号室平面詳細図(既存)

既存216号室 既存226号室

斜線部改修無し

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20額縁(撤去)

ｱﾙﾐｻｯｼ

ｱﾙﾐｻｯｼ

額縁(撤去)

額縁(撤去)

額縁(撤去)

ｱﾙﾐｻｯｼ

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

額縁(撤去)

ｱﾙﾐｻｯｼ

額縁(撤去) 110

有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め
仮止め(撤去)

W450×H480

ｱﾙﾐｻｯｼ枠共(撤去)

ｱﾙﾐｻｯｼ枠のみ(撤去)

ｱﾙﾐｻｯｼ枠のみ(撤去)

ｱﾙﾐｻｯｼ枠のみ(撤去)

有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め
仮止め(撤去)

W1600×H1350

有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め
仮止め(撤去)

W1600×H1350

ｱﾙﾐｻｯｼ枠のみ(撤去)

±0

仮止め(撤去)
有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5開止め(観音開)
W1710×H1980

ｱﾙﾐｻｯｼ

ライトコート

ｱﾙﾐｻｯｼ

4
,
7
5
0

5
,
4
0
0

Ｅ

展開図方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｎ

530

洗面･脱衣室
±0

ｱﾙﾐｻｯｼ枠共(撤去)

浴室
-150

有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め
仮止め(撤去)

W450×H480

W450×H480
有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め
仮止め(撤去)

1
,
0
5
0

3
,
8
0
0

3
,
5
0
0

4
,
1
0
0

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

1
1
,
4
0
0

2
,
7
5
0

ｽﾘｰﾌﾞ

ｽﾘｰﾌﾞ

ｽﾘｰﾌﾞ

ｽﾘｰﾌﾞ

ｽﾘｰﾌﾞ

ｽﾘｰﾌﾞ

洋室(1)
洋室(1)

洋室(2)

110

90

仮止め(撤去)
有効ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ(ｱ)5.5ﾋﾞｽ止め(上部ポリカ)
下部W1800×H900　上部W1800×H900

和室(6帖） 和室(6帖）

盛岡広域振興局土木部住宅課
R４・11



ｽﾉｺ板W1500×D700

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ Ａ

訂正

・

・

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

展開図方向

R4・11

A1:1/30
A3:1/60 15216号室平面詳細図(改修)　
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6
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8
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1,450 1,450 2,900 2,850

7,200

1,430 520 950 2,850

SL±0

＋70

216号室平面詳細図　1/30

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
8
5
0

1
,
2
0
0

4
,
7
5
0

1
,
0
0
0

2
,
50
0

2
,
0
1
5

木胴縁

木胴縁

＋180

洋室(1)
＋180

U.B　1216
浴室

＋140

5
0

5
0

枕棚

中棚
押入

185 9351,7301,0201,7301,600

110
130

サンルーム

500 1,850 500

9
5
0

4
0
0

3
6
0

アルミ手摺(既存のまま)

物干し金物(既存のまま)

バルコニー

＋20 玄関

800

物置 +30

+15

軽鉄胴縁

軽鉄胴縁

＋180

洋室(2)

Ｌ・Ｄ・Ｋ
＋180

1,000

＋180

洗面･脱衣室

400 600

9
1
0

ｳ
ﾚﾀ

ﾝﾌ
ｫｰ

ﾑ(
新

規
)

760

SOP塗(新規)

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

軽鉄胴縁

扉付

2,100

490 600 1,200

958
2
0

900 900

35

梁：LDK天井高より200下がり(壁と同じ仕上)

ｶｳﾝﾀｰUC塗(新規)
Ｌ2,100×Ｗ650×Ｈ840

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板ｱﾙﾐ
(既存のまま)1

,
0
0
0

90
110

軽鉄野縁(19形　300＠)　

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)共通

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

室名 仕上げ

玄関

【各室仕上表】

天井:

軽鉄野縁(19形　300＠)　

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床：ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

(ｱ)12

Ｌ・Ｄ・Ｋ
洗面脱衣室

天井:

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)一部木横胴縁

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)一部木横胴縁

(新規)

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ(既存のまま)

便所

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ(既存のまま)

軽鉄胴縁床 C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(新規)

ｴｱｺﾝ下地位置Ｈ450
(構造用合板ｔ=12)

樹脂ｻｯｼ(新規)

＋180

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

樹脂ｻｯｼ(新規)

内部仕上(既存のまま)

棚(既存のまま)

軽鉄胴縁

UC塗(新規)

額縁(栂135×25)SOP塗(新規)
樹脂ｻｯｼ(新規)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)
アルミ手摺(既存のまま)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

樹脂ｻｯｼ(新規)

(新規)

天井点検口450角(新規)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

樹脂ｻｯｼ(新規)

アルミ手摺(既存のまま)

出入口枠
(栂115×25)

床点検口450角(新規)

200 1,670 825

(新規)

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

壁面より1ｍまで(壁･天)

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20
(既存のまま)

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20
(既存のまま)

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20
(既存のまま)

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

740

柱

通気用竪桟25×25＠200(新規)
(新規)

7
5
0

暖房用キャップ
内外取付（新規）

暖房用キャップ
内外取付（新規）

巾木：ラス板下地＋モルタル金ゴテ

天井:軽鉄野縁(19形　300＠)　
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

+タタミ敷き(ｱ)55

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)一部木横胴縁

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

天井：軽鉄野縁(19形　300＠)　

床：ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)
C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm突付 EP-G塗(2)

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm突付 EP-G塗(2)サンルーム

巾木：ビニル巾木　Ｗ=2　H=60

巾木：ビニル巾木　Ｗ=2　H=60

6
0
0

物干し金物(新規)

廊下

押入

(新規)
ｽﾉｺ板W700×D700

中棚

1
2
5

ｸｰﾗｰ用ｷｬｯﾌﾟのみ(新規)
暖房機用ｷｬｯﾌﾟのみ(新規)

ｽﾉｺ板W700×D700(新規)

押入

中棚

W800×H300×D300
上部：棚BOX型(新規)

W800×H950×D400

SOP塗(新規)

1,390
ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(新規)

6
0
0

SOP塗(新規)

ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(新規)

800×640×50
防水ﾊﾟﾝ(新規)

洗面・脱衣一部：壁面より1ｍまで(壁・天)
現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

M.B

軽鉄胴縁

廊下
＋180

和室（6帖）

和室（6帖）

下駄箱ETC(新規) 

上部：棚BOX型(新規)
W800×H350×D300

W820×H250×D300

上部：棚BOX型(新規)
Ｌ型手摺樹脂(新規)

W600×H700

＋180

便所

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ(既存のまま)

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ(既存のまま)

床：ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=120(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

洋室(1)(2)

外部に接する部分： 

外部に接する部分：

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)
外部に接する部分：壁面より1ｍまで(壁・天)

外部に接する部分： 

外部に接する部分： 

外部に接する部分： 

外部に接する部分： 

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(既存のまま)

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
(ｱ)20(既存のまま)

※胴縁はｺﾝｸﾘｰﾄに面する部分は軽鉄胴縁(20形　300＠)

一部間仕切り部は木横胴縁(24×45　＠455)とする　

※洗面所・浴室・流し前窓の網戸の網は張替えとする

断熱材:(既存のまま)

断熱材:(新規)

※CL塗半艶・SOP塗は下地調整の上２回塗、UC塗は肌直し後３回塗とする

盛岡広域振興局土木部住宅課

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

畳寄：木製（H=60）

網戸張替え

網戸張替え

網戸張替え

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

額縁(杉135×25)SOP塗(新規)

額縁(杉90×25)SOP塗(新規)

額縁(杉225×25)SOP塗(新規)

額縁(杉110×25)SOP塗(新規)

建具枠(杉125×36)CL塗半艶

建具枠(杉90×36)SOP塗(新規)

額縁(杉135×36)CL塗半艶(新規)

建具枠(杉90×36)CL塗半艶(新規)
額縁三方枠(杉205×25)SOP塗(新規)

化粧柱(杉90×90)CL塗半艶(新規)

建具枠
(杉130×36)SOP塗

建具枠(杉130×25) 建具枠(杉90×25)SOP塗(新規)

建具枠(杉155×25)SOP塗(新規)

額縁(杉135×25)SOP塗(新規)

建具枠(杉90×25)SOP塗(新規)

建具枠(杉155×25)SOP塗(新規)

玄関額縁(杉130×25)SOP塗(新規)

上り框(タモ60×120)

見切縁(栂36×36)SOP塗(新規)

見切縁(栂36×36)CL塗半艶(新規)

見切縁(栂36×36)



設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ Ａ

訂正

・

・

161514

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

226号室平面詳細図　1/30

ﾄﾞﾚﾝ

ＰＳ

4,350 2,850

7,200

8
8
0

800 280

8
0
0

5
4
0

490 600 1,200

8
0
0

6
5
0

9
0

3
2
5

8
0
0

8
0
0

1
,
6
0
0

8
5
0

2
3
3

90
110

1
5
51
5
5

400 600

100

740

1
8
0
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2,100

Ｌ・Ｄ・Ｋ

洗面･脱衣室

廊下

便所

玄関

物置

M.B

扉付

530

展開図方向

Ａ

Ｃ

ＢＤ

1,000

Ｌ2,100×Ｗ650×Ｈ840

16

天井点検口450角

＋20

＋70 ＋180

＋180

＋180

＋180

500 1,850 500

サンルーム
＋180

木横胴縁

4
5
5

4
5
5

49.5

断熱材：発泡ウレタン(ｱ)20

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

E

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

455

間柱90×30

A1：1/30
A3：1/60

Ｎ

SL±0

＋140

＋180

＋40

+15

226号室平面詳細図(改修)　

軽鉄胴縁(20形　300＠)

浴室

 U.B　1216

暖房機用ｷｬｯﾌﾟ(新規)

軽鉄胴縁

3
,
8
0
0

4
,
7
5
0

2
,
8
5
0

1
,
2
0
0

130 110

3
6
0

4
0
0

物干し金物(新規)

ｱﾙﾐｻｯｼ枠共(新規)

樹脂ｻｯｼ(新規)

ｱﾙﾐｻｯｼ枠共(新規)

1,730 1,7301,600 1,020 185 935

軽鉄胴縁

バルコニー

アルミ手摺(既存のまま)

物干し金物(既存のまま)

内部仕上(既存のまま)

(額縁一体型)

(額縁一体型)

(額縁一体型)

ｴｱｺﾝ下地位置Ｈ450
(構造用合板ｔ=12)

樹脂ｻｯｼ(新規)

ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板ｱﾙﾐ(既存のまま)

1
0
0

5
0

5
0

8
2
0

900 900 95

200 1,670 825

横胴縁

3
6

3
6

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

建具枠

(新規)

760

間柱

軽鉄胴縁

1,000

1,000

壁面より1ｍまで(壁･天)
現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

床 C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(新規)

＋180

8
0
0

SOP塗(新規)

6
0
0

出入口枠

※216・226号室共通

軽鉄胴縁

カウンターUC塗(新規)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3
,
8
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1
,
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5
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1
,
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0
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,
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,
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1
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4
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,
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1
,
2
0
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2
,
8
5
0

3
,
5
0
0

4
,
1
0
0

9
5
0

5
5
0

6
5
0

洋室(1)

45×24

UC塗(新規)

36

※216・226号室共通

壁：外周部熱部断面詳細図　1/10

木間仕切：（胴縁組）詳細図　1/20

内 外

下
駄
箱

ｸｰﾗｰ用ｷｬｯﾌﾟのみ(新規)
暖房機用ｷｬｯﾌﾟのみ(新規)

和室（6帖）

軽鉄野縁(19形　300＠)　

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)共通

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

室名 仕上げ

玄関

【各室仕上表】

天井:

軽鉄野縁(19形　300＠)　

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5
ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

床：ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

(ｱ)12

Ｌ・Ｄ・Ｋ
洗面脱衣室

天井:

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)一部木横胴縁

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)一部木横胴縁

(新規)

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ仕上げ(既存のまま)

便所
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

巾木：ラス板下地＋モルタル金ゴテ

天井:軽鉄野縁(19形　300＠)　
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm

+タタミ敷き(ｱ)55

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)一部木横胴縁

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

天井：軽鉄野縁(19形　300＠)　

床：ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)
C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

壁：軽鉄胴縁(20形　300＠)

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm突付 EP-G塗(2)

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm突付 EP-G塗(2)サンルーム

巾木：ビニル巾木　Ｗ=2　H=60

巾木：ビニル巾木　Ｗ=2　H=60

ｽﾉｺ板W700×D700
(新規)

押入

中棚

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ(既存のまま)

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ(新規)

玄関：ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ(新規)

800×640×50
防水ﾊﾟﾝ(新規)

棚(既存のまま)

上部：棚BOX型(新規)W1045×H300×D300

下駄箱(新規) ：W900×H950×D400

W800×H350×D300
上部：棚BOX型(新規)

上部：棚BOX型(新規)W820×H250×D300

Ｌ型手摺樹脂(新規)W600×H700

床：ﾌﾘｰﾌﾛｱｰH=120(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20)

和室（6帖)

廊下
洋室（1)(2)

押入
枕棚

中棚

1
2
5

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

軽鉄胴縁

ｱﾙﾐｻｯｼ枠共(新規)

樹脂ｻｯｼ(新規)

アルミ手摺(既存のまま)

壁面より1ｍまで(壁･天)
現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

(新規)

暖房機用ｷｬｯﾌﾟのみ(新規)

ｱﾙﾐｻｯｼ枠共(新規)

樹脂ｻｯｼ(額縁)

アルミ手摺(既存のまま)

ｽﾉｺ板W1500×D700

通気用竪桟25×25＠200(新規)

梁：LDK天井高より200下がり(壁と同じ仕上)

壁面より1ｍまで(壁・天)

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)

外気に接する範囲：

外気に接する範囲：

外気に接する範囲：

外気に接する範囲：

外気に接する範囲：

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)
外部に接する部分：壁面より1ｍまで(壁・天)

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)
外部に接する部分：壁面より1ｍまで(壁・天)

現場発泡硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20(新規)
外部に接する部分：壁面より1ｍまで(壁・天)

シーリング処理とする(MS-2,幅・深さ10mm以上)

※改修アルミサッシ枠廻りと外壁は

※胴縁はｺﾝｸﾘｰﾄに面する部分は軽鉄胴縁(20形　300＠)

一部間仕切り部は木横胴縁(24×45　＠455)とする　

断熱材:(新規)

※CL塗半艶・SOP塗は下地調整の上２回塗　UC塗は肌直し後３回塗とする

盛岡広域振興局土木部住宅課

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ(準不燃)

畳寄：木製　（H=60）ｱﾙﾐｻｯｼ網戸付枠共(新規)

ｱﾙﾐｻｯｼ網戸付枠共(新規)

ｱﾙﾐｻｯｼ網戸付枠共(新規)

R４・11

額縁(杉225×25)SOP塗(新規)

額縁(杉110×25)SOP塗(新規)額縁(杉135×25)SOP塗(新規)

建具枠(杉125×36)CL塗半艶

見切縁(杉36×36)CL塗半艶(新規)

建具枠(杉90×36)SOP塗(新規)

額縁三方枠(杉205×25)SOP塗(新規)
建具枠(杉90×36)CL塗半艶(新規)

化粧柱(杉90×90)CL塗半艶(新規)

(杉130×36)SOP塗

(杉115×25)SOP塗(新規)

上り框(タモ60×120)
建具枠(杉155×25)SOP塗(新規)

建具枠(杉90×25)SOP塗(新規)

額縁(杉130×25)SOP塗(新規)

建具枠(杉130×25)SOP塗(新規)

額縁(杉135×25)SOP塗(新規)

額縁(杉135×36)CL塗半艶(新規)

見切縁(栂36×36)SOP塗(新規)

見切縁(栂36×36)
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訂正

製図

検図

担当 受領年月日

受領印 工事名称

図面名称 縮尺

日月 設計設計年月日

図面番号

設計番号

▼1F.L
▽1S.L

▽2S.L

▽2S.L

▼1F.L
▽1S.L

▽2S.L

▼1F.L
▽1S.L

▽2S.L

▼1F.L
▽1S.L

400600

300

7
0
0

7
0
0

7
0
0

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

玄関・廊下 展開図

ＬＤＫ展開図

物置展開図

6
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1
3
0

3
0

2
,
5
2
0

2
,
7
4
0

Ｃ面

A1:1/50
A3:1/100 17216号室展開図(改修)

ビニル巾木Ｈ＝60

床

ＬＤＫ

巾木

玄関

廊下

室名 仕上

床

巾木

床

モルタル金ゴテ仕上

巾木

壁

壁

廻縁

天井

床

壁

床

化粧石膏ボード トラバーチン模様

廻縁

天井 化粧石膏ボード トラバーチン模様

和室

壁

巾木

巾木 タタミ寄せ

廻縁

天井

床ｻﾝﾙｰﾑ

壁

洋室 床

天井

化粧石膏ボード トラバーチン模様

廻縁

天井

便所

巾木

壁

廻縁

天井

脱衣

洗面所

床

巾木

壁

廻縁

天井 化粧石膏ボード トラバーチン模様

化粧石膏ボード トラバーチン模様

床

壁

天井

下地

ビニル巾木Ｈ＝60

ビニル巾木Ｈ＝60

ビニル巾木　Ｈ＝60

タタミ敷き(ｱ)55mm

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

ビニル巾木　Ｈ＝60

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

木製

軽鉄野縁(19形　300＠)

ビニールクロス(準不燃)

ビニールクロス(準不燃)

ジュラク系ビニールクロス貼り(準不燃)

ビニールクロス(準不燃)

ビニールクロス(準不燃)

ビニールクロス(準不燃)

軽鉄胴縁(20形　300＠)　石膏ボード(ｱ)9.5mm

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

手摺

棚：ﾎﾟﾘ合板Ｆ(ｱ)25(新規)
W820×H250×D300

便所・洗面脱衣展開図 Ｂ面

既存のまま

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　ビニールクロス(準不燃)

鋼製建具・アルミサッシ既存のまま

展開図方向

Ａ

Ｃ

Ｄ Ｂ

1,470

3,5002,7001,750

7,950 1,060

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面

棚:ポリ合板(ア)25mm W800×H300×D300(新規)

下駄箱:W800×H950×D400(新規)

建具枠SOP塗(新規) 建具枠SOP塗(新規)

建具枠SOP塗(新規)

建具枠SOP塗(新規)

7
0
1
0

巾木：モルタル金ゴテ仕上

7,950

3,500 4,450

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ(既存のまま)

建具枠SOP塗(新規) 建具枠SOP塗(新規) 額縁SOP塗(新規)

見切縁SOP塗(新規)ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規)

Ｄ面

1,800

3
0

900

9
0
0

1
,
9
0
0

Ｄ面

棚(既存のまま)

1,430

Ａ面

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ(既存のまま)

7,200

4,350 2,850

4,100 7,200

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面

ｴｱｺﾝ用キャップ内外取付(新規)

エアコン下地位置
Ｈ450構造用合板ァ12mm

ガス台W600(新規) 流し台W1200(新規)

建具枠SOP塗(新規) 額縁SOP塗(新規) 額縁SOP塗(新規)つり戸棚W1200(新規)

磁器質100角タイル(新規)

建具枠CL塗半艶(新規)

見切縁SOP塗(新規) ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規)

4,100

6
0
0

1
,
0
5
0

6
5
0

8
4
0

650

Ｄ面

950 3,800

2,850 4,750 2,850

押入

建具枠CL塗半艶(新規) 額縁CL塗半艶(新規)

化粧柱CL塗半艶(新規)

付鴨居CL塗半艶(新規)

見切縁CL塗半艶(新規)

通気孔

建具枠CL塗半艶(新規)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面

3,800 950

4,750

7
5
0

1
,
0
0
0

押入

Ｄ面

建具枠CL塗半艶(新規)

廻り縁CL塗半艶

建具枠CL塗半艶(新規)

見切縁CL塗半艶(新規)

ｻﾝﾙｰﾑ展開図

2,850 1,200 2,850

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面

額縁SOP塗(新規)

ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規)

額縁SOP塗(新規)

ｱﾙﾐｻｯｼ(既存のまま)

1,200
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5
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押入

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面

額縁SOP塗(新規) 額縁SOP塗(新規)

ｽﾉｺ(新規)

通気孔

2,700 2,700

5,400

Ｄ面

ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規) ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規)

建具枠SOP塗(新規)建具枠SOP塗(新規)

建具枠SOP塗(新規)
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2,015

Ｄ面
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1
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ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

1,840

Ａ面

棚：ﾎﾟﾘ合板Ｆ(ｱ)25(新規)
W800×H350×D300

洗面化粧台Ｗ600 防水ﾊﾟﾝＷ800Ｄ640(新規)

物干し金物(新規)
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ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm　突付　EP-G(2)

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm　突付　EP-G(2)

額縁・樹脂サッシ・木製建具枠共新設

350
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1
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建具枠SOP塗(新規)

　　　(新規)

洋室(1)(2)展開図

通気用竪桟25×25＠200(新規)
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カウンター扉付き2100×650×840(新規)
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ｽﾉｺ(新規)

付鴨居CL塗半艶(新規) 付鴨居CL塗半艶(新規)
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暖房機用キャップ暖房機用キャップ
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5

1
,
8
2
5

4
7
5

425 825 6701,960

暖房機用キャップ

内外取付（新規）FL+400 内外取付（新規）FL+400

内外取付（新規）FL+400

和室（6帖）展開図

暖房機用キャップ
内外取付（新規）FL+400

盛岡広域振興局土木部住宅課
R4・11



暖房機用キャップ

3
0

1
,
9
0
0

1,050

棚：ﾎﾟﾘ合板Ｆ(ｱ)25(新規)
W820×H250×D300

1,400

400600

300

7
0
0

7
0
0

7
0
0

手摺

・

・ Ａ・

訂正

製図

検図

担当 受領年月日

受領印 工事名称

図面名称 縮尺

日月 設計設計年月日

図面番号

設計番号

▽2S.L

▼1F.L
▽1S.L

▽2S.L

▼1F.L
▽1S.L

▽2S.L

▼1F.L
▽1S.L

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

玄関・廊下 展開図

▼1F.L
▽1S.L

▽2S.L

1
8
0

2
,
1
5
0

4
7
0

2
,
8
0
0

1,800

2,250

5,750

3,500

1,060

3,500

Ｃ面

1,050 1,200

5,750

Ｄ面

7,200

4,350 2,850

4,100 7,200 4,100

6
0
0

1
,
0
5
0

6
5
0

8
4
0

650

1
8
0

2
,
8
0
0

3
2
0

2
,
3
0
0

ＬＤＫ展開図 Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

Ａ面 Ｂ面

2,850

5
0
0

1
,
3
0
0

5
0
0

950 3,800

4,750

押入

2,850

3,800 950

4,750

7
5
0

1
,
0
0
0

押入

1
8
0

2
,
8
0
0

3
2
0

2
,
3
0
0

和室６帖展開図 Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

▽2S.L

▼1F.L
▽1S.L 1

8
0

2
,
8
0
0

2
,
1
0
0

5
2
0

Ｄ面

1
,
2
0
0

6
0
0

3
0
0

3
5
0

Ａ面Ｃ面

1
8
0

2
,
8
0
0

2
,
3
0
0

3
2
0

2,850

5
0
0

3,800 2,850

8
0
0

2
,
1
0
0 押入

950 3,800

4,750

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面 Ｂ面

物置展開図

2
,
7
4
0

2
,
5
2
0

3
0

1
3
0

6
0

9
0
0

1,080

880

1,200

2,280

Ｂ面

1,840 2,015

A1:1/50
A3:1/100

手摺

18226号室展開図(改修)

ビニル巾木Ｈ＝60

床

ＬＤＫ

巾木

玄関

廊下

室名 仕上

床

巾木

床

モルタル金ゴテ仕上

モルタル金ゴテ仕上

巾木

壁

壁

廻縁

天井

床

壁

床

化粧石膏ボード トラバーチン模様

廻縁

天井 化粧石膏ボード トラバーチン模様

和室

壁

巾木

巾木 タタミ寄せ

廻縁

天井

床ｻﾝﾙｰﾑ

壁

洋室 床

天井

化粧石膏ボード トラバーチン模様

廻縁

天井

便所

巾木

壁

廻縁

天井

脱衣

洗面所

床

巾木

壁

廻縁

天井 化粧石膏ボード トラバーチン模様

化粧石膏ボード トラバーチン模様

床

壁

天井

下地

ビニル巾木Ｈ＝60

ビニル巾木Ｈ＝60

ビニル巾木　Ｈ＝60

タタミ敷き(ｱ)55mm

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

ビニル巾木　Ｈ＝60

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

C種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(ｱ)12

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

木製

軽鉄野縁(19形　300＠)

ビニールクロス(準不燃)

ビニールクロス(準不燃)

ビニールクロス(準不燃)

ビニールクロス(準不燃)

ビニールクロス(準不燃)

軽鉄胴縁(20形　300＠)　石膏ボード(ｱ)9.5mm

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm　ビニールクロス貼り

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

額縁SOP塗(新規) 建具枠SOP塗(新規) 建具枠SOP塗(新規) 建具枠SOP塗(新規) 建具枠SOP塗(新規) 建具枠SOP塗(新規)

棚:ポリ合板(ア)25mm W1045×H300×D300(新規)

下駄箱:W900×H950×D400

額縁SOP塗(新規)

棚(既存のまま)ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規) 見切縁SOP塗(新規)巾木：モルタル金ゴテ仕上

つり戸棚W1200(新規)

磁器質100角タイル(新規)

建具枠SOP塗(新規) 建具枠CL塗半艶(新規)

ガス台W600(新規) 流し台W1200(新規) 見切縁SOP塗(新規) ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規)

ｴｱｺﾝ用キャップ内外取付(新規)

エアコン下地位置
Ｈ450構造用合板ァ12mm

額縁SOP塗(新規) 額縁SOP塗(新規)

廻り縁CL塗半艶

建具枠CL塗半艶(新規)建具枠CL塗半艶(新規)

化粧柱CL塗半艶(新規)

通気孔

額縁CL塗半艶(新規)

ｽﾉｺ(新規)

付鴨居CL塗半艶(新規)

建具枠CL塗半艶(新規)

見切縁CL塗半艶(新規)

付鴨居CL塗半艶(新規)

建具枠CL塗半艶(新規)

付鴨居CL塗半艶(新規)

建具枠SOP塗(新規)

ｽﾉｺ(新規)

建具枠SOP塗(新規)額縁SOP塗(新規)

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

洗面化粧台Ｗ600

棚：ﾎﾟﾘ合板Ｆ(ｱ)25(新規)
W800×H350×D300

ｻﾝﾙｰﾑ展開図

鋼製建具・アルミサッシ新設

ジュラク系ビニールクロス(準不燃)

2,850

額縁SOP塗(新規)

2,850

ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規)

額縁SOP塗(新規)

Ｃ面

1,200

1
,
7
0
0

1
0
0

1
,
2
5
0

3
5
0

6
3
5

1,200

Ｂ面Ａ面 Ｄ面

展開図方向

Ａ

Ｃ

Ｄ Ｂ

便所・洗面脱衣展開図

物干し金物(新規)

1
8
0

2
,
8
0
0

2
6
0

2
,
3
6
0

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm　突付　EP-G(2)

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6mm　突付　EP-G(2)

ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規)ﾋﾞﾆﾙ巾木H60(新規)

額縁・樹脂サッシ・木製建具枠共新設

5
5
0

2
,
3
0
0

1
,
3
0
0

1
,
0
0
0

8
0
0

洋室(1)展開図

通気用竪桟25×25＠200(新規)

1
0

7
0

1
,
9
5
0

300 1,340

9
0
0

9
5
0

3
0
0

1
8
0

2
,
2
6
0

1
,
8
1
5

3
3
5

6
0

水勾配（差10）

1,045

7
0

1
0

9
0
0

1
8
0

9
5
0

3
0
0

1
,
9
9
0

2
6
0

3
6
0

2
,
1
0
0

2
0
0

2
,
3
0
0

6
0

2
,
2
4
0

2
,
3
0
0

5
0
0

1
,
8
0
0

6
0

2
,
2
4
0

6
0

1
,
7
9
0

4
5
0

4
0
0

6
0

2
,
0
4
0

2
0
0

下がり壁

カウンター扉付き2100×650×840(新規)

1,960 425 825 670

暖房機用キャップ

1
,
8
0
0

3
0
4
7
0

350

2
,
3
0
0

暖房機用キャップ

2
,
3
0
0

1
,
8
0
0

5
0
0

6
0

2
,
3
0
0

1
,
8
0
0

3
0
0

3
2
5

1
,
7
7
5

800 830

6
0
0

8
0
0

1
,
7
5
0

洗濯機パンＷ800Ｄ640(新規)

内外取付（新規）FL+400

内外取付（新規）FL+400

内外取付（新規）FL+400

盛岡広域振興局土木部住宅課
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設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ 

訂正

・ 

・ 

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事R4・11

Ａ
A1：1/15
A3：1/30 19ユニットバス参考図　ＢＬ1216型

【仕様】
部位／項目 仕様（寸法単位：ｍｍ） 備考（色柄・品番等） 部位／項目 仕様（寸法単位：ｍｍ） 備考（色柄・品番等）

1310D\U+00D71680W\U+00D72501H アルミパイプ L400　ブラケット：樹脂製タオル掛 TB-400E-K

内寸法 1200D\U+00D71600W\U+00D72000H 2体式換気グリル ABS樹脂製 VG-100A(2)/458S
換気口

FRP　単色　モザイクパターン床 N86 換気口有効面積 42cm  接続口径 \U+03C6100

壁 Lパネル(マット) LE301 トラップ ABS樹脂製 封水50mm TP-47(1)

天井 化粧鋼板複合パネル UE103 給水管 別途

折り戸：アルミアルマイト処理 (キレイドア) 給湯管 別途VDY-8002003L(73)/WM
ドア

面　材：型板調樹脂板 雑排水管 塩ビ管　VP50

FRP(浴槽内寸法 1082W\U+00D7660D\U+00D7500H) NW1 フリーサイズ窓額縁キット R-1010P-24/W
浴槽 窓

窓開口補強セット WR-121S

兼用：ツーハンドル壁付水栓(ノルマーレS) 握りバー I型(ホワイト)L600 3本BF-WL115HNX(250)-PU 8928-BTYPE-L600/W
水栓金具

シャワー：スプレーシャワー BF-6JBP-PU1

樹脂製(ホワイト)　2個 BF-30C-PU

スリム照明(防湿型) LEDランプ 1灯 LDA-C1-2A
照明

VVFケーブル2芯3.0m(延長ケーブル1.5m含めて)付

特記事項

握りバー取付位置は現場にてご確認ください。

ゴム排水栓　風呂蓋無し

据付必要寸法

ｼｬﾜｰﾌｯｸ

25

15

平面図　1/10

換気口

400 420
床トラップ

380

天井点検口

400

UB
据

付
必
要

寸
法
mi

n 
13
10

UB
内

寸
法
 1

20
0

UB
床

外
寸
法

 1
25
0

45

25

40
0

※UB据付必要寸法はドア部の寸法を含みません。ドア部の寸法は詳細図のドア取合をご確認ください。

天井点検口

床トラップ
換気口

600
600

15

25

15

25

20

26

UB据付必要寸法min 1680

UB床外寸法 1650

UB内寸法 1600

額縁開口 760<ドア枠外法 766>

71717浴槽幅 790

展開図方向

Ａ

Ｃ

ＢＤ

1600

UB.FL

SL

握りバー

20
1

1600

UB
据
付

必
要
高

 2
50
1

UB
天

井
高

 2
00

0
mi

n 
30

0

UB.FL

SL

20
1

12
00

UB
据

付
必

要
高

 2
50

1
UB

天
井

高
 2

00
0

mi
n 

30
0

15
0

780

400

400

800 400

650

60
0

43
0

43
5

50
0

820

以降別途工事

換気口

350

70
0

握りバー

握りバー

天井点検口
ジョイントボックス

以降別途工事

90
0

UB
据

付
必

要
高
 2

50
1

額
縁

開
口
 1

97
1<
ド

ア
枠
外

法
 1
97

7>
21

0

SL

UB.FL

600 600

1200

20
1

9
19

42
20 29

mi
n 

30
0

天井点検口
□450

UB
据

付
必

要
高

 2
50

1

UB.FL

SL

600 600

握りバー

握りバー

握りバー

1200

20
1

UB
天

井
高

 2
00

0
mi

n 
30
0

C100 換気口

D面　1/15C面　1/15

B面　1/15A面　1/15

握りバー

握りバー

握りバー

盛岡広域振興局土木部住宅課



50
5
0

5
0

5
0

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ Ａ

訂正

・

・

450

流し前：防水ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm＋磁器質100角ﾀｲﾙ貼り

吊戸棚換気扇(ﾌﾞｰﾂ型)

8
0
0

2
0
5

7
2
0

5
7
5

2
,
3
0
0

600 1,200

ガス台 流し台

ＰＳ

600 1,200

給水管ｽﾍﾟｰｽ

流し台正面図　1/10　

流し台平面図　1/10　

棚：ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ(ｱ)25mm

6
5
0

2,100

25 1,010 1,010 25

2,070

20 405

425

3
5

7
5
0

5
5

8
4
0

220

120

水切棚(ｽﾁｰﾙ製)2
4
5

370

流し台側面図　1/10　

8
0
0

1
0
5

1
0
0

7
2
0

5
0
0

7
5

カウンター平面図　1/10

カウンター正面図　1/10 カウンター断面図　1/10

流し台廻り・カウンター詳細図

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

ＦＬ

ＦＬ

防熱板　SUS304(ｱ)0.8mm

20

200 25

A1:1/10
A3:1/20

ｽﾃﾝﾚｽ施工面積

1.8×0.3＋0.018＝0.56
0.6㎡

550440300600 460

水切り棚

2
0
0

R50
R5

0

壁側

可動棚 ダボ　50＠

可動棚 ダボ　50＠

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

ｶｳﾝﾀｰ集成材(ｱ)36　ウレタンクリア塗装(3)

水切ｽﾃﾝﾚｽ　(ｱ)0.6mm
水切ｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.6mm　L1800

防水ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)9.5mm
＋ビニールクロス貼り

水切ｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.6mm　L1800

防熱板施工面積

0.6×0.25＝0.15
0.15㎡

※ｶｳﾝﾀｰ・流し台の固定方法はL字金物床固定とする

シーリング充填 シーリング充填

盛岡広域振興局土木部住宅課
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家具図

3
ｋ・浴室・洗面

216号室　網戸網張替え　3

竪スベリ出し窓

FW6.8+A+5

アルミ シルバー 70

7

400

6
0
0

AW

・

符号・数量

姿図

備考

形態

仕上・見込

硝子

金具

符号・数量

姿図

備考

形態

仕上・見込

硝子

金具

姿図

備考

硝子

金具

県営宮野目アパート(2号棟216･226号室)災害復旧工事

・ Ａ・

訂正

製図

検図

担当 受領年月日

受領印 工事名称

図面名称 縮尺

日月 設計設計年月日

図面番号

設計番号

A3：1/100
A1：1/50

21改修建具表(１)

R4・11

(袖) (袖)90°90°

AW
3

6502,8501,000

110110

４枚引き違戸及び下部片袖ハメ殺シサッシ

アルミ　シルバー

引違い：FL3+A+FL3　袖・下部 F4+A+FL3 (Fix)

(Fix)

(Fix)

(Fix)(Fix)(Fix)

(Fix)

網戸

クレセント 水切り

サンルーム
216号室　既存のまま

226号室 撤去後新設 1

AW

1
,
8
0
0

1,730

4

FL3 腰 F4

クレセント 水切り

網戸

引違い戸(換気エアープレストH=100)

アルミ シルバー 70

LDK
216号室　既存のまま

226号室 撤去後新設 1

AW

1
,
3
0
0

1,500

5

引違い戸(換気エアープレストH=100)

70アルミ シルバー

FL3 (PW6.8)

クレセント 水切り

AW

5A
216号室　既存のまま

226号室 撤去後新設

(乙種防火戸)

2
和室・洋室

AW

1,500

6
5
0

1
0
0

1
,
0
0
0

2
5
0

6

AW

6A

B.L

引違い戸(換気エアープレストH=100)Fix付

70アルミ シルバー

FL3 (PW6.8)

クレセント 水切り

(乙種防火戸)

1
,
8
0
0

1,730

引違イ窓

F3  腰F4

クレセント  引手

断熱サッシ

1

P

70

216号室　2

226号室　2

1
,
3
0
0

1,500

引違イ窓

断熱サッシ

F4

クレセント  引手  格子付

P

2

70

216号室　1

226号室　1

1,500

P P

3 4

1
,
3
0
0

引違イ窓

断熱サッシ

F4

クレセント  引手

70

216号室　1

226号室　1

216号室　1 SD

1

800

1
,
9
0
0

800

1
,
9
0
0

520

1
,
9
7
0

SD

2

気密枠両面フラッシュ片開き戸

スチール(ｱ)1.6mm　化粧鋼板 80

シリンダー錠　レバーハンドル　ステンス丁番3枚　戸当り

片開き両面フラッシュ戸

スチール(ｱ)1.6mm　化粧鋼板 80

シリンダー錠　レバーハンドル　ステンス丁番3枚

額入　ガラリ付

SD

3

パイプシャフト

スチール(ｱ)1.6mm　O.P(2)

換気ガラリ400×120下枠:SUS304(2.0mm)モルタル詰

D･C　三方枠付

(乙種防火戸)

1

(乙種防火戸)

216号室　既存のまま

1

(乙種防火戸)

216号室　既存のまま 216号室　既存のまま

226号室　既存のまま

※アルミサッシ　ＢＬ　認定品　Ｃ型（網戸取付可能製品とする）

216号室　1

226号室　1
洗面所

用途

仕上

216号室　1

226号室　1

216号室　1

226号室　1
トイレ 玄関　下駄箱上部

天井・壁：直付けビス止め

下駄箱

棚板：

棚受：アルミ製ダホウ

216号室　1

226号室　1
玄関　下駄箱上部数量・

付属金物一式塩ビVレール9mm角

ポリ合板　フラッシュ　18×300

ポリ合板　フラッシュ　ァ24　組合せ

壁：天井直付けビス止め 2枚

2525
25

30
0

35
0

30
0

3
0
0

3
0
0

2
5
0

W1,045
W800 W820

※216号室はW800とする

網戸

受け箱　気密用ガスケット　

ポリ合板　フラッシュ　ァ25　組合せ ポリ合板　フラッシュ　ァ25　組合せ ポリ合板　フラッシュ　ァ25組合せ 建具共

(
1
,
0
0
0
 
P
-
4
)

1
,
2
5
0

1
,
7
0
0

3
5
0

1
0
0

棚(BOX型) 棚(BOX型) 棚(BOX型)

226号室 撤去後新設

材　　料：アルミニウム合金押出形材

そ の 他：下枠部分・・・モルタル詰め

網戸共通：ステンレス製

樹脂ｻｯｼ ：プラストサッシ同等品

226号室　新設 226号室　新設

K

1

K K K

2 3 4

壁：天井直付けビス止め　H=2,100 H=2,100 H=2,260

網戸栂135×36　CL塗

D･C(ストッパーなし)　ドアスコープ　チェーン

25

15 1515 15

40
0

12

2
1
5

2
5

15

5
0

5
0

1
0
0

5
09
5
0

ィ断面

5
0

3
5
0

2
5

ィ

72

W900

※216号室はW800とする

盛岡広域振興局土木部住宅課

網戸

ｱﾙﾐ枠一体型

額縁：杉90×25　SOP塗 額縁：杉135×25　SOP塗 額縁：杉135×25　SOP塗 額縁：杉75×25　SOP塗

額縁：杉130×25肌直し+SOP（2）

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ



3
0

900

1
,
8
1
5

Ｆ4

2

Ｗ

1
,
8
0
0

1,730

障子紙貼り

引込みフスマ戸

ラワン合板＋フスマ紙貼　一部障子紙貼

・

・ Ａ・

訂正

製図

検図

担当 受領年月日

受領印 工事名称

図面名称 縮尺

日月 設計設計年月日

図面番号

設計番号

符号・数量

姿図

備考

金具

符号・数量

姿図

形態

仕上・見込

硝子

金具

形態

仕上・見込

硝子

33

県営宮野目アパート(2号棟216･226号室)災害復旧工事

Ｗ

1 226号室　1

216号室　1

226号室　1

216号室　1

AW
AW

3
4

AF

1

P P

1 1

W

1

W

AW AWP
7 5A2
AW

7 W
W W

AW 3
4 5

7

W W

8 7
W AWP

5A3

SD

1

SD

2

サンルームバルコニー

Ｌ・Ｄ・Ｋ

カウンター

浴室・ＵＢ

押入押入

ＤＷ

物置

ＭＢ

Ｅ・ＶＥ・Ｖ

7押入
PW

6A

W

6物置
W

P7

W
W

押入 押入

34

W W

浴室・ＵＢ

2

W

1カウンター

W

Ｌ・Ｄ・Ｋ

11

PP

バルコニー サンルーム

Ｐ

2

5

廊下

8

2

廊下

216号室建具配置図 226号室建具配置図

A1：1/50
22改修建具表(2) 建具配置図

6

1/751/75

A3：1/100

R4・11

1
,
8
1
5

900

片引き戸

片面：ラワン合板F.D＋フスマ紙貼，片面：ポリ合板

1
,
8
1
5

800

片引き戸　額付

F4

ポリ合板Ｆ．Ｄ

1
,
8
1
5

3
0

3
0

引違い戸

ラワン合板＋フスマ紙貼3333

3

Ｗ Ｗ

4

Ｗ

5226号室　1

216号室　1 216号室　1

226号室　1

216号室　1

226号室　1

Ｗ

6 226号室　1

216号室　1

1
,
8
1
5

800

片開き戸

ポリ合板Ｆ．Ｄ

取手　丁番3枚

レバーハンドル　戸当り

33

1
,
8
0
0

片開き戸 片開き戸

ポリ合板F.D

F4

取手　丁番3枚

レバーハンドル　戸当り　(換気口付)　100×100

取手　丁番3枚

レバーハンドル　戸当り

1
,
8
0
0

600

4
0

3333

Ｗ

87

Ｗ
226号室　1

1
,
8
1
5

片開き戸

ポリ合板Ｆ．Ｄ

取手　丁番3枚

レバーハンドル　戸当り

33

Ｗ

6A

700

226号室　1

216号室　1216号室　1

通気孔

中桟

和室6帖 L D K 和室6帖 洗面・脱衣室 和室6帖 洋室　(1)

洋室　(2) 便　所

引手　戸車　Ⅴレール 引手　戸車　Ⅴレール引手　戸車　Ⅴレール

洋室押入　(1)(2)

引手　戸車　Ⅴレール引手　戸車　Ⅴレール

通気孔
木製縦格子（上下）

ラワン合板＋ビニールクロス貼　F.D

備考

片引き戸　

栂框組（縦・横）

740

1,600

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100

4

3

和室６帖 和室６帖

洋室(1)

洋室(2)

洗面脱衣 洗面脱衣

ﾗｲﾄｺｰﾄ

ＭＢ

Ｐ
Ｓ

洋室(1)

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

W

※216号室　洋室(2)はW750とする

玄関 4

K
3

K

玄関4

K
3

K

7
7
0

3
0

4
7
0

5
0
0

4
5
0

7
0

7
0

1
0
0

3
5
0

7
7
5

250 250
100

6
0
0

アンダーカット

+SOP塗

K

K K

K便所便所

1

2 2

1

四方枠　框：栂　カシュー塗 四方枠　框組及び硝子止メ額縁共 四方枠　框：栂+カシュー塗 四方枠　額縁廻り　+SOP塗 四方枠　框：栂+カシュー塗 四方枠　框廻り額縁+SOP塗

四方枠　框廻り額縁組　+SOP塗 四方枠　建具縁回り＋SOP塗 四方枠　灯窓付100×600

盛岡広域振興局土木部住宅課

216号室　2



東妻側外壁補修部分

Ａ部通路断面図　　1/30

Ｂ部北側2階通路

補修箇所

3階

・ ・

・

月 日訂正 設計年月日 設計 検図 受領印

製図 担当 受領年月日 図面名称

工事名称

縮尺

設計番号

図面番号

県営宮野目アパート(２号棟216・226号室)火災復旧工事

ﾄﾞﾚﾝ

4,350

1,7301,600 1,020 185

3
6
0

4
0
0

アルミ手摺

バルコニー

3,430 800

平面図　　1/30

1,500 1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

1,500

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

補修箇所補修箇所

9
6
5

補修箇所
2階

※　補修方法

煤除去

226・236号室ﾊﾞﾙｺﾆｰ外壁補修部分

①

②

②　(3.43＋0.75＋0.8)×0.15＝0.747

③　(3.43＋0.8)×(0.15＋0.12＋0.815)＝4.58955

②②

※　補修方法
煤除去

①　(1.5＋1.3＋1.3)×0.08＝0.328

②　1.5×1.5×2＝4.5

計　0.328＋4.5＝4.825㎡

Ｄ部

外壁拡大図　　1/30

1
,
5
0
0

1
,
3
0
0

80

226号室

和室・洋室6帖

236号室

和室・洋室6帖

補修箇所(天井面1.5ｍ)

補修箇所(側面1.3ｍ)

外壁補修箇所

2SL

16

①

13

北側2階通路補修部分

4

1,400

2
,
8
0
0

3
0
0
1
5
0

２階通路

補修箇所

2階

Ｅ

16

22
0

床上端

1,700

1
,
8
0
0

2
0
0

1,700

Ｄ

※　補修方法

1,215 1
50

150

煤除去

※　補修方法

煤除去

Ｂ部通路正面図　　1/30

6
5
0

妻側断面詳細図　　1/30

①　1.7×0.65＝1.105
①

②

② ②

計　1.105＋1.166＝2.271

2階廊下：2.271㎡

②　(1.7＋1.8＋1.8)×0.22＝1.166

廊下開口部

Ｂ部

南側外壁範囲図　　1/100

 Ａ部北側２階通路天井範囲図　　1/100

①

Ｂ部

2,
6
50

②

④　(3.43＋0.8)×2.65-(1.73×1.8)＝8.0955

150

7
5
0

8
5
0

1
0
0

2
7
0

150

7
5
0

8
5
0

1
0
0

2
7
0

8151
2
0

150

2
,
8
0
0

1
8
0

6
7
0

1
,
8
0
0

5
0
0

236号室

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

226号室

③

④

ﾊﾞﾙｺﾆｰ断面図　　1/30

⑤

60

⑤　(1.73＋1.8＋1.8)×0.06＝0.3198

⑤

Ａ部通路壁天井

(1)
(3)

(4)(2)

Ａ

Ａ部 6,350(補修範囲)

11

(1)　0.53×1.9＝1.007

(2)　1.2×2.1＝2.52

(3)　1.5×1.3＝1.95

2階通路開口部面積：5.477㎡

①　(1.215＋0.15＋0.15)×6.35＝9.62025

②　2.65×6.35-5.477＝11.3505

シーリング処理

シーリング処理

1
7
0

⑥

①　(3.43×0.1×2)＋(0.8×0.85×2)＝2.046

⑥　(3.43＋0.8)×0.27＝1.1421

8
1
5

8
1
5

⑦　0.815×0.815＝0.664225

計　2.046＋0.747＋4.58955＋8.0955＋0.3198+1.1421
+0.664225＝17.622175

ﾊﾞﾙｺﾆｰ外壁補修面積：17.622175㎡

妻側外壁補修面積：4.825㎡

Ａ部北側2階通路

【外壁補修面積表】

⑦

226号室
ＬＤＫ

2
,
6
5
0

通路外壁補修面積(壁・天井)：20.97075㎡

Ｃ部
2階

ｱﾙﾐｻｯｼ煤除去

※　補修方法

煤除去

Ｃ部ｱﾙﾐｻｯｼ

226.236号室ﾊﾞﾙｺﾆｰ

東妻側

計

4.825

Ｃ部2階ｱﾙﾐｻｯｼ

①　0.8×1.2×2＝0.96　(内側)

ｱﾙﾐｻｯｼ煤除去面積：0.96㎡

0.96

補修面積(煤除去のみ)

2.271

20.97

17.622175

46.65㎡

Ａ- 23外壁補修詳細図（１） A1:1/30 1/100
A3:1/60 1/200

盛岡広域振興局土木部住宅課

東側外壁範囲図　　1/100

R4・11



1
5

廊下便所

敷居130×36

棚

300

1
,
8
0
0

2
5

1
8
0

10

W-8建具断面

FL

(ｱ)30mm
補強木

・ Ａ・

訂正

製図

検図

担当 受領年月日

受領印 工事名称

図面名称 縮尺

日月

・

設計設計年月日

図面番号

設計番号

A1：1/30
A3：1/60

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

部分詳細図

アルコープ

サンルーム L・ＤＫ ＬＤＫバルコニー 押　入 （和室6帖）

2
,
3
0
0

950

押入

4
6
5

3
5

1
8
0

1
,
8
0
0

1
8
0

350

SQ－ｱｼﾞｬｽﾀｰ
＠1200

LGS 40 20型

現場発泡
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(ｱ)20

竪桟25×25＠200

7
5
0

根太：36×36＠303

前縁:30×90

T1ﾗﾜﾝﾍﾞﾆｱ5.5mm

枕棚受

外部に面する押入
結露防止

(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

70

1
,
8
1
5

1
5

1
8
0

135

2
5

1
8
0

3
5 6
0

ＤＨ

1
8
0

245 155

小根太40×40 ＠303Ｃ種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12mm
ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180
(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

1
5

2
5

1
1
0

1
8
0

60

7
0

上り框60×120

便　所

便所 6
0
0

400 600

4
5

9
.
5

アルコープ 玄関

バルコニー ＬＤＫ

敷居135×45

ＬＤＫ 和室6.0帖

ＤＨ

1
8
0

3
6

ＬＤＫ

鴨居90×36

1
8
0

1
5

ＤＨ

ＬＤＫ 廊下浴室

見切縁36×36
PB9.5mm　EP

寄せ木20×10
Ｃ種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12mm

鴨居125×36

紙巻下地45×150

雑巾ずり6×21

玄　関　　 廊　下 ＭＢ

敷居90×36

80 451809.5

10

520

ＭＢ：SD3すす除去清掃

1
，

9
7
0

180 20

6
3
5

1,200

1
,
8
1
5

2
5

サンルーム

1
8
0

6
0

1
5

2
5

225 110

1
5

2
5

敷居110×36

ＬＤＫ

Ｃ種複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
(ｱ)12mm
ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝180
(ﾊﾟﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ＝20)

ｽﾉｺ板 1500×700

W-2建具断面 W-2建具断面 MB建具断面 MB建具正面

額縁断面 額縁断面

額縁110×25
額縁135×25

敷居125×36

付鴨居36×36

和室6帖押入断面

90×36
鴨居

90×36
敷居

額縁225×25

額縁130×25

玄関廻り断面

25×60

凡　例

D
H

※　シーリング塗布

［　各詳細図共通　］

360

2
50

1,
85

0

手摺下地：木45×150　2本

ﾌﾘｰﾌﾛｱｰＨ＝120

L型手摺（樹脂製）：600×700

Ｗ－１建具廻り

Ｗ-２建具廻り

シーリング充填

盛岡広域振興局土木部住宅課
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●

●

●

１．工事名称

加入時期及び期間　　　資材搬入前から工事完成３０日後まで

加入金額　　　　　　　請負金額の１００％

保険に加入し、その保険証書の写しを監督員に提出する。

本工事の請負者は、工事期間中工事目的物及び工事資材に対して下記により組立保　険

Ｆ種○

Ｅ種Ｄ種Ｃ種Ｂ種Ａ種外部足場 ○○○○○種別○

○ 種別内部足場

Ｆ種○ Ｇ種○

Ｅ種○Ｄ種○Ｃ種○Ｂ種○Ａ種○

における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に　

〇 (建築工事の部）特記仕様書による。

設ける。（規模及び仕上げの程度、設置する備品等の種類及び数量は工事補足説明事項書による。）

○ 監督職員事務所

○

設けない。○

本工事で設置する。●

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。●

足場その他●

設置しない設置する ○○防護シート

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２

ＥＰ×２

測定用補助設置極

避雷器用（モデム用）

避雷器用（高圧用）

避雷器用（低圧用）

Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ、

表１「接地極一覧表」

Ｄｔ

１００Ω以下ＬｔＥアンテナ保安器

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組　　　１０Ω以下

Ｌｔ

５００Ω以下

１００Ω以下

ＬEE

Ｃ

漏電遮断器回路

電話引込口の保安器

本配線盤の保安装置

構内交換機（陽極用）

１００Ω以下

　　　Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組　　　Ω以下

１００Ω以下

Ｓ

Ｅ

Ｅ防犯装置用

拡声増幅器

○

○

　１０Ω以下

　１０Ω以下

１００Ω以下１００Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

　１０Ω以下

　１０Ω以下

ＭＤＥ

Ｏ

ＬＬ

ＬＨ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ ＬＨ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

〇

○

○

○

○

○

○

○ 　　　Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

１００Ω以下

　１０Ω以下

１００Ω以下

ＤＥ ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組　１０Ω以下

接地極の規格、数量

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×　連－　組

接地抵抗値

　　　Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

１００Ω以下

Ａ ＥＥ

共　同　接　地 Ａ ＥＥ

ＬＡ

ＬＡ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ａｔ

ｔＥ

Ｅ

Ｅ

雷保護用接地

雷保護用接地

Ａ　種　接　地

Ｂ　種　接　地

Ｃ　種　接　地

Ｄ　種　接　地

共　同　接　地 Ｄ

記　　　号

　　　３００

　　　３００

　　　１５０

　１，３００

情報表示盤 天井高×０,９

天井高×０,９

天井高×０,９
１,５００（上端１,９００以下）

　　　１５０

１，３００床上～中心

壁付アウトレット（和室） 床上～中心

　　　３００床上～中心壁付アウトレット（一般）

壁付電話機

　　　２００

　　　３００

　１，５００床上～中心

床上～下端端子盤（廊下、室内）

端子盤（ＥＰＳなど）

天井～上端集合保安器箱

壁付インターホン（玄関子機）

４００床上～中心

壁付インターホン（親機）

廊下表示灯（復旧ボタン付）

(多機能トイレ用）
呼出しボタン

　１，３００

　１，１００

　１，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

１,５００（上限１,９００以下）

制御用スイッチ

２,０００～２,５００

２,１００～２,３００

　　　１５０～２００台上～中心

１,０００～１,３００

５００～１，０００

８００～１，０００

　１，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

地上～中心コンセント（屋外）

コンセント（機械室）

コンセント（車庫）

コンセント（厨房）

１,５００（上限１,９００以下）分　電　盤

１，８００～２，０００

表２「機器取付高さ」

共
　
　
　
通

電
　
　
　
　
話

時
計
拡
声電

　
　
　
　
　
　
灯

表
示
等

イ
ン
ター

ホ
ン

テ
レ
ビ

火
　
災
　
報
　
知

身
　
障
　
者
　
用

約１，３５０床上～中心テレビインターホン（子機）

床上～中心テレビインターホン（親機） 　１，４００床上～中心テレビインターホン（親機）

　　　９００

機器収容箱（ＥＰＳ） 床上～中心 　１，５００

取付高（ｍｍ）測　　　点機　　　　　器取付高（ｍｍ）

　１，３００床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　２，３００

　１，３００床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

壁付子時計

壁掛形親時計

　　　３００

　１，２００

壁付発信機

　　　１５０

壁付インターホン（一般）

壁付アウトレット（一般）

壁付押しボタン（一般）

ベル，ブザー，チャイム

壁付形スピーカ

壁付アッテネータ

８００～１，５００

８００～１，５００

　　　３００

８００～１，５００

８００～１，５００

　２，１００

　２，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

　　　１５０

床上～上端

天井～上端

床上～上端

副受信機

受　信　機

警報ベル

表　示　灯

機器収容箱

発　信　機

　１，５００

　　　９００

　１，３００

　１，１００

液化石油ガス用検知器

都市ガス用検知器（軽質）

都市ガス用検知器（重質）

テレビ端子（和室）

テレビ端子（一般）

機器収容箱 　　　２００天井～上端

スイッチ（車椅子用）

床上～中心コンセント（車椅子用）

取引用計器

機　　　　　器

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

コンセント（台上）

スイッチ（和室）

スイッチ（一般）

コンセント（一般）

コンセント（和室）

床上～中心

床上～中心

ブラケット（鏡上）

ブラケット（踊場）

ブラケット（一般）

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

動
開閉器箱

力

壁掛形制御盤

床上～中心

鏡上端～中心

測　　　点

地上～窓中心

〇標準仕様書の受信調査を行う。(チャンネル数　　　）

〇 インバータ装置の

〇 受信調査

の電動機を駆動した時の値とする。

（2）規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V,IP4X,6極50Hz

（1）規約効率は、JEM－TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

備考

95.5

45.0

95.5

37.0

95.5

30.0

95.5

22.0

95.5

18.5

95.0

15.0

94.5

11.0

94.5

7.5

94.0

5.5

94.0

3.7

93.0

2.2

92.0

1.5

88.5

0.75

86.0

0.4

規約効率(％）

電動機出力(Kw）

規約効率(％）

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の値以上とする。

規約効率

● 分電盤

○ 動力設備 制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。

１００Ｖ２Ｐ１Ｅ、２００Ｖ２Ｐ２Ｅ）とする。

分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、ＪＩＳ協約形の１Ｐサイズ（

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、

●

５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。

○

サの設定値共）設置されない部屋は１ヶ所以上の測定を行う。

一般照明の照度測定は、明るさセンサが設置される部屋がセンサ１個につき１ヶ所以上（明るさセン照度測定試験〇

ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般型（ＬＮ）」とする。

天井内に取付けるターミナルユニット付きリモコンリレーの設置場所は、点滅系統内の第1照明器具

ＬＥＤ照明器具○

近傍とする。ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

〇 ﾀｰﾐﾅﾙﾕﾆｯﾄ付きﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ

参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。一定時間動きがなければ消灯しますので、

その際は再度身体を動かしてください。」

○○注意プレート設置室： 便　所

文字：印刷文字材質：アクリル板

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。人感センサー用プレート〇

２Ｐ１５Ａ（接地極付き抜止型）×４　コード３ｍ（マグネット付き）通電表示灯付き

特記の無いハーネスジョイント用ОＡタップは次の使用とする。〇 ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用 OAﾀｯﾌﾟ

樹脂製○アルミ製○
器具の蓋

ОＡ－フロア用配線○

ネーム付とする〇 タンブラスイッチ各
設
備

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。ただし、表によりがたい場合は監督員と協議

○ ）居室

○

居室に設置する分電盤は指定色塗装を施す。塗装○

水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。銅合金製○

する。

置表示

ント

機器取付高さ○

○○○（

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

○

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。接地極の種別及び位○

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。発電機回路用コンセ○

アルミ製○

樹脂製●

フロアプレート○

金属製（ステンレス、新金属も含む）○フラッシプレート〇

長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。呼び線○

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。インサート○

以上）」仕上とする。

屋外で使用する厚銅電線管のうち特記のないものは「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量300ｇ/㎡〇 厚銅電線管

新設する電線類は、図面に「ＥМ-○○」の記載がなくとも、ＥМ電線、ＥМケーブルを使用する。● 電線・ケーブル

外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板（スタイロホーム等）打ち込み箇所に取付ける位置ボック保温、結露防止

の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

スなどは保温、結露防止の処理を行う。

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員電線本数、管路など○

合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ－２５とする。合成樹脂製可とう管○

○

発電設備○受変電設備○照明装置〇

○構内情報通信網設備○構内交換設備○

各機器の個別運転後に下記の総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に提出する。総合調整〇

〇○ 受変電盤

試験、調整確認書○事前機能確認書○システム機能動作確認書○

盤類の改修完了後に下記資料を監督職員に提出する。○

盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。○

制御盤○分電盤○

下記盤類の改修等は、製造者等による作業と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する。○既存盤の改修○

再使用する機器類は現場内で清掃の上、絶縁抵抗を測定して取り付ける再使用品の清掃等〇

イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし、

屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。

● 既存施設等の復旧 施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。

○ 支持金物・固定金具

撤去跡の補修

行わない○行う○施工後確認試験

行う○行わない○性能確認試験ロ）試験

金属拡張系アンカー（　本体打込み式　）

接着系アンカー（　接着剤（有機系））イ）あと施工アンカーあと施工アンカー○

イ）放射線透過検査等による埋設物の調査　　　

ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

非破壊検査○

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告する。〇 はつり

50Ｈｚ● 電源周波数

●　監督員の指示による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　その他書類

○　電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。

●　改修標準仕様書1.11.2～1.11.3による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完成図等

根切り土○

Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）Ａ種 ○○

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）設計用鉛直地震力

法人建築研究所　監修２０１４年版）による。

耐震措置の計算及び施工方法は、次に示す事項以外、すべて建築設備耐震設計・施工指針（独立行政耐震措置

施工範囲　　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。他工事との取合い●

ド発散建築材料以外の材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒ

①又は②該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

ものとする。

ド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒ

する。

②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

の①から④を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

すものとする。

関する基本方針（平成28年2月閣議決定）」による特定調達品目の場合は判断の基準等を満た

（１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

防振支持の機器

自動火災報知受信機

直流電源装置

パワーコンディショナ

交換機

発電装置（防災用）

中央監視装置

交流無停電電源装置

配電盤

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

・重要機器は次のものを示す。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合

　　一般の施設○　　特定の施設

　０．６

　０．６

　１．０

　１．０

　１．０

　１．０

　１．５

　１．０

　０．６　０．６　１．０ 　０．４

　０．６

　１．０

　１．０

　１．５

　１．０

　１．５

　１．５

　１．５

　１．０

　１．５

　１．５

　２．０

　１．５

　２．０

　２．０

　２．０

水槽類

防振支持の機器

機器

水槽類

防振支持の機器

機器 　１．０　１．０　１．５ 　０．６

及び塔屋

屋上

水槽類

機器

機器種別

地階・１階

中間階

　１．５　１．５　２．０上層階

一般機器重要機器一般機器重要機器

○

　１．０

設計用標準水平震度

なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

（１）設計用水平地震力

行わない○（●ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　○　　　　　　　）行う●既設部分の養生●

Ｃ種Ｂ種Ａ種 ○○○種別仮設間仕切り○

Ｅ種Ｄ種Ｃ種Ｂ種Ａ種 ○○○○○種別

材料、撤去材等の運搬方法（建築工事編２．２．１　表２．２．２による。）○

仮設工事●

製造業者等名機　材　名

・ＬＥＤ照明器具（一般屋内用に限る）

・蛍光灯器具（防爆照明器具及び防災用照明器具を除く）

・監視カメラ装置

・太陽光発電装置

・交流無停電電源装置

・高圧変圧器（特定機器）

・可変速電動機用インバータ装置

・中央監視制御装置

・高圧負荷開閉器

・高圧限流ヒューズ

・高圧進相コンデンサ

（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

・高圧スイッチギア（PW型）

・高圧スイッチギア（CW型）

・制御盤

・照明制御装置

・キュービクル式配電盤

・高圧交流遮断器

・分電盤

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

③　安定的な供給が可能であること。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。適用区分○

２．特記仕様

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）　（以下「標準図」という。）●

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）　（以下「改修標準仕様書」という。）●

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）　（以下「標準仕様書」という。）●

ものを適用する。

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、●印が付いた

１．共通仕様

Ⅱ．工事仕様

範囲：〇あり

４.指定部分

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

構造
別表第１の区分

消防法施行令
延面積(㎡) 備考

塔屋地下地上

階数
建物名称

３．建物概要

２．工事場所

電気自動車用充電設備

拡　声　設　備

発　電　設　備

構内交換設備

映像・音響設備

構内情報通信網設備

誘導支援設備

雷　保　護　設　備

電力貯蔵設備

受　変　電　設　備

電　熱　設　備

駐車場管制設備

火災報知設備

監視カメラ設備

中央監視制御設備

防犯・入退室管理設備

テレビ共同受信設備

情報表示設備

工　　　　事　　　　種　　　　目

機械設備○ 　　　　工事

○ 建築工事

構内配電線路

構内通信線路

電波障害調査

動　力　設　備

電　灯　設　備

○

○

○

○

○

備　　　　　考

〇

〇

○

〇

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

〇

〇

○

〇

○

工
事
内
容

●　工事用、完成用ともカラーとし、監督員の指示による。●　写真

●

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

特記事項

電気設備改修工事　特記仕様書

る。

して監督職員の承諾を受ける。

この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出

び性能を有するものとする。

本工事 別途　とする。

と協議する。

）

）

○○（

）○○（調査

完成図等

用権は、発注者に譲渡するものとする。

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使完成時の提出図書●

種別埋戻し及び盛土○

○○なお、調査にかかる費用は、

○

ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位及びサンプル数は監督職員

型番確認の上、製造者ヒアリング調査方法

調査範囲

イ）撤去機器、器具等についてアスベスト含有製品調査を行い、監督職員に報告する。アスベスト含有製品○

環境への配慮●

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

ただし、製造者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができ

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の ① から ⑥ すべての事項を満たすものとし、

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及材料・機材の品質等●

最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。電気工事士○

電気工作物保安規定● 国土交通省東北地方整備局自家用電気工作物保安規程を適用する。

建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　　　　　　　　）

積雪荷重○

地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）

風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）

風圧力○

項目章

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

Ｉ．工事概要

電動機出力(Kw）

Ｅ-01

日月訂正

・

設計 検図

製図 担当

受領印

受領年月日

・ ・

工事名称

図面名称 縮尺 図面番号

設計番号設計年月日

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

岩手県花巻市西宮野目第6地割355番

県営宮野目アパート 4ＲＣ　 2,084.13

県営宮野目アパート

○

○

●

●

●

●

●

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

電気設備工事特記仕様書

（ ３ ） 公共住宅建設工事共通仕様書を適用する。

A3： 1/60
A1： 1/30

②電灯コンセント設備　照明器具をLED器具に更新、物置は既存の器具を再使用する

③電灯コンセント設備　スイッチ・コンセント・電線を更新。

④自動火災報知設備　　住戸用自火報受信機(GP型受信機)・戸外表示器(遠隔操作機能付玄関子機)

　・感知器・電線を更新する

⑤電話配管設備　　　　電話線・ノズルプレートを更新

⑦共通　　　　　　　　既存配管は再使用とする

⑧撤去工事　　　　　　上記更新内容に合わせた既設機器の撤去・処分

○ 工事内容

１，２００

　　　２００

　１，２００

①電灯コンセント設備　電灯盤　L-1　を更新

⑥TV共聴設備　　　　　ケーブル・直列ユニット・プレートを更新　

物置・MB内は既存を再使用する

５（ロ）

盛岡広域振興局土木部住宅課

●なし

●

●

●

防火区画貫通部の処理

施工条件 本工事は、住棟を使用しながら行う工事である。

防火区画貫通部の処理は建築基準法等関係法令に適合する工法による。
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玄関

M.B

棚 物置

216号平面詳細図　1/30

H＝1200

02

2

押入

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・

訂正

・

・

洗面･脱衣室

廊下

押入

バルコニー

ｶｳﾝﾀｰ

ﾄﾞﾚﾝ

アルミ手摺

ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板ｱﾙﾐ＋ﾌﾚｷ(ｱ)3mmﾐﾙｷｰﾎﾜｲﾄ

サンルーム

押入

アルミ手摺 アルミ手摺

Ｅ・Ｖ

階段室ライトコート

15

14

13

16

A B C D E

13,000

4,100 3,500 3,800 1,600

2,850 1,250 1,485 2,015 1,050 1,800 950

2
,
8
5
0

2
,
9
0
0

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

7
,
2
0
0

5
5

2
,
7
4
0

5
5

1
,
0
2
0

1
,
7
3
0

1
,
6
0
0

2
,
8
5
0

9
5
0

5
2
0

1
,
4
3
0

650 550

1,8002,7002,7002,8501,200 3,800 950

1,500 30 2,020 1,500600 60030

洗濯機ﾊﾟﾝ

ＰＳ

暖房機用ｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ

(各1ヶ所)ＦＬ＋400
200 200

CL

CL

2

2ET

2ET

E

2ET

2ET

2ET 2

2

2

2 2

2

2

2

2

E

2

2

3

１

２

４
５

５

ＩＰ

Ｌ・Ｄ・Ｋ

U.B　1216

便所

洋室洋室
和室６帖

3

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16） EM-IE2.0（PF16） EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

HIV2.0ｘ2　E2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-EEF2.0-3C

県営宮野目アパート（2号棟216・226号）火災復旧工事

LM-2へ

電灯分電盤

A

B

C

C
C

D

F

２

ＥＴ

２ＥＴ

２ＷＰＥＴ

電灯分電盤　

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ１

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ１ＥＴ付

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２ＥＴ付

防水コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２ＥＴ付

図中特記なき記号は下記による。

（特記事項）

記　号 名　　　　称 備　　　　　　考EM-EEF 2.0-2C

EM-EEF 2.0-3C

EM-EEF 1.6-2C

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-2C×2

EM-EEF 1.6-2C＋3C

EM-EEF 1.6-3C×2

特記なき配線は下記による。
〔凡例〕

照明器具番号

F

A

B

C

D

E

台所

流し元

廊下廊下

便所

物置

洗面所

取付箇所 取付個数

１台

１台

３台

１台

１台

あ

あ～う

62

A1：1/30
A3：1/60 E

EM-IE2.0×2（PF16）※配管は既存部分を再使用することとする

EM-IE2.0×3（PF16）※配管は既存部分を再使用することとする

３

７

CLL

L

H

H

H

H

H

H

HH

H
H

既存配線

既存

Ｅ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ1Ｅ付

EM-EEF2.0-3C

H＝2000

3H×2

既存配線

EM-IE8×3　E2.0（PF22）

3H

H

4H

L

15A、20A兼用

H＝1900 既存コンセント

E　既存器具

既存配線

既存スイッチ

L-1

埋込スイッチ（ワイド）

　　〃

　　〃

　　〃

丸形引掛けシーリング

3W-15A　ほたるスイッチC

4W-15A　ほたるスイッチE

1P-4A,ﾊﾟｲﾛｯﾄスイッチ

1P-15A　ほたるスイッチB,PL表示ネーム付樹脂製

、〃

、〃

、〃

216号室電灯コンセント設備図
盛岡広域振興局土木部住宅課
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遠隔試験機能付　玄関子機戸外表示器

セキュリティインタホン住戸用自火報受信機

Ω

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・

訂正

・

・

Ｌ・Ｄ・Ｋ

U.B　1216

廊下

押入

押入

和室６帖

バルコニー

ｶｳﾝﾀｰ

ﾄﾞﾚﾝ

アルミ手摺

ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板ｱﾙﾐ＋ﾌﾚｷ(ｱ)3mmﾐﾙｷｰﾎﾜｲﾄ

洋室 洋室

押入

アルミ手摺 アルミ手摺

Ｅ・Ｖ

階段室ライトコート

15

14

13

16

A B C D E

13,000

4,100 3,500 3,800 1,600

2,850 1,250 1,485 2,015 1,050 1,800 950

2
,
8
5
0

2
,
9
0
0

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

7
,
2
0
0

5
5

2
,
7
4
0

5
5

1
,
0
2
0

1
,
7
3
0

1
,
6
0
0

1,8002,7002,7002,8501,200 3,800 950

1,500 30 2,020 1,500600 60030

洗濯機ﾊﾟﾝ

ＰＳ

暖房機用ｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ

(各1ヶ所)ＦＬ＋400
200 200

玄関

M.B

棚 物置

洗面･脱衣室

便所

ＩＰ

記　号 名　　　　称 備　　　　　考

Ｐ

〔凡例〕

　　〃

　　〃

№

Ｓ

Ｂ

は天井ウラＳ

　〃№

ＩＰ

受信機

機器収納箱

発信機

電鈴

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

光電式スポット型感知器

警戒区域線番号

P型2級5回線,壁掛型

P型2級　リング型表示灯付

DC24V

特種

特種,防水型

2種

火災表示用

P型2級,埋込型 Ｐ 収容Ｂ

ノズルプレート

直列ユニット 端末R

サンルーム

R

R

216号平面詳細図　1/30

県営宮野目アパート（2号棟216・226号）火災復旧工事

E
A1：1/30
A3：1/60 03

盛岡広域振興局土木部住宅課

2種 遠隔試験機能付

1種,防水型 遠隔試験機能付

216号室弱電　自動火災報知・電話・TV共聴設備図

AE1.2－2CAE1.2－2C

HP1.2-4C

AE1.2－2C

S5CFB（E19）
AE1.2－2C

AE1.2－2C AE1.2－2C

S5CFB（E19）

ETB0.5-4P（E19）

R4・ 11

住宅情報盤A



設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・

訂正

・

・

161514

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3
,
8
0
0

2
,
7
5
0

1
,
0
5
0

3
,
8
0
0

4
,
7
5
0

2
,
8
5
0

1
,
0
0
0

4
,
7
5
0

2
,
8
5
0

4,350 2,850

7,200

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

2
,
5
0
0

1
,
2
5
0

1
,
5
0
0

3
0

3
0

2
,
0
2
0

1
,
5
0
0

6
0
0

1
,
7
0
0

1,350 1,550

2,900 2,850

710 110530

アルコープ

物置

サンルームバルコニー

押入

棚

アルミ手摺ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板ｱﾙﾐ＋ﾌﾚｷ(ｱ)3mmﾐﾙｷｰﾎﾜｲﾄ

ﾄﾞﾚﾝ

押入

ｶｳﾝﾀｰ

洗濯機ﾊﾟﾝ

ＰＳ

CL

CL

Ｉ
Ｐ

１

２

３

４

５

２

２ ２ ２

２

２

2ET

2ET

2ET

2ET

E

２ ２

２

U.B　1216

Ｌ・Ｄ・Ｋ

和室６帖

洋室

玄関

便所

M.B

下
駄
箱

廊下

洗面･脱衣室

E

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16）

EM-IE2.0（PF16） EM-EEF2.0

A

B

C

C

D

F

HIV2.0×2　E2.0（PF16）

226号平面詳細図　1/30

県営宮野目アパート（2号棟216・226号）火災復旧工事

EM-IE8×3　E2.0（PF22）

あ

い う

あ～う

LM-2へ

E 04
A1：1/30
A3：1/60

Ｒ４．８

７

6

５

CL

既存スイッチ

既存コンセント ２ 2ET

既存配線

E（既存器具）

3H

H L

3H×2

H

3H

H

H H H

H

L

H＝1900
15A,20A兼用型

２

ＥＴ

２ＥＴ

２ＷＰＥＴ

電灯分電盤　

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ１

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ１ＥＴ付

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２ＥＴ付

防水コンセント　２Ｐ１５Ａｘ２ＥＴ付

図中特記なき記号は下記による。

（特記事項）

Ｅ 埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ1Ｅ付

記　号 名　　　　称 備　　　　　　考

〔凡例〕

3H

H

4H

L

EM-EEF 2.0-2C

EM-EEF 2.0-3C

EM-EEF 1.6-2C

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-2C×2

EM-EEF 1.6-2C＋3C

EM-EEF 1.6-3C×2

特記なき配線は下記による。

EM-IE2.0×2（PF16）※配管は既存部分を再使用することとする

EM-IE2.0×3（PF16）※配管は既存部分を再使用することとする

既存配線

照明器具番号

F

A

B

C

D

E

台所

流し元

廊下廊下

便所

物置

洗面所

取付箇所 取付個数

１台

１台

３台

１台

１台

既存

E

E

H＝2000

H＝1200

電灯分電盤L-1

埋込スイッチ（ワイド）

　　〃

　　〃

　　〃

丸形引掛けシーリング

1P-15A　ほたるスイッチB,PL表示ネーム付樹脂製

3W-15A　ほたるスイッチC

4W-15A　ほたるスイッチE

1P-4A,ﾊﾟｲﾛｯﾄスイッチ

,　　　〃

,　　　〃

,　　　〃

226号室電灯コンセント設備図
盛岡広域振興局土木部住宅課



設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・

訂正

・

・

161514

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3
,
8
0
0

2
,
7
5
0

1
,
0
5
0

3
,
8
0
0

4
,
7
5
0

2
,
8
5
0

1
,
0
0
0

4
,
7
5
0

2
,
8
5
0

4,350 2,850

7,200

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

2
,
5
0
0

1
,
2
5
0

1
,
5
0
0

3
0

3
0

2
,
0
2
0

1
,
5
0
0

6
0
0

1
,
7
0
0

1,350 1,550

2,900 2,850

710 110530

アルコープ

M.B

洋室

物置

玄関

和室６帖

押入

棚

廊下

アルミ手摺ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板ｱﾙﾐ＋ﾌﾚｷ(ｱ)3mmﾐﾙｷｰﾎﾜｲﾄ

ﾄﾞﾚﾝ

下
駄
箱

押入

ｶｳﾝﾀｰ

洗濯機ﾊﾟﾝ

ＰＳ

Ｌ・Ｄ・Ｋ

Ｉ
Ｐ

サンルーム

バルコニー

U.B　1216

洗面･脱衣室

便所

記　号 名　　　　称 備　　　　　考

Ｐ

〔凡例〕

　　〃

　　〃

№

Ｓ

Ｂ

は天井ウラＳ

　〃№

ＩＰ

受信機

機器収納箱

発信機

電鈴

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

光電式スポット型感知器

警戒区域線番号

P型2級5回線,壁掛型

P型2級　リング型表示灯付

DC24V

特種

特種,防水型

2種

火災表示用

P型2級,埋込型 Ｐ 収容Ｂ

特記なき配線は下記による。

AE 1.2-2C

AE 1.2-4C

HP 1.2-4C 
HP 1.2-4C 

ノズルプレート

直列ユニット ライン用

226号平面詳細図　1/30

県営宮野目アパート（2号棟216・226号）火災復旧工事

E 05
A1：1/30
A3：1/60

盛岡広域振興局土木部住宅課

2種 遠隔試験機能付

1種,防水型 遠隔試験機能付

Ω

226号室弱電　自動火災報知・電話・TV共聴設備図

AE1.2-2C

AE1.2-2C

S5CFB（E19）

AE1.2-2C

AE1.2-2C

AE1.2-2C

AE1.2-2C

HP1.2-4C

S5CFB（E19）

ETB0.5-4P（E19）

Ｒ４．11

住戸用自火報受信機 セキュリティインタホン

戸外表示器 遠隔試験機能付 玄関子機

住宅情報盤A



電灯

BE B B B B B B

1 2 3 4 5

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・

訂正

・

・ 各戸盤　及び　照明器具姿図

LM-2へ

1φ3W200V/100V　IV8゜×　3

1

2

3

4

5

洋室コンセント

和室・リビングコンセント

Ｄ・Ｋコンセント

洗面所・便所コンセント

インタホン

×1 ×1 ×1

×1 ×1

E

電灯分電盤（市販品プラスチック製）

6

6

7

8

A1： 1/30
A3： 1/60

県営宮野目アパート（ 2号棟216・ 226号室） 火災復旧工事

物置（既存照明器具再使用）E F 洗面所

A 台所 B 流し元 廊下C 216号×3、226号×2 D 便所

LDKエアコン

B

7

欠相保護付
0.1秒以内
3P30A、30mA

1φ3ｗ主幹ELB3P30A　8回路

予備

B

8

照明器具姿図

OL013247LR

LED電球一般形 7.2W 2700K

巾φ140 高163

高演色LED　調光器不可高演色LED　調光器不可

巾φ114 埋込穴φ100 埋込高75

LED電球フラット形 5W 5000K

OD361204NDR

調光器不可

巾547 高50 出107

LED 9.2W 5000K

OB255232

高演色LED　調光器不可

巾218 長684 高98

直管形LED 14.4W 5000K

OL551289NR

OW269045LR

LED電球一般形 7.2W 2700K

巾φ140 高168

高演色LED　防湿型　調光器不可

回路名

盛岡広域振興局土木部住宅課
06
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３ ． 工 事 種 目 （ ● 印 の つ い たも の が 対 象 工 事）

建 物 別 及 び 屋 外 工 　 　 　 　 　　 　 　 　 事 　 　 　　 　 　 　 　 　 種　 　 　 　 　 　 　 　　 別

工 事 種 目

換 気 設 備

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備

ガ ス 設 備

環 境 へ の配 慮

技能士の適用

○

配管施工（配管工事） 建築板金施工（ダクト製作及び取付け） 熱絶縁施工（保温工事）

足場等 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 本工事で設置する。(脚立程度)

○ 支持及び固定

○支持金物・固定金具

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

○ 地中埋設標等 ○ 地中埋設標（図示の位置） ○ 埋設表示テープ

○他工事との工事区分 工事区分表による

○ 塗装 ○

図示による。○

から④までを満たすものとする。

る。

に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の①又は②

機械設備工事　特記仕様書

階 　 数

３ ． 建 物 概 要

１ ． 工 事 名 称

２ ． 工 事 場 所

Ⅰ ． 工 　 事 　 概 　 要

方 　 　 　 　 　 式 設 　　 　 備 　 　 　 概 　　 　 要

○全 空 気 方 式 （○ 定 風 量 　 ○ 変風 量 ） ○フ ァ ンコ イ ル ユ ニ ッ ト ・ダ ク ト 併 用 方 式空 気 調 和 方 式 ○ 中央 方 式

○パッ ケ ー ジ ユ ニ ッ ト・ ダ ク ト 併 用 方式○ （ 　 ○ 　 Ｅ Ｈ Ｐ 　 ○ 　 Ｇ Ｈ Ｐ 　 ）

４ ． 設 備 概 要 　 （ ● 印 の 付 いた も の を 適 用 す る。 ）

○ 電 気 式 ○ 電 子 式 ○ デジ タ ル 式

水 道 直 結方 式 ○ 高 置 タ ン ク方 式 ポ ン プ 直 送 方式

建 物 内 の汚 水 と 雑 排 水 便 所 系統 　 　 （ ○ 合 流 式 分 流 式 ○ 一 部合 流 式 ）

放 流 先 汚 水 （ 下 水 道 直 放 流 ○ 浄 化 槽 ）

雑 排 水 （ 下 水 道 直 放 流 ○ 浄 化 槽 ）

局 所 式 ○ 中 央 式

○ 屋 内 消 火 栓 設 備 ○ 泡 消 火 設 備○ ス プ リ ン ク ラ ー 設備

○

液 化 石油 ガ ス

○ 連結 送 水 管

○ 不 活 性 ガ ス 消火 設 備 ○フ ー ド 等 用 簡 易自 動 消 火 装 置

都 市 ガ ス （ 種 別 、高 位 発 熱 量 ）

供 給事 業 者 名

自 動 制 御 方 式

給 水 方 式

排 水 方 式

給 湯 方 式

消 火 設 備 方 式

ガ ス 設 備 方 式

○ 直結 増 圧 方 式

上 記 以外 系 統 （ 分 流 式 ○ 合 流 式 ○ 一 部合 流 式 ）

○

個別 方 式

直 接暖 房 ○ ○蒸 気 暖房 温 水 暖 房

Ⅱ ． 工 事 仕 様

１ ． 共 通 仕 様

（１ ）

（ ２ ） 電 気 設 備 工 事 及 び 建 築 工 事を 本 工 事 に 含 む場 合 ， 電 気 設 備 工事 及 び 建 築 工 事は そ れ ぞ れ の 工 事仕 様 書 を 適 用 す る。

な お 、 電 気 設 備 工 事の 工 事 仕 様 は （ 　／ 　 ） 図 ， 建 築 工事 の 工 事 仕 様 は（ 　 ／ 　 ） 図 に よる 。

２ ． 特 記 仕 様

章 項 目 特 記 事 項

一
般
共
通
事
項

○

○

○

風 速 （ Ｖｏ ＝ 　 　 　 　 　ｍ ／ ｓ ）

地 表 面 粗度 区 分 （ 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　）

建 設 省 告 示 第 １４ ５ ５ 号 に お け る区 域 　 別 表 （ 　　 　 　 ）

風 圧力

積 雪 荷 重

建 築 基 準 法 に 基 づき 定 ま る 風 圧 及び 積 雪 荷 重 の 算 定は 次 の 条 件 に よる 。

１ ） 品 質及 び 性 能 に 関 する 試 験 デ ー タ が 整備 さ れ て い る こと 。

２ ） 生 産施 設 及 び 品 質 の管 理 が 適 切 に 行 われ て い る こ と 。

３ ） 安 定的 な 供 給 が 可 能 であ る こ と 。

４ ） 法 令 等 で定 め が あ る 場 合 は、 そ の 許 可 、 認可 、 認 定 又 は 免 許を 取 得 し て い るこ と 。

５ ） 製 造又 は 施 工 の 実 績が あ り 、 そ の 信 頼性 が あ る こ と 。

６ ）販 売 、 保 守 等 の 営業 体 制 が 整 え られ て い る こ と 。 （な お 、 シ ス テ ム とし て 機 能 す る もの に

マンホールふた・弁桝ふた

鋼製簡易ボイラー

直だき吸収冷温水機

冷　　却　　塔

パッケージ形空気調和機

鋳鉄製ボイラー

鋼製ボイラー

遠心冷凍機

電気集じん器

スプリンクラー消火システム

斜流送風機

厨房システム

チリングユニット

全熱交換器（回転形、静止形）

軸流送風機

ＦＲＰ製パネルタンク

横形遠心ポンプ

不活性ガス消火システム

小形吸収冷温水機ユニット

自動巻取形エアフィルター

鋼製小型ボイラー

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

ユニット形空気調和機

コンパクト形空気調和機

遠心送風機（多翼形送風機）

消音ボックス付送風機

ハ）屋外地中汚水、雑排水管

立形遠心ポンプ

衛生器具ユニット

泡消火システム

ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

風量ユニット（定風量・変風量）

真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

エアフィルター（パネル形、折込み形、袋形）

水中モーターポンプ（汚水用、雑排水用、汚物用）

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用、給湯用） ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形、ボルト組立形）

材 料 ・ 機 材 の 品 質 等 材 料 ・ 機 材 等 の品 質 及 び 性 能

本 工 事 に 使用 す る 材 料 ・ 機 材等 は 設 計 図 書 に定 め る 品 質 及 び 性能 を 有 す る も の、 又 は 同 等 の も のと す

諾を 受 け る 。

る 。 た だ し 、製 造 業 者 等 が 記載 さ れ て い る 場 合に 同 等 品 を 使 用 する 場 合 は 、 あ らか じ め 監 督 職 員 の承

別 表 に示 す 材 料 ・ 機 材等 を 使 用 す る 場 合の 製 造 業 者 等 は次 の １ ） か ら ６ ）す べ て の 事 項 を満 た す も の

出し て 監 督 職 員 の 承諾 を 受 け る 。

とし 、 こ の 証 明 と なる 資 料 又 は 外 部機 関 が 発 行 す る 品質 及 び 性 能 等 が 評価 さ れ た こ と を示 す 書 面 を 提

あ っ て は 、シ ス テ ム の 構 築 能力 が あ り 、 現 場で の 施 工 体 制 が 整え ら れ て い る こ と。 ）

別 　 表 　（ 品 質 及 び 性 能 に該 当 す る 材 料 ・ 機材 等 ）

適 用 区 分

○ 　 発 生 材 の 処 理 　○ 　 現 場 に お いて 再 利 用 を 図 る もの （ 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　）

○　発注者に引渡を要するもの（　○金属類（　○機器類　○　ダクト　○　配管　○　その他金属類））

電 気 保 安 技 術 者

○ 　 再 資 源化 を 図 る も の （ ○　 　 　 　 　 　 　　 ○ 　 　 　 　 　 　　 　 ○ 　 　 　 　　 　 　 　 ）

○ 　特 別 管 理 産 業 廃棄 物 （ 　 ○ 廃 石 綿　 　 ○ 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ）

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

別 表第 １ の 区 分
消 防 法 施 行 令

延 面 積 （ ㎡ ）建 　 物 　 名 　 称 構 　 造
地 下 地 上 塔 屋

配管材料 イ）屋内汚水配管

○

ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

　排水用塩ビライニング鋼管（圧送ＭＤ）

ビニル管（ＲＳ－ＶＵ） ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

○

ロ）屋内雑排水管

二）通気管

ホ）ポンプアップ排水管（汚水系）

（雑排水・湧水系）

○ 満水試験継手 図示の位置に取り付ける。

台所流し等の排水管 台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

排
水
設
備

直読式 パルス式 貸与品（隔側メーター 有 無）

直読式 パルス式 貸与品（隔側メーター 有 既設品再取付)

ＰＡ

ＶＡ ＶＢ）

量水器 親メーター ○ ○ ○○

子メーター ○ ○ ○ ○

○ 量水器桝 イ）親メーター用

ロ）子メーター用

○ 水道事業者指定品 ○ 標準図

○ 標準図 ○水道事業者指定品

配管材料 イ）一般配管

ロ）土間配管

（シンダー内配管）

○

ポリ粉体ライニング鋼管（ ○

塩ビライニング鋼管（ ○ ○

ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）

○塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

ハ）屋外地中 ポリエチレン管 水道配水用ポリエチレン管

弁類 イ）水道直結部分 ○ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

ロ）その他の部分 ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ ○ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

○ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

○ 不凍水栓柱 化粧ケーシング（ ○アルミニウム合金製 ○ 合成樹脂製　）

給水栓 一般水栓 耐寒水栓）

屋外（ ○ 耐寒水栓 ○ 一般水栓） 耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

ロ）湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。

埋設深さ イ）一般敷地内（ ｍ以上）

ロ）敷地内車両道路（ １．０ ｍ以上）

保温 イ）屋外露出管（弁、フランジを含む）は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ２・（ハ））と

し厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

給
水
設
備

洗浄タンク方式 洗浄弁方式（不凍結節水弁付）

手動式 電気開閉式（ センサー式 タッチスイッチ式）

小便器一体型 小便器分離型）

大便器洗浄方式 ○

○ 大便器用洗浄弁 ○ ○ ○ ○

○ 小便器自動洗浄 グリーン購入法適合品とし、個別感知方式とする。（ ○ ○

○ 器具付属水栓 固定こま式（節水こま式）とする。

○ 自動水栓 電源供給 ○ ＡＣ１００Ｖ ○ 乾電池 ○ 自己給電

手動スイッチ ○ 要 ○ 不要

○ 温水洗浄便座 グリーン購入法適合品とし、加熱方式は 瞬間式 ○ 貯湯式

紙巻器 ワンハンドカット機能 要 不要

衛
生
器
具
設
備

振れ止めを施したものとする。

標準仕様書記載以外の天井吊形、カセット形、天井隠ぺい形の機器の支持は、吊り用ボルトで行い、

とし、屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製（ＳＵＳ３０４）

保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管（鋼管）、ダクトには塗装を行う。

換
気
設
備

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の①

②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデデヒド、

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上

書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図

ない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有し

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとす

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

散建築材料以外の材料

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発

冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

○足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省基

発第０４２４００１号平成２１年４月２４日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」

により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の

機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の

組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式によ

Ｒ Ｃ 造 ４

備 　 　 考

屋 　 内 屋 　 外

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○ ○

○

○

○

○

○

○

●

●

● 　 工 事 用 車 両 の 駐 車場 ● 　 構 内 　 　　 ○

● 　 残 土 処 理 ０ 　 　 構外 搬 出 適 切 処 理

●

● ●

● ●

● ●

○

●

●

●

● イ）屋内（

○ ０．６

●

●

●

耐火二層管（ＶＰ）

ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

○

ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

公 営 住 宅

準拠事項 ［ 空気調和設備の当該事項に準ずる。］○

○ ○長方形ダクトの工法 ○ 風量測定口 ○ 防煙ダンパー

○ チャンバー ○ 塗装

ダクトの区分

○

○開放形湯沸器用排気 ○ 別途 ○ 本工事

フード

○厨房用排気ダクト アングルフランジ工法とする。

○

○

亜鉛鉄板

ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）（板厚は衛生器具表空調１の厨房排気ダクトの板厚表による）

○厨房用排気フード イ）材質（天幕とも）

ロ）フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）

○ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４） ○

○ 取り付ける ○ 取り付けない

ハ）フードコック ○ 取り付ける ○ 取り付けない

多湿箇所の排気ダクト イ）厨房系統、浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統のダクトのシールは標準図のＮシール＋

Ａシール＋Ｂシールとする。

ロ）水抜き管 ○ 要 不要○

●ダクトの工法 ●　スパイラルダクト

○

●保温

ステンレス管の接合方法 イ）呼び径６０ＳＵ以下

ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

ロ）呼び径７５ＳＵ以上

○ 溶接接合 ○ハウジング形管継手による接合 ○ フランジ接合

ロ）その他屋内配管の保温の種別、材料等は標準仕様書第２編（表２．３．５・表２．３．６
　　表２．３．７）による。

●

○

自動制御システム

配管材料 ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

弁類

湯沸器の排気筒

保温

ステンレス管の接合方法

ロ）呼び径７５ＳＵ以上

イ）呼び径６０ＳＵ以下

○ 溶接接合 ○ハウジング形管継手による接合 ○ フランジ接合

給
湯
設
備

厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。

給水設備の当該事項による。

（保温の種別は標準仕様書第２編３．１．５表２．３．５のｈ・（イ）・Ⅹとする）

ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

○

● 耐熱性塩ビライニング鋼管

湯沸器の給排気筒（二重管）の露出・隠ぺい部保温を行う。

配管材料 イ）一般 ○ガス事業者の規定による 配管用炭素鋼鋼管（白）

ロ）地中埋設部 ○ガス事業者の規定による ○ガス用ポリエチレン管

ポリエチレン被覆鋼管

親メーター ガス事業者の貸与品

○ ガスボンベ 貸与品（ ○ ５０ｋｇ 本）

イ）集合装置 本組

ロ）転倒防止等 ○標準図施工７２（ ○ （ａ） ○ （ｂ））

○容器固定具をＧＬ＋３００に追加設置する。

○ バルクタンク ○ ○有 無

ガス漏れ警報器 ○本工事（図示の箇所に取り付ける）（ ○ 分離形 ○ 一体形）

別途工事

外部出力端子（ ○ ○有 無 ）

○ 埋設深さ イ）一般敷地内（ ｍ以上）

ロ）敷地内車両道路（ ｍ以上）

ガ
ス
設
備

標準図施工７１による○

● ●

●

●

●

●

工
事
内
容

○　工事内容

施　工　１ 配管の防火区画貫通部施工要領

不燃材料の配管が．「建築基準法施行令第１１２条第１５項」に規定する防火区画を貫通する場合

（防火区画に準ずる区画の貫通部処理等共）

（ａ）　貫通部において保温が必要な配管 （ｂ）　貫通部において保温が必要ない配管

保温材

≒５０ ≒５０

ロックウ－ル保温材

又はモルタルを充填

ロックウ－ル保温材

不燃材料の配管

ロックウ－ル保温材

又はモルタルを充填

不燃材料の配管

注　（イ）　不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は．建築基準法令に適合する工法とする．

（ロ）　貫通部周囲の充填材は．必要に応じて脱落防止措置を施す．

（ハ）　不燃材料以外のスリ－ブ材（紙製仮枠等）を使用した場合は．配管前に必ず取り除く．

（排水設備　耐火二層管共）

撤 去 工 事●

発 生 材 処 理●

●

●

○ ○

〇

●●

●

○

〇

○

○

○

●

●

○

　 ● 印 の 付 い たも の を 適 用 し 、 ○印 の 付 い た も の は適 用 し な い 。

●○ 　 構 内 指 示の 場 所

○ ○

● ○

●〇

〇

火災災害復旧工事で建築内装工事に伴う為、立管及び一部横引管補修及び保温工事を行う工事である。

既製品（2重管）〇

監督職員事務所

○

埋戻し及び盛土 種別 ○ Ａ種 Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

容量等の表示 （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

設ける（規模及び仕上げの程度、並びに設置する備品等の種類及び数量は補足説明事項による）

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

○

●

●

り行うこと。

設けない

● 保　険

電動機 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は製造者規格による標準●

電源周波数 ５０Ｈｚとする。●

品としてもよい。

その保証書の写しを監督員に提出する。

本工事の請負者は､工事期間中工事目的物及び工事資材に対して、下記により組立保険に加入し、

加入金額：請負金額の１００％　　加入時期及び期間：資材搬入前から工事完成３０日後まで

○ 図示の箇所に施工する、施工方法は下記による。

○ 図示による。

標準図　施工４（ ○ ○ ○

対象配管系統○溶接部の非破壊検査 ○ ○ ○ ○ ○冷温水 冷却水 消火（水用） 油 ガス

（ａ）　） 施工５（ （ｂ） （ｃ））

絶縁継手取付箇所

建物導入部配管の

変位吸収

及び仕様

● 経年検査 なし〇

弁等のサイズ 特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。●

総合調整 各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定報告書を提出する。

○

○ ○

○

○

風量調整

室内気流及びじんあいの測定

水量調整

騒音の測定 飲料水の水質の測定

室内外空気の温湿度の測定

●

●

○ ○ ）とする。一般の施設 特定の施設イ）本施設は（

し、据付又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

ロ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものを除く）においても耐震を考慮

ハ）重要機器類

保全に関する資料

○「管理者のための建築物保全の手引き」（建設大臣官房官庁営繕部監修） １ 冊

○ 建築物等の利用に関する説明書

提出物

「建築物等の利用に関する説明書作成の手引き」に基づき作成する。

Ａ４判ファイル綴じ込み ２部（関連工事と合本する。）

保全に関する資料

機器取扱い説明書、機器性能試験成績書、官公署届出書類、主要機器一覧表、総合調整報告書

提出物 Ａ４判ファイル綴じ込み １ 部

機器取扱い説明書

提出物

宿舎等で共用部を除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。

Ａ４判ファイル綴じ込み 部

当該施設固有の内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い解説をした図書とする。

●

○

○ 耐震措置

次に示す設計用標準水平震度と地域係数を乗じたものとする。

設　　計　　用　　標　　準　　水　　平　　震　　度

設　置　場　所 特　定　の　施　設 一　般　の　施　設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階、屋上及び塔屋

　２．０ 　１．５ 　１．５ 　１．０

中間階

１階及び地下階

　２．０ 　２．０ 　２．０ 　１．５

　２．０ 　１．５ 　１．５ 　１．０

機　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機器種別

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

　１．５ 　１．５ 　１．５ 　１．０

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器

防振支持の機器

　１．０ 　０．６ 　０．６ 　０．４

　１．０ 　１．０ 　１．０ 　０．６

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

水　　槽　　類

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

地域係数は、昭和５５年建設省告示第１７９３号（最終改正　昭和６２年建設省告示第１９１８号）

（１）機器の据付け及び取付け

設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

による。

耐震措置の計算及び施工方法は，次に示す事項以外，すべて建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版

注１）上層階、中間階とは標準仕様書第３編表３．２．１の注意書きによる。

注２）屋外設置機器の耐震は１階及び地下階に準ずる。

完成時の提出図書

完成図

完成図等

●　監督員の指示による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施工図 ●　監督員の指示による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●　監督員の指示による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用●

●

●　写真 ●　工事用、完成用ともカラーとし、監督員の指示による。

●

●　その他書類

●　電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。

権は、発注者に譲渡するものとする。

● 手続き 官公署への諸手続き等は遅滞なく監督員と協議の上、請負者が代行処理する。

ＰＢ　）

○

〇

ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）　※異種金属接手は絶縁接手とする。

県 営 宮 野 目 ア パ ー ト 2号 棟 216・ 226号 室 火 災 復 旧 工 事 （ 機 械 設 備 ） 工 事

〇

●〇

○

○

（ ５ ） ロ

〇

〇

2 0 8 4 . 1 3

● ●

１８

図 面 及 び 特 記 仕 様に 記 載 さ れ て い ない 事 項 は ， す べ て国 土 交 通 省 大 臣官 房 官 庁 営 繕 部 監修 の 「 公 共 建 築改 修 工 事 標 準 仕 様書 」

「 公 共 住 宅 改 修 工 事 共 通仕 様 書 （ 初 版 ） によ る 。

●　あり(１年後）

●

01

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ M

訂正

・ 

・ 

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

●

●

●

●

●

●〇

●

機械設備工事　特記仕様書

（機械設備工事編）（最新版）」、「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下，「標準仕様書」という。）

「 機 械 設 備 工 事 監 理 指 針 」 （最 新 版 ） 及 び 国土 交 通 省 大 臣 官 房官 庁 営 繕 部 設 備・ 環 境 課 監 修 「 公共 建 築 設 備 工 事標 準 図
（ 機 械 設 備 工 事編 ） （ 最 新 版 ） 」（ 以 下 ， 「 公 共 住宅 建 設 工 事 共 通仕 様 書 （ 最 新 版 ）公 共 住 宅 事 業 者等 連 絡 協 議 会 」 、「 標

準 図 」 と い う 。 ） によ る 。

配管用炭素鋼鋼管
コーティング鋼管

〇　配管用炭素鋼鋼管〇

226号室天井内の排水配管（236号室用）は満水試験を行うこと。

●　外壁より１ｍ部分の排気ダクトは保温を行う。

〇

〇

●

●

盛岡広域振興局土木部住宅課

花 巻 市 西 宮 野 目 第 6地 割 355番

● 　適 用 す る 　 　 　 ○　 適 用 し な い

Ｒ４．11



器 具 番 号

02

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ M

訂正

・ 

・ 

① 量 ⽔ 器 貸 与 品 ・ 2 0 A ( ⾃ ⼰ 発 電 型 )   保 温 ｶ ﾊ ﾞ ｰ 付 2 ①2 量 ⽔ 器 貸 与 品 ・ 2 0 A ( ⾃ ⼰ 発 電 型 ) 再 取 付   新 設 保 温 ｶ ﾊ ﾞ ｰ 付   再 取 付 2 2

凍 結 防 ⽌ ﾋ ｰ ﾀ ｰ 6 m 2 2 ② 凍 結 防 ⽌ ﾋ ｰ ﾀ ｰ ｻ ｰ ﾓ 付 ・ ⾃ ⼰ 温 度 制 御 型   保 温 ﾃ ｰ ﾌ ﾟ 共   A C 1 0 0 V   6 m

③ 凍 結 防 ⽌ ﾋ ｰ ﾀ ｰ 3 m 2 2 ③ 凍 結 防 ⽌ ﾋ ｰ ﾀ ｰ ｻ ｰ ﾓ 付 ・ ⾃ ⼰ 温 度 制 御 型   保 温 ﾃ ｰ ﾌ ﾟ 共   A C 1 0 0 V   3 m

④ 凍 結 防 ⽌ ﾋ ｰ ﾀ ｰ 6 m 2 2 ④ 凍 結 防 ⽌ ﾋ ｰ ﾀ ｰ ｻ ｰ ﾓ 付 ・ ⾃ ⼰ 温 度 制 御 型   保 温 ﾃ ｰ ﾌ ﾟ 共   A C 1 0 0 V   6 m

⑤ ガ ス メ ー タ ー 貸 与 品 ・ ﾏ ｲ ｺ ﾝ ﾒ ｰ ﾀ ｰ 5 号 2 2 ⑤ ガ ス メ ー タ ー 貸 与 品 ・ ﾏ ｲ ｺ ﾝ ﾒ ｰ ﾀ ｰ 5 号

⑥ 洋 ⾵ 便 器 C 7 7 0 B S 7 7 1 B F 2 2 ⑥ 洋 ⾵ 便 器 床 給 ⽔ ・ 床 排 ⽔ ・ 密 結 形 防 露 便 器 ・ ⼿ 洗 い 付

⑦ 洗 ⾯ 化 粧 台 建 築 ⼯ 事 2 2 暖 房 便 座 ・ 紙 巻 器 ・ ア ン グ ル 型 ⽌ ⽔ 栓 2 2

⑧ 洗 濯 機 パ ン 建 築 ⼯ 事 2 2 T O T O ( C S 6 7 0 B . S H 6 7 1 B A . T C F 1 1 6 . Y H 5 0 )

⑨ ユ ニ ッ ト バ ス 建 築 ⼯ 事 2 2 ⑦ 洗 ⾯ 化 粧 台 建 築 ⼯ 事      * 配 管 接 続 本 ⼯ 事 2 2

⑩ 湯 ⽔ 混 合 ⽔ 栓 T K G G 3 0 E Z 2 2 ⑧ 洗 濯 機 パ ン P WP 7 4 0 N 2 W・ P J 2 0 0 9 N W 2 2

⑪ 万 能 ホ ー ム ⽔ 栓 T 2 0 0 B S U 1 3 2 2 ⑨ ユ ニ ッ ト バ ス 建 築 ⼯ 事      * 配 管 接 続 本 ⼯ 事 2 2

⑫ ⽔ 抜 栓 B H - 2 0 x 6 0 0 2 2 ⑩ 湯 ⽔ 混 合 ⽔ 栓 K T S 0 5 3 1 1 J 2 2

⑬ ⽔ 抜 栓 B H - D S  2 0 x 6 0 0 2 2 ⑪ 洗 濯 機 ⽤ ⽔ 栓 T W1 1 G R 2 2

⑭ ガ ス 湯 沸 器 P S 排 気 筒 延 ⻑ 型   2 0 号 2 2 ⑫ ⽔ 抜 栓 B H - S  2 0 x 6 0 0  B H 型 - D V 6 - G 型

⑮ ヒ ュ ー ズ コ ッ ク 1 5 x 1 5 x 9 . 5 2 2 ⑬ ⽔ 抜 栓 B H - S ( 湯 ⽤ )   2 0 x 6 0 0   B H 型 - D V 6 - G 型

⑭ ガ ス 湯 沸 器 P S 排 気 筒 延 ⻑ 型   2 0 号

F E - 1 天 井 換 気 扇 ( 低 騒 ⾳ 型 )  3 5 m3 / h x 7 mmH 2 O 2 2 ⑮ ヒ ュ ー ズ コ ッ ク 1 5 x 1 5 x 9 . 5 2 2

レ ン ジ フ ー ド 建 築 ⼯ 事 2 2 F E - 1 天 井 換 気 扇 ( 低 騒 ⾳ 型 )  3 5 m3 / h x 7 mmH 2 O 2 2

レ ン ジ フ ー ド 建 築 ⼯ 事 2 2

②

参 照   改 修 前   衛 ⽣ 器 具 表 改 修 後   衛 ⽣ 器 具 表

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

機器表

M B CW M B W C

再使用

再使用

再使用

再使用

再使用

再使用

再使用

盛岡広域振興局土木部住宅課

洗
⾯
・
脱
⾐

台
所 計浴

室
仕 様 ( 参 考 型 番 )器 具 名 称器 具 番 号 器 具 名 称 仕 様 ( 参 考 型 番 ) 浴

室

洗
⾯
・
脱
⾐

台
所 計

Ｒ４．11



216号室工事範囲

工事内容

B . 衛生器具更新に伴うスラブ上配管撤去後、更新配管及び保温工事

A . 衛生器具更新

2階226号室作業内容

C . 236号室分、天井内給水管、給湯管、排水管保温工事

C . 226号室分、天井内給水管、給湯管、排水管保温工事

B . 衛生器具更新に伴うスラブ上配管撤去後、更新配管及び保温工事

A . 衛生器具更新

1階216号室作業内容

2階火災による配管保温の復旧、器具復旧に伴うスラブ上配管を行う。

PG PG PG PG

P
G

P
G

凡　例

226号室工事範囲

P
G

P
G

PGPG

×

P
G

P
G

P
G

P
G

P
G

PGPG

P
G

給湯管

ガス管

給水管

雑排水管

汚水管

PG

既設、新設接続を示す。

GM

P
G

PG

P
G

保温工事部分を示す。

P
G

D
D

PG

PG

P
G

P
G

GV20A-10k

6
5A

10
0A

BAV

100A

2
5A

100A

10
0A

80A

40
A

BH-H-20x600H

GV20A-10kx2

可とう管20Ax300L

20
A

ﾒｰﾀｰﾕﾆｯﾄ　20A GV20A-10k

BH-20x600H

GC20A
GC20A

FJ20Ax2

20A

GC20A

FJ20Ax2

65
A

20
A

25
A

32
A

可とう管20Ax300L

BH-H-20x600H

GV20A-10kx2

BH-20x600H

GC20A

40
A

80
A

100A

65
A

65
A

6
5
A

50A

50A

40
A

25
A

50A

40A

50A

40A

20
A

20
A

20
A

20
A

20
A

20
A

80A

GV20A-5k

GC20A

20
A

20
A

20A

20
A

20A

FJ(SUS) 20Ax200Lx2

20A

可とう管20Ax200L

20A

20A

GC20A GV20A-5kx220A

BH-S 20Ax600H

BH-S(H) 20Ax600H

ﾒｰﾀｰｼﾞｮｲﾝﾄ CME20-Z2UG-A

　系　統　図　

1

5

14

点検・清掃・試運転

　M  B  室　断　面　詳　細　図　1/30　　

P
G

PGPG

P
G

配管撤去・更新配管・保温工事(ガス管除く)を示す。

GM

GM

3階F.L

1階F.L

2階F.L

階上水抜栓

水道ﾒｰﾀｰﾕﾆｯﾄ

GV・GC

PG

P
G

GV20A-10k

S.L

80A

20A

GC20A

FJ20Ax2

20
A

可とう管20Ax300L

BH-H-20x600H

GV20A-10kx2

BH-20x600H

GC20A

F.L

50A

50A

20
A

20
A

20
A

20
A

　BM 参考図　

14 13

12

5

1

2
0A

2
0A

2
0A

20A

2
0A20A

03

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ M

訂正

・ 

・ 

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

衛生設備　MB内・系統図 A1：1/30
A3：1/60

器具

50A

器具

器具

盛岡広域振興局土木部住宅課
Ｒ４．11
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20A
2
0A

20A
PG

P
G

2
0A

(226号B.M位置)

50

100

2
0A

20ACOA50A

COA50A

50

50

50

20A
2
0A

20A

保温有

PGPG
20A

D

D

65

上框

540

155 155

吊
戸

棚
（

水
切

棚
付

）

Ｌ・Ｄ・Ｋ

洗面･脱衣室

廊下

押入

押入

和室６帖

バルコニー

ｶｳﾝﾀｰ

ﾄﾞﾚﾝ

サンルーム 洋室 洋室

押入
中棚

玄関
M.B

物置
Ｅ・Ｖ

階段室ライトコート

15

14

13

16

A B C D E

13,000

4,100 3,500 3,800 1,600

2,850 1,250 1,485 2,015 1,050 1,800 950

2
,
8
5
0

2
,
9
0
0

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

7
,
2
0
0

5
5

2
,
7
4
0

55
1
,
0
2
0

1
,
7
3
0

1
,
6
0
0

2
,
8
5
0

9
5
0

5
2
0

1
,
4
3
0

650 550

2,7002,7002,8501,200 3,800 950

1,500 30 2,020 1,500600 60030

便所

ＰＳ

65

65

100

100

65

20A

20A

6

7

8

9

10

11

15

04

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ M

訂正

・ 

・ 

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

衛生設備　　216号室平面詳細図(床上改修)　

保温工事部分を示す。

凡　例

A1:1/30
A3:1/60

既存再使用配管を示す。

（器具接続部分）

給水管(SGP-PB) 20A 0.5m

給湯管(HTLP) 20A 0.5m

L.D.K 流し器具接続

L.D.K ガスレンジ 器具接続

U.B 器具接続 洗面・脱衣室洗面器具接続 洗面・脱衣室洗濯機パン 器具接続

給水管(SGP-PB) 20A 0.5m給水管(SGP-PB) 20A 0.5m

給湯管(HTLP) 20A 0.5m

給水管(SGP-PB) 20A 0.5m

給湯管(HTLP) 20A 0.5m

ガス管(SGP)20A 0.5m

排水管(VP)50A 0.5m 排水管(VP)50A 0.5m 排水管(VP)40A 0.5m

排水管(VP)50A 0.5m

便所

給水管　 20A 0.5m

216号室床上平面詳細図ｓ：1/30

更新配管・保温工事(ガス管除く)を示す。

盛岡広域振興局土木部住宅課
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上
階

ス
ラ

ブ
上

配
管

P
G

P
G

PG

上框Ｌ・Ｄ・Ｋ

洗面･脱衣室

廊下

押入

和室６帖

バルコニー

ｶｳﾝﾀｰ

ﾄﾞﾚﾝ

サンルーム 洋室 洋室

押入
中棚

玄関
M.B

物置
Ｅ・Ｖ

階段室ライトコート

15

14

13

16

A B C D E

13,000

4,100 3,500 3,800 1,600

2,850 1,250 1,485 2,015 1,050 1,800 950
2
,
8
5
0

2
,
9
0
0

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

7
,
2
0
0

5
5

2
,
7
4
0

55
1
,
0
2
0

1
,
7
3
0

1
,
6
0
0

2
,
8
5
0

9
5
0

5
2
0

1
,
4
3
0

650 550

2,7002,7002,8501,200 3,800 950

1,500 30 2,020 1,500600 60030

便所棚(BOX型)

ＰＳ

20A

20A

20A

20
A

(226号B.M位置)

05

設計番号検図 受領印 工事名称設計年月日 設計月 日

図面名称 図面番号担当 受領年月日 縮尺製図

・ M

訂正

・ 

・ 

県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

衛生設備　　216号室平面詳細図(天井改修)　

保温工事部分を示す。

配管撤去・更新配管・保温工事(ガス管除く)を示す。

凡　例

A1:1/30
A3:1/60

100

20
A

20
A

20
A

上階スラブ上配管

20A

20A

20A
PG PG

押入

上
階

ス
ラ

ブ
上

配
管

上
階

ス
ラ

ブ
上

配
管

上階スラブ上配管

COA50A

COA50A

50

50

50

50

PG

保温有

D

65

100

65

216号室平面詳細図ｓ：1/30

盛岡広域振興局土木部住宅課
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L.D.K 流し横引管・立上管撤去 U.B 横引管・立上管撤去

L.D.K ガスレンジ 横引管・立上管撤去

上框

155 155

吊
戸

棚

Ｌ・Ｄ・Ｋ

U.B　1216

洗面･脱衣室

廊下

押入
中棚

押入

和室６帖

バルコニー

ｶｳﾝﾀｰ

ﾄﾞﾚﾝ

サンルーム 洋室 洋室

押入
中棚

玄関
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衛生設備　226号室平面詳細図(床上改修) 09A1:1/30
A3:1/60
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県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

衛生設備　226号室平面詳細図(天井改修) 10
A1:1/30
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県営宮野目アパート（2号棟216・226号室）火災復旧工事

衛生設備　226号室平面詳細図(撤去)　 11
A1:1/30
A3:1/60
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